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このたびはヤマハ マルチトラックMDレコーダーMD4Sをお買いあ
げいただきまして、まことにありがとうございます。
MD4Sの優れた機能を十分に発揮させるとともに、末永くご愛用い
ただくために、ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みくださ
い。お読みになった後は、保証書とともに保管してください。

J



! 安全上のご注意　―安全にお使いいただくため―
安全にお使いいただくため、ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みください。
またお読みになったあと、いつでも見られるところに必ず保存してください。

絵表示　この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全
に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をして
います。

内容をよく理解してから本文をお読みください。

絵表示の例
：注意（危険・警告を含む）を促す事項
：決しておこなってはいけない禁止事項

●：必ずおこなっていただく強制事項

設置されるとき
● この機器はAC100V専用です。それ以外の電

源(AC200V,船舶の直流電源など)では使用しな
いでください。火災･感電の原因となります。

● この機器に水が入ったり、機器がぬれたりし
ないようご注意ください。火災･感電の原因と
なります。雨天･降雪時や海岸･水辺での使用
はとくにご注意ください。

● 電源コードの上に重い物をのせないでくださ
い。コードに傷が付くと、火災･感電の原因と
なります。とくに、敷物などで覆われたコー
ドに気付かずに重い物を載せたり、コードが
本機の下敷きになることのないよう、十分に
ご注意ください。

ご使用になるとき
● この機器のディスクの挿入口に金属類や燃え

やすいものなどを差し込んだり落としこんだ
りしないでください。火災･感電の原因となり
ます。とくに、お子様のいるご家庭ではご注
意ください。

● この機器の上に水などの入った容器や小さな
金属物を置かないでください。こぼれたり、
中に入ったりすると、火災・感電の原因にな
ります。

● 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理
に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加
熱したりしないでください。コードが破損し
て、火災･感電の原因になります。

● この機器の裏ぶたやカバーは絶対に外さない
でください。感電の原因になります。
内部の点検･整備･修理が必要と思われるとき
は、販売店にご依頼ください。

● この機器を改造しないでください。火災･感電
の原因となります。

● 雷が鳴りだしたら、早めに機器本体の電源ス
イッチを切り、電源プラグをコンセントから
抜いてください。

● 落雷のおそれがあるとき、電源プラグが接続
されたままならば、電源プラグには触れない
でください。感電の原因となります。

使用中に異常が発生したとき
● 断線･芯線の露出など、電源コードが傷んだ

ら、販売店に交換をご依頼ください。そのま
まで使用すると、火災･感電の原因となりま
す。

● 万一、この機器を落としたり、キャビネット
を破損した場合は、電源スイッチを切り電源
プラグをコンセントから抜いて販売店にご連
絡ください。そのまま使用すると、火災･感電
の原因となります。

● 煙が出る、変なにおいや音がするなどの異常
がみとめられたときや、内部に水などの異物
が入った場合は、すぐに電源スイッチを切
り、電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。そのあと、販売店にご連絡ください。
異常状態のままで使用すると、火災･感電の原
因となります。

この欄に記載されている事項を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
あります。警告�

分解禁止�

プラグをコンセント�
から抜け�

接触禁止�

プラグをコンセント�
から抜け�

プラグをコンセント�
から抜け�



設置されるとき
● 火災･感電やけがなどを避けるため、次のよう

な場所には置かないでください。
・調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気が当
たるような場所。

・ぐらついた台の上や傾いたところなど、不安
定な場所。

・窓を締め切った自動車の中や直射日光が当た
る場所など、異常に温度が高くなる場所。

・湿気やほこりの多い場所
● 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでく

ださい。感電の原因となることがあります。
● この機器の通風孔をふさがないでください。

内部の温度上昇を防ぐため、この機器のケー
スの上底部には通風孔があけてあります。通
風孔がふさがると内部に熱がこもり、火災の
原因となることがあります。
とくに次のような使い方は避けてください。
・機器をあお向けや横倒し、逆さまにする。
・本箱や押し入れなど、専用ラック以外の風通
しの悪い狭いところに押し込める。

・テーブルクロスを掛けたり、じゅうたんや布
団の上に置いて使用する。

● 電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ
張らず、必ずプラグを持ってください。コー
ドを引っ張ると、電源コードが傷ついて、火
災･感電の原因となることがあります。

● この機器を設置するときは、放熱をよくする
ために、壁や他の機器との間に隙間をとって
ください。隙間の大きさは、側面では10cm、
背面では10cm以上必要です。
オーディオラックなどに入れるときも同様の
隙間をとり、さらにラックの背面を開放する
か、もしくはラックの背面に相当の通風孔を
開けてください。
放熱が不十分だと内部に熱がこもり、火災の
原因となることがあります。

ご使用になるとき
● 楽器・オーディオ機器・スピーカーなどを接

続する場合は、接続するすべての機器の電源
を切ってください。
それぞれの機器の取扱説明書に従い、指定の
コードを使用して接続してください。

● 電源を入れる前に音量（ボリューム）を最小に
してください。突然大きな音が出て聴力障害
などの原因となることがあります。

● ヘッドフォンやスピーカーを、不快を感じる
ほどの大音量では使用しないでください。大
きな音を長い時間または習慣的に聴くと、聴
覚障害の原因になります。

● レーザー光線をのぞき込まないでください。
レーザー光線が目に入ると視力障害を起こす
ことがあります。

この欄に記載されている事項を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的
損害が発生したりする可能性があります。注意�

! 使用上のご注意　―正しくお使いいただくため―

コネクターの極性について
◆ ＸＬＲタイプコネクターのピン配列は次のとおりです。

1：シールド（GND）、2：ホット（＋）、3：コールド（－）
これは、IEC60268規格に基づいています。

◆ INSERT I/O端子のフォンジャックのピン配列は次のとお
りです。
T：OUT、R：IN、S：GND

使用時の設置状態について
◆ 本体を傾けた状態で使用しないでください。正常に動作し

ないことがあります。

摩耗部品の交換
◆ スイッチ･ボリューム･接続端子などの部品は、磨耗部品と

いわれ、使用とともに性能が劣化します。劣化の進行度合
は、使用環境などによって大きく異なりますが、劣化その
ものを避けることはできません。劣化した磨耗部品の交換
は、販売店へご相談ください。

他の電気機器への影響について
◆ この機器のデジタル回路から発生するわずかな雑音が、近

くのラジオやテレビに入る可能性があります。そのような
ときは、両者を少し離してください。

MD4Sのソフトウェアあるいは本取扱説明書のどの部分も、ヤ
マハ株式会社の文書による承認がない限り、いかなる方法でも
複製、配布をすることは禁じられています。

MD DATA、MiniDisc、MDはソニー株式会社の商標です。

ドルビー・ラボラトリーズ・ライセンシング株式会社から許可
された米国と外国のパテント
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MD4S のご紹介

特長

MD4Sは、「8チャンネルミキサー部」と「4トラックレコーダー部」をスマートでコンパクトな
ボディーにまとめた一体型のマルチトラックMDレコーダーです。

ミキサー部

MD4Sのミキサー部は、4（MIC/LINE）＋4（LINE）系統の入力端子を備えたアナログミキサーです。

• インプットチャンネル1～4に連続可変型のGAINコントロールを搭載。マイク入力からライ
ンレベルの信号まで対応します。

• 4系統のMIC/LINE入力端子のうち2系統はバランス入力に対応し、TRSフォン端子、XLR端子
のどちらでも接続できます。

• インプットチャンネル1、2にコンプレッサーなどの外部エフェクターを接続するINSERT
I/O端子を装備しています。

• インプットチャンネル1～4には音楽的に設計された3バンドのEQ（HIGH/MID/LOW）を搭載
しています。

• リバーブなどの外部エフェクターを接続する2系統のAUX SEND端子を装備しています。

• インプットチャンネル1～4からCUEバス（モニター用の信号経路）へ送る信号は、ステレオ
でモニターできます。

• 入力信号とトラックの再生音を同時に操作できるインライン構成。各トラックをCUEバス
でモニターしながら、インプットチャンネル1～4をフルに活用して録音が行なえます。ミッ
クスダウン時には、インプットチャンネル経由で4つのトラックを再生しながら、CUEバス
経由で入力信号をミックスできます。

• モニター用のCUEバスにミックスしたMIC/LINE 1～4の入力信号をステレオバスにミック
スできるキューミックス機能を装備。LINE入力端子5～8を合わせれば、ミックスダウン時に
トラックの再生音と合計8系統の入力信号をミックスできます。

• 各トラックの再生音を出力するTRACK DIRECT OUT端子を装備しています。

レコーダー部

レコーダー部は、MD DATAのオーディオ用フォーマットを採用した4トラックMDレコーダー
です。マルチトラックMDレコーダーには、テープ式のMTRにはない利点が数多くあります。

• 用途に応じて3種類の録音モード（4トラック／2トラック／モノラル）が選択できます。

• ピンポン録音を繰り返しても音質劣化はわずかです。

• 4トラックすべて録音されていてもピンポン録音が行なえます。

• ソングの任意の位置に瞬時に移動できるさまざまなロケート機能を装備しています。

• 11.6ms精度の正確なオートパンチイン／アウトが行なえます。

• ソングやトラックの複製や消去できるさまざまな編集機能が装備されています。

• ソングやソングの一部分を継ぎ目なく繰り返し再生するさまざまなリピート機能を搭載し
ています。



6 －取扱説明書

は
じ
め
る
前
に
�

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ウ
ン
�

そ
の
他
の
機
能
�

ピ
ン
ポ
ン
録
音
�

最
初
の
パ
ー
ト
�

の
録
音
�

オ
ー
バ
ー
�

ダ
ビ
ン
グ
�

基
本
操
作
�

を
終
え
て
�

上
級
テ
ク
ニ
ッ
ク
�

の
い
ろ
い
ろ
�

M
D
4S

の
�

M
ID
I機

能
�

複
数
の
チ
ャ
ン
�

ネ
ル
を
ミ
ッ
ク
ス
�

し
て
録
音
す
る
�

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ウ
ン
�

時
に
音
を
加
え
る
�

エ
フ
ェ
ク
ト
�

を
か
け
る
�

パ
ン
チ
イ
ン
�

／
ア
ウ
ト
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

ロ
ケ
ー
ト
機
能
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

再
生
機
能
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

編
集
機
能
�

付
録
�

M
D
4
S
の
基
本
操
作
�

録
音
の
上
級
テ
ク
ニ
ッ
ク
�

M
D
4
S
�

の
ご
紹
介
�

• オートパンチイン／アウトを繰り返し行ない、後でベストテイクを選択できるマルチテイ
クオートパンチイン／アウト機能を装備しています。

• シャトル再生機能により、1/2、2、4、8、16、32倍速の再生早送り／再生巻き戻しが行なえます
（1/2倍速は再生早送りのみ）。

• ソングの再生順をプログラムできるプログラムプレイ機能を装備。さらにマーク間の再生
順を自由にプログラムできるキューリスト再生も行なえます。

• 録音／再生ピッチを最高±10%で可変できます。さらに×1/2プレイ機能を使えば、ピッチが
1オクターブピッチ低い1/2倍速で再生できます。

• MIDIタイムコード（MTC）／MIDIクロックをMIDI OUT端子から送信可能。同期用に録音ト
ラックをつぶすことなく、MIDIシーケンサーやリズムマシンとの同期が簡単に行なえます。
さらにMIDI IN端子で外部のMTCを受信できるため、外部のビデオ／オーディオ装置に
MD4Sを同期させることもできます。

• MIDIマシンコントロール（MMC）の受信が可能。MIDIシーケンサーなどの外部機器から
MD4Sのトランスポート操作が行なえます。

利用するディスクについて

MD4Sでは、MD DATAとMiniDiscの2種類のディスクが利用できます。MD DATAでは4ト
ラックの録音／再生が行なえ、MiniDiscでは2トラックまでの録音／再生が行なえます（4ト
ラックの録音／再生はできません）。

MD DATAとMiniDisc

MD DATAは、一般的にコンピューターのメモリーとして使われますが、MD4Sではそのオー
ディオフォーマットを利用しています。

MiniDiscはMDとも呼ばれ、音楽専用ディスクです。

タイプ MD DATA MiniDisc

ロゴマーク

4トラック録音／再生 ◯（1トラックあたり37分） ×

2トラック録音／再生 ◯（74分） ◯（74分）

モノラル録音／再生 ◯（148分） ◯（148分）

備考

• データメモリー用のディスクで、コン
ピューターショップでもお求めになれま
す。ディスクには再生専用タイプと記録で
きるタイプの2種類があります。MD4Sでは
記録できるタイプをご使用ください。

• MD4Sで録音したMD DATAは、一般的な
MDプレーヤーで再生できません。

• コンピューターのデータ記録用に使用した
MD DATAは、そのままではMD 4Sで利用で
きません。フォーマットをオーディオ用に変
更する必要があります。詳しくは、83ペー
ジ「ディスクを消去する」をご参照ください。

• MD8などで8トラックモードで録音されたソ
ングは再生できません。

• 音楽用のディスクで、再生専用のタイプと
録音できるタイプの2種類があります。録音
できるタイプを使えば、2トラックまでの録
音ができます。

• MD4Sで録音したMiniDiscは、一般的なMD
プレーヤーでも再生できます。

• 一般的なMDレコーダーで録音したMiniDisc
もMD4Sで編集できますが、コピープロテ
クトのかかった音楽CDからデジタルコピー
したソングを含んでいる場合は、編集でき
ません。
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TOCについて

TOC（Table of Contents）とは、ディスクの目次に相当する部分です。TOCには、ディスクに録
音されている内容、ディスクタイトル、ソングタイトルなどの情報が含まれています。

新しいソングに録音を行なったときや、ソングタイトルをエディットしたときなどTOCの
更新が必要な場合は、MD4SのディスプレイにあるTOC EDITインジケーターが点灯します。

TOC EDIT

TOC EDITインジケーターが点灯したときは、MD4Sの電源を切る前に必ずTOCを更新して
ください。TOC EDITインジケーターが点灯しているときに電源を切ると、録音や編集内容
が消去されます。

TOCを更新するには

STOPボタンを押し、MD4Sが停止した状態でもう一度STOPボタンを押します（MD4Sが停止
した状態では、STOPボタンはTOC WRITEボタンになります）。

TOC WRITE

STOP

ディスプレイに“Writing TOC”と表示し、ディスクにTOCを書き込んでいることを示します。
TOCの更新が終了すると、“Writing TOC”の表示とTOC EDITインジケーターが消灯します。

注意：TOC EDITインジケーターが点灯しているときにEJECTボタンを押すと、自動的
にTOCを更新してからディスクを排出します。

録音モードと録音時間について

MD4Sには4トラック（4TR）モード、2トラック（2TR）モード、モノ（MONO）モードと呼ばれる
3種類の録音モードがあります。録音モードごとに1枚のディスクに連続して録音できる時
間が異なり、4TRモードでは37分、2TRモードでは74分、MONOモードでは148分の録音／再
生が行なえます。ソングごとに異なる録音モードで録音できるため、ディスク容量を有効に
活用できます。

4TRモード�

37分�

2TRモード�

MONOモード�

74分�

148分�
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ソングとブランクエリアについて

MD4Sは、楽曲を“ソング”という単位で録音します。各ソングには、録音した順番に“ソング
番号”が付けられます。例えば、ディスク上に2つのソングを録音した場合、次の図のように
ソング1の直後にソング2が録音されます。

ソング1 ソング2 ブランクエリア1

新しくソングを録音したり、録音済みのソングを延長して録音するときは、ディスク上の無
録音部分（これを“ブランクエリア”と呼びます）にのみ行なえます。上の図の場合、ブランク
エリアに新しいソング（ソング3）を録音できるほか、ソング2を延長して録音することも可
能です。ただし、ソング1の直後にはブランクエリアが存在しないため、このままではソング
1を延長して録音できませんのでご注意ください。

ヒント：ソング1を延長して録音するには、ソングの編集機能を使ってソング1をブラン
クエリアに移動する必要があります。

また、次の図のようにディスク上に連続した3つのソング（ソング1、2、3）がある場合、中央の
ソング（ソング2）を消去すると消去したソングの長さに相当するブランクエリアが作られ
ます。

ソング1 ソング3ソング2 ブランクエリア1

ソング1 ソング3ブランクエリア2

ソング2を消去�

ブランクエリア1

※ ブランクエリアもソングと同じように、作られた順番に“ブランクエリア番号”が付けら
れます。

上の図で新しいソングを録音する場合、ブランクエリア1とブランクエリア2のいずれかを
選択できます。ただし、ブランクエリア2を選んだ場合は、録音できる時間が消去したソング
の長さに制限されることにご注意ください。
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各部の名称と機能

ここでは、MD4Sの各部の名称と機能について説明します。

モノラルインプット

1 GAINコントロール

MIC/LINE INPUT端子（トップパネル接続端子1、2）の入力感度を調節します。イン
プットチャンネル1～4は、マイク入力からシンセサイザーなどのラインレベル信号ま
で、どんな種類の信号にも対応します。

2 FLIPスイッチ

インプットチャンネルの信号ソース、およびモニター用のCUEバスへ送る信号ソース
を選択します。
このスイッチがMIC/LINEの位置（ ）のとき、MIC/LINE端子の信号がインプットチャ
ンネルに送られ、トラックの信号（現在録音／再生している信号）がCUEバスへ送られ
ます。
このスイッチがPBの位置（ ）のとき、トラックの信号がインプットチャンネルに送ら
れ、MIC/LINE端子の信号がCUEバスへ送られます。

GAIN

HIGH

LINE MIC

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15

CUE

L R

0 10

P
A
N

L
E
V
E
L

GAIN

HIGH

LINE MIC

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15

CUE

L R

0 10

P
A
N

L
E
V
E
L

CUEバスへ� CUEバスへ�STバス、�
トラックなどへ�

STバス、�
トラックなどへ�

楽器などの�
MIC/LINE INPUT端子�
に入力された信号�

楽器などの�
MIC/LINE INPUT端子�
に入力された信号�

MD4Sの�
トラックの信号�

MD4Sの�
トラックの信号�

FLIP

MIC/
LINE PB

FLIP

MIC/
LINE PB

FLIPスイッチが�
MIC/LINE ( 　 ) �
のとき�

FLIPスイッチが�
PB( 　 ) のとき�

1

1

GAIN

CUE

HIGH

LINE

FLIP

MIC/
LINE

MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15

PAN

L R

AUX

1 2

PB

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

P
A
N

L
E
V
E
L

1

2

5

6

7

3

4
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3 CUE PAN/CUE LEVELコントロール

CUE PAN/LEVELコントロールは、それぞれCUEバスへ送る信号の定位と信号レベルを調節
します。CUEバスに送られる信号は、FLIPスイッチ2の設定に応じて異なります。

4 EQコントロール

高域、中域、低域の音質を調節するツマミです。それぞれ以下の基準周波数を±15dBの範囲
でブースト（増幅）、またはカット（減衰）します。各ツマミの12時の位置にはセンタークリッ
クがあり、その位置でフラット（増幅／減衰のない状態）となります。

R
es

po
ns

e 
[d

B
]

Frequency [Hz]

+5

+10

+15

–15

–10

–5

0

10k1k100 20k20

HIGH（高域）： 基準周波数　10kHz（シェルビング）
MID（中域）： 基準周波数　2.5kHz（ピーキング）
LOW（低域）： 基準周波数　100Hz（シェルビング）

5 AUXコントロール

インプットチャンネル1～4の信号をAUX SEND端子に送るためのツマミです。ツマミを1側
に回すと、該当するインプットチャンネルの信号がAUX SEND端子1へ送られ、ツマミを2側
に回すと、AUX SEND端子2へ送られます。ツマミの12時の位置にはセンタークリックがあ
り、その位置ではAUX SEND端子1、2どちらにも送られません。通常AUXコントロールは、外
部エフェクターに送る信号レベルを調節するために使用します。

注意：AUXコントロールは、フェーダー7を通過した後の信号レベルを調節します（ポ
ストフェーダー）。このため、フェーダーを下げきるとAUXコントロールの設定は
無効になります。

6 PANコントロール

インプットチャンネルの信号をSTバスへ送るときの定位（左右の位置）を調節します。STバ
スを経由して録音する場合、L側に回しきると奇数トラック（トラック1、3）に、R側に回しき
ると偶数トラック（トラック2、4）に入力信号が割り当てられます。ミックスダウン時には、
各トラックの再生音の定位を調節します。

7 フェーダー

録音時（FLIPスイッチ＝MIC/LINE）には、トラックに録音される信号の入力レベルを調節し
ます。ミックスダウン時（FLIPスイッチ＝PB）には、各トラックの再生レベルを調節します。
このフェーダーは、目盛りの7と8の間がユニティゲインです。

ユニティゲイン：出力信号と入力信号のレベルが等しい状態で、このとき、最も歪みが少なく
最適なSN比が得られます。
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ステレオインプット

8 レベル（5/6、7/8）コントロール

STEREO INPUT端子5、6、または7、8から入力される信号のレ
ベルを調節します。この入力信号は常にSTバスに送られ、イ
ンプットチャンネル1～4の信号やトラックの再生音とミッ
クスされます。

モニター／マスター

9 CUE MIX TO STEREOスイッチ

キューミックス機能のオン／オフを切り替えます。スイッチ
を押し込んだ状態（ ）にすると、ディスプレイのCUE MIXイ
ンジケーターが点灯し、CUEバスの信号がSTバスにミックス
されます。キューミックス機能は再生時のみ利用でき、通常
はミックスダウン時に音を加える場合（38ページ）に使用し
ます。

J MONITOR SELECTスイッチ

MONITOR OUT端子（リアパネル4）とPHONES端子（フロン
トパネル1）でモニターする信号ソースを選択します。ス
イッチを押し込んだ状態で選択（オン）され、押し出した状態
で解除（オフ）されます。3つのスイッチは、それぞれ独立して
オン／オフ切り替えができます。

2TR IN ....... 2TR IN端子（リアパネル6）から入力される信
号をモニターします。

STEREO .... STEREO OUT端子（リアパネル5）から出力さ
れるSTバスの信号をモニターします。

CUE ............ CUEバスの信号をモニターします。

K MONITOR LEVELコントロール

MONITOR OUT端子（リアパネル4）とPHONES端子（フロン
トパネル1）に送られるモニター信号の出力レベルを調節し
ます。

L STEREOフェーダー

STEREO OUT端子（リアパネル5）から出力されるSTバスの
出力レベルを調節します。フェーダーの目盛りの7と8の間が
ユニティゲインです。

ユニティゲイン： 7フェーダー参照。

5 / 6 7 / 8

0 10 0 10

8

STEREO

MONITOR LEVEL

CUE

STEREO

2TR IN

CUE MIX TO STEREO

MONITOR SELECT

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

MIN MAX

9

K

L

J
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ディスクトランスポート

TOC WRITE

REHE REC PLAY STOP

PAUSE

IN OUT

SONG SEARCH

LAST REC SEARCH

MARK SEARCHREPEAT

AUTO
PUNCH I/O

A B

DATA CURSOR

PHONES PUNCH I/O

PITCH

EJECT

ADJUST EDIT UTILITY

CH1

BUS

CH2
REC SELECT

CH3 CH4

L R L R

PEAK HOLD DISPLAY

MULTITRACK MD RECORDER

1 2 3 4

EXIT

ENTER

SET

MARK

L
K

J

M

N

O

P

Q

R

9

6

7

5

8

2

1

3

4

※ パネルに貼ってある保護フィルムははがしてください。�
　 そのままにしておくと接着剤が変質してきれいにはがれなくなることがあります。�

1 ディスクトランスポートボタン

REHEボタン ................... パンチイン／アウトのリハーサルを行なうためのボタンです。リ
ハーサル中は、ボタンの上にあるREHEインジケーターが点灯し、
リハーサルのポーズ中は点滅します。

RECボタン ...................... 録音を行なうためのボタンです。再生中にRECボタンを押すと、そ
の位置から録音可能なトラックの録音を始めます（詳しくは、48
ページ「マニュアルパンチイン／アウト」をご参照ください）。録音
中は、ボタンの上にあるRECインジケーターが点灯し、録音ポーズ
中は点滅します。

PLAYボタン .................... 通常の再生、録音、リハーサルを始めるためのボタンです。REHEボ
タンを押した後にPLAYボタンを押すとリハーサル、RECボタンを
押してからPLAYボタンを押すと録音を開始します。REHE、REC
ボタンを押さずにPLAYボタンを押せば通常の再生を始めます。
再生中／録音中／リハーサル中は、ボタンの上のPLAYインジケー
ターが点灯し、再生／録音／リハーサルのポーズ中は点滅します。

PAUSEボタン ................. 再生／録音／リハーサルを一時停止（ポーズ）するボタンです。ポー
ズした後にもう一度PAUSEボタンを押すと、その位置から再生／
録音／リハーサルを続行します。PAUSE、およびREC PAUSEの状
態のまま約10分間経過すると、自動的にPAUSEが解除されます。
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STOP/TOC WRITEボタン .......再生／録音／リハーサルを停止するボタンです。停止した
状態では、TOCを更新するTOC WRITEボタンとして働きま
す（7ページ）。

2 AUTO PUNCH I/Oボタン

オートパンチイン／アウト機能のオン／オフを切り替えるスイッチです。オートパンチイ
ン機能をオンにすると、ディスプレイのオートパンチインジケーター（ディスプレイK）が
点灯します。

3 SONG SEARCH［ ］/［ ］ボタン

ソング、またはブランクエリアの先頭位置を検索するボタンです。ソングの検索や頭出しに
利用します。

4 A Bリピートボタン

A-Bリピート機能（65ぺージ）のA、Bポイントを設定するボタンです。

5 LAST REC SEARCH［IN］/［OUT］、SETボタン

LAST REC SEARCH［IN］/［OUT］ボタンは、直前に録音、またはリハーサルした開始位置（ラ
ストレコードインポイント）と終了位置（ラストレコードアウトポイント）にロケートする
ためのボタンです。また、SETボタンと組み合わせて、ソングの任意の位置をラストレコード
イン／アウトポイント（パンチイン／アウトポイント）に設定できます。

6 REPEATボタン

1つのソングを繰り返し再生する“ワンソングリピート”やディスク上のすべてのソングを
繰り返し再生する“オールソングリピート”などのリピート機能を選択したり、リピート機
能のオン／オフを切り替えるボタンです。選択したリピート機能に応じて、リピートインジ
ケーター（ディスプレイO）が点灯します。

7 MARK SEARCH［ ］/［ ］、MARKボタン

MARK SEARCHボタンは、スタートマーク（ソングの先頭位置）、エンドマーク（ソングの終
了位置）、ソングの任意の位置に設定したマークを検索してロケートするためのボタンです。
MARKボタンは、ソングの任意の位置にマークを挿入するときに使います。

8 ディスクの挿入口

MD DATA、またはMiniDiscをここに挿入します。

9 BUSボタン

REC SELECTボタンJと組み合わせ、STバス信号を録音するトラックを指定します。

J REC SELECTボタン

録音トラックを選択／解除するボタンです。録音用に選択されたトラックは、ディスプレイ
のトラック録音インジケーター（ディスプレイJ）で表示されます。

● REC SELECTボタンだけを押す
該当するトラックが録音可能になり、インプットチャンネル1～4を経由した信号が直接送
られます（ダイレクト録音）。

● BUSボタンを押しながらREC SELECTボタンを押す
該当するトラックが録音可能になり、STバスのLチャンネル（トラック1、3）、またはRチャン
ネル（トラック2、4）の信号が送られます。
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K EJECTボタン

MD4Sに挿入されているディスクを排出します。TOC EDITインジケーター（ディスプレイ
1）が点灯しているときにEJECTボタンを押すと、TOCを更新してからディスクを排出しま
す。

L PEAK HOLDボタン

ピークホールド機能をオン／オフするボタンです。ピークホールド機能をオンにすると、ト
ラック／ステレオレベルメーターで、最大レベル時のセグメントが点灯し続けます。ピーク
ホールド機能がオンの時にもう一度PEAK HOLDボタンを押すとピークホールド機能がオ
フになり、点灯中のセグメントがリセットされます。

M DISPLAYボタン

タイムカウンターモード（ELAPSE TIME/TOTAL TIME/REMAIN TIME）を選択するボタン
です。選択されたタイムカウンターモードは、ディスプレイに表示されます（ディスプレイ
5）。MD4Sにテンポマップをプログラムした場合は、このボタンでタイムカウンターを小節
／拍子／クロックの表示に切り替えられます。

N ファンクションボタン

さまざまな機能を呼び出すボタンです。ボタンを押して機能を呼び出したときは、ボタンの
上にあるインジケーターが点灯します。

PITCHボタン .................. 再生／録音時のピッチを調節するピッチ機能を呼び出します（81
ページ）。設定に応じて、ディスプレイに“FIX”（固定）、または

“VARI”（可変）のピッチインジケーターが点灯します。
ADJUSTボタン .............. ソング中に設定したマークやラストレコードイン／アウトのポイ

ントを微調節します（60ページ）。
EDITボタン ..................... さまざまな編集機能やディスクタイトル、ソングタイトルをつけ

る機能などを呼び出します。
UTILITYボタン ............... MIDI機能やディスプレイの明るさ、録音モードを変更する機能な

どを呼び出します。

O EXITボタン

各機能やモードをキャンセルするときに使います。

P ENTERボタン

各機能を設定するときに使います。

Q ジョグ（DATA＋－）ダイアル

MD4Sが停止中、またはポーズ中にシャトル（CURSOR）ダイアルを回すと、ソング内をフレー
ム単位で移動します。各機能のエディット中（ファンクションボタンのいずれかを押したと
き）は、パラメーターの値を変更するために使います。

R シャトル（CURSOR）ダイアル

MD4Sが停止中、またはポーズ中にシャトル（CURSOR）ダイアルを回すと、素早い巻き戻し
／早送りが行なえます。再生中では、さまざまな速さの再生巻き戻し（レビュー）／再生早送
り（キュー）が行なえます（シャトル再生機能：63ページ）。各機能のエディット中には、パラ
メーターを選択するために使います。
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ディスプレイ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 OUTINE10SREPEAT A1ALL B
1 2 3 4
1 2 3 4

L R L R

AUTO PUNCH
SINGLE MULTIMTC FRAMESBEAT SECMEASURE MIN

REMAIN TIMETOTAL TIMEELAPSE TIME MTC SYNCPITCH

REHE

REC

TOC EDIT

HALF FIX VARI MASTER SLAVE

MMCMIDI CLK

TRK
DIR
BUS

CLIP
–3
–6
–9

–12
–15
–18
–27
–39

+12
+9
+6
+3

0
–3
–6

–12
–20

STEREO
CUE MIX

dB L R

SONG NO.
REC MODE

STEP NO. ` 1 2 3 4 5 6 7 8 9 03

2

1

4 5 6 7 8

9JLN MO K

1 TOC EDITインジケーター

新しく録音した後やソングタイトルをエディットした後など、TOC（ディスクの目次に相当
する部分）を更新する必要があるときに点灯します。TOC EDITインジケーターが点灯して
いるときにMD4Sの電源を切ると、録音や編集した内容が消去される場合があります。TOC
を更新すると消灯します。

2 ステータスインジケーター

MD4Sの現在の動作状態を表示するインジケーターです。

インジケーター 動作モード

通常の再生

キューまたはレビュー

再生ポーズ

REHE リハーサルポーズ

REHE
リハーサル中

REC 録音ポーズ

REC 録音中

3 ピッチインジケーター

現在のピッチ機能の状態を表示するインジケーターです。×1/2プレイ機能の状態もここで
表示します。

HALF ..........×1/2プレイ機能がオンのときに点灯します。
FIX ..............ピッチ機能がオフのとき点灯します。
VARI ...........ピッチ機能がオンのときに点灯します。

4 タイトル／機能ディスプレイ

ソングナンバーやソング／ディスクタイトル、現在呼び出している機能やメッセージなど
の情報を表示します。
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5 タイムカウンターモード

DISPLAYボタン（ディスクトランスポートM）で選択したタイムカウンターのモードを表示
するインジケーターです。ただし、テンポマップをプログラムして、タイムカウンターに小
節／拍子／クロックを表示しているときはすべて消灯します。

ELAPSE TIME ............... ソング内の経過時間を表示するモードです。
TOTAL TIME .................. ディスク全体の経過時間を表示するモードです。
REMAIN TIME .............. ソング内の残り時間を表示するモードです。

6 MIDIインジケーター

さまざまなMIDI機能の状態を表示します。

MTC SYNC MASTER .. MTCの送信を設定すると点灯します。この場合、MD4SがMTCによ
るMIDI同期システムのマスターになります。

MTC SYNC SLAVE ...... MTCの受信を設定すると点灯します。この場合、MD4SがMTCによ
るMIDI同期システムのスレーブになります。

MIDI CLK ........................ MIDIクロックの送信を設定すると点灯します。この場合、MD4Sが
MIDIクロックによるMIDI同期システムのマスターになります。

MMC ................................. MMC（MIDIマシンコントロール）の受信を設定すると点灯しま
す。この場合、MIDIシーケンサーなどの外部機器からMD4Sをコン
トロールできます。

7 トラックレベルメーター

各トラックの録音／再生レベルを示します。－39dB～CLIPの範囲を9段階で表示し、CLIPの
インジケーターが点灯すると、デジタル上で歪んでいることを示します。また、ディスクが
挿入されていない状態では、インプットチャンネル1～4の入力レベルを表示します。

8 ステレオレベルメーター

STEREO OUT端子の出力レベルを示します。－20dB～＋12dBの範囲を9段階で表示します。

9 CUE MIXインジケーター

キューミックス機能のオン／オフを点灯／消灯で示します。キューミックス機能がオンの
ときに録音を行なうと、このインジケーターが点滅し、キューミックス機能が一時的にオフ
になっていることを示します。

J トラック録音インジケーター

録音トラックの状態を表示します。インジケーターが点滅しているときは、該当するトラッ
クが録音可能な状態を示し、録音を開始すると点灯に変わります。

DIR/1～4 ..インプットチャンネルの信号を直接録音するダイレクト録音用に選択したト
ラックを示します。

BUS/L、R ... STバスの信号（L、またはRチャンネル）を録音するために選択したトラックを
示します。
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K オートパンチインジケーター

オートパンチイン／アウト機能の状態を表示します。

AUTO PUNCH SINGLE .........オートパンチインアウトを1回行なって終了する、シングル
テイク・オートパンチイン／アウトを選択したときに点灯
します。

AUTO PUNCH MULTI ............オートパンチイン／アウトを複数行なった後でベストテイ
クを選べる、マルチテイク・オートパンチイン／アウトを選
択したときに点灯します。

L IN、OUTインジケーター

ラストレコードイン（IN）／アウト（OUT）の状態を示します。

IN .................ラストレコードインポイント（オートパンチインポイント）が設定されると点
灯します。オートパンチイン／アウト中は、設定されたインポイントまでソン
グが到達、または通過したときに消灯します。

OUT ............ラストレコードアウトポイント（オートパンチアウトポイント）が設定される
と点灯します。オートパンチイン／アウト中は、設定されたアウトポイントま
でソングが到達、または通過したときに消灯します。

M タイムカウンター

ディスク上の時間を、分／秒／フレームで表示します。MIDIクロックを送信するときは、分
／秒／フレーム表示の代わりに、小節／拍子／クロックで表示することもできます（この場
合、MEASUREとBEATのインジケーターが点灯します）。

N マークインジケーター

ソングに設定された各マークの状態を表示します。マークが設定されるとそれぞれのイン
ジケーターが点灯します。また、ソングが設定されたマークのポイントを通過すると、それ
ぞれのインジケーターが点滅します。

S ..................スタートマーク（ソングの先頭位置）
1～10 ......... MARKボタンを使ってソングの任意の位置に設定した1～10のマーク番号
E ..................エンドマーク（ソングの終了位置）

O リピートインジケーター

REPEATボタン（ディスクトランスポート6）、またはA Bボタン（ディスクトランスポー
ト4）で選択したリピート機能を表示します。

REPEAT 1 ...................... ワンソングリピート
REPEAT ALL ................. オールソングリピート
REPEAT A B .................. A-Bリピート

REPEAT＋オートパンチ
インジケーターK ........... オートパンチイン／アウトのリハーサルを繰り返します。
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トップパネル接続端子

1 3 4

MIC/LINE INPUT

3

21

4 5 6 7 8
LINE INPUT

INSERT
I/O

INSERT
I/O

2

1 MIC/LINE INPUT 1、2端子

バランス型のダイナミックマイクや、バランス出力のラインレベル機器を接続します。シン
セサイザーなどのアンバランス出力もここに接続できます。この端子は、XLR端子とTRS
フォン端子のどちらでも接続できます。

2 INSERT I/O端子

外部エフェクターを接続するTRSフォン端子です。この端子にコンプレッサーやノイズゲー
トなどの外部エフェクターを接続することで、インプットチャンネル1、2の信号に対し、直
列でエフェクト処理できます。

MIC/LINE INPUT

3

21

4INSERT
I/O

INSERT
I/O

外部エフェクター（コンプレッサー、ノイズゲートなど）�

INPUT OUTPUT

3 MIC/LINE INPUT 3、4端子

シンセサイザーなどの電子楽器やアンバランス型のマイクを接続する1/4"フォン端子です。

4 LINE INPUT 5～8端子

シンセサイザーやCDプレーヤーなどのラインレベル機器を接続する1/4"フォン端子です。
リバーブなどの外部エフェクターの出力端子からエフェクト音を入力するエフェクトリ
ターン端子としても利用できます。
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リアパネル

R R R 4 2

L L L
2TR INAUX SENDAC IN

3 1
MIDI
OUT

STEREO
OUT

MONITOR
OUTPOWER

ON/    OFF

TRACK
DIRECT OUT

THRU IN1 2

7 84 5 6321

1 POWERスイッチ

MD4Sの電源のオン／オフを切り替えます。

2 AC IN端子

付属の電源ケーブルを接続する端子です。

3 AUX SEND 1、2端子

AUXコントロール（インプットチャンネル5）で調節したインプットチャンネルの信号を出
力する1/4"フォン端子です。通常は、外部エフェクターへ信号を送るエフェクトセンド端子
として利用します（42ページ）。

4 MONITOR OUT端子

MONITOR SELECTスイッチ（モニター／マスターJ）で選択したモニター信号を出力する
RCAピン端子です。オーディオ装置やアンプ内蔵モニタースピーカーに接続します。

5 STEREO OUT端子

STEREOフェーダー（モニター／マスターL）を経由したSTバスの信号を出力するRCAピン
端子です。ミックスダウン時には、この端子をマスターレコーダーに接続します。

6 2TR IN端子

ステレオソースのラインレベル機器を接続するRCAピン端子です。主に、DATなどのマス
ターレコーダーの出力端子を接続します。

7 TRACK DIRECT OUT 1～4端子

トラック1～4の信号（現在録音／再生している信号）を個別に出力するRCAピン端子です。
主に、外部の大型ミキサーの入力端子と接続し、各トラックの再生音を外部でミックスする
ときに利用します。

8 MIDI IN、OUT、THRU端子

外部MIDI機器とMIDI情報をやりとりするための端子です。

MIDI OUT端子 ............... MIDIクロックやMIDIタイムコード（MTC）を送信します。MIDI
シーケンサーやリズムマシンと同期させるときに使用します。

MIDI IN端子 ................... MTCやMMC（MIDIマシンコントロール）を受信します。外部の
MTCに対してMD4Sを同期させたり、MIDIシーケンサーから
MD4Sのトランスポートをコントロールするときに使用します。

MIDI THRU端子 ............ MIDI IN端子で受信したMIDI情報を、そのまま外部のMIDI機器へ
送信します。
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フロントパネル

1 PHONES端子

モニター用のヘッドフォンを接続する端子です。この端子から
はMONITOR OUT端子と同じ信号が出力されます。

2 PUNCH I/O端子

ヤマハFC5（オプション）を接続する端子です。再生のスタート
／ポーズ、リハーサルのスタート／ポーズ、パンチイン／アウ
トなどを足元で操作できます（詳しくは、86ページ「フットス
イッチの機能」をご参照ください）。

1 2
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MD4S の基本操作

この章では、MD4Sの基本操作として4つのトラックに個々の楽器を録音して、最後にマス
ターレコーダーへミックスダウンするまでの手順を説明します。

はじめる前に

接続例

シンセサイザー�ギター�

マイク�

ヘッドフォン�

L R

5 / 6 7 / 8

STEREO

MONITOR LEVEL

CUE

STEREO

2TR IN

CUE MIX TO STEREO

MONITOR SELECT

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

TOC WRITE

REHE REC PLAY STOP

PAUSE

IN OUT

SONG SEARCH

LAST REC SEARCH

MARK SEARCHREPEAT

AUTO
PUNCH I/O

A B

DATA CURSOR

PHONES PUNCH I/O

PITCH

EJECT

ADJUST EDIT UTILITY

CH1

BUS

CH2
REC SELECT

CH3 CH4

L R L R

PEAK HOLD DISPLAY

0 10

MIN MAX

0 10

MULTITRACK MD RECORDER

IN THRUOUT
MIDI

MIC/LINE INPUT

3

21

4 5 6 7 8
LINE INPUT

AUX SEND

INSERT
I/O

INSERT
I/O

TRACK
DIRECT OUT

STEREO
OUT

2TR IN MONITOR
OUT

1 2

1 2 3 4

EXIT

ENTER

SET

MARK

1

1

GAIN

CUE

HIGH

LINE

FLIP

MIC/
LINE

MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15

PAN

L R

AUX

1 2
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L R

AUX

1 2

PB

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

P
A
N

L
E
V
E
L

3

3

GAIN

CUE

HIGH

LINE

FLIP

MIC/
LINE

MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15

PAN

L R

AUX

1 2

PB

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

P
A
N

L
E
V
E
L

4

4

GAIN

CUE

HIGH

LINE

FLIP

MIC/
LINE

MIC

L R
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PAN
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P
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マスターレコーダー�

電源�

R R R 4 2

L L L
2TR INAUX SENDAC IN

3 1
MIDI
OUT

STEREO
OUT

MONITOR
OUTPOWER

ON/    OFF

TRACK
DIRECT OUT

THRU IN1 2

アンプ内蔵モニタースピーカー�

ギターエフェクター�
YAMAHA

VOL VOL
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電源を投入する

1. 電源コードのプラグをコンセントに差し込
んでください。

2. MD4SのリアパネルにあるPOWERスイッチ
を押してください。電源がオンになるとディ
スプレイが点灯します。

もう一度POWERスイッチを押すと、電源がオフ
になります。

ディスクを挿入する

ディスクについている誤消去防止スイッチが録
音可の状態になっていることをあらかじめご確
認ください。

1. ディスクに印刷されている矢印を奥にして、挿
入口にディスクをゆっくり入れてください。

ディスクが自動的に引き込まれます。入らない場
合は、矢印の向きをもう一度ご確認ください。

MD4Sにディスクが挿入されると、ディスクのTOC
を読んで内容を確認します。新品のディスクなら、
ディスプレイに“Blank Disc”と表示されます。すで
にソングを録音したディスクなら、ディスプレイ
にディスクタイトルを数秒間表示したあと“Total
004”のように録音されたソング数を表示します。

最初のパートの録音（ダイレクト録音）

MD4Sでは、MIC/LINE INPUT端子1～4に入力された信号を、それぞれトラック1～4に直接録
音することができます（ダイレクト録音）。トラック1に録音するときはMIC/LINE INPUT端
子1へ、トラック3に録音するときはMIC/LINE INPUT端子3へと音源を接続するだけでトラッ
クが選べますので、1パートずつ録音するときはこの方法が便利です。

ここでは、トラック1に最初の音源を録音する方法を説明します。

録音前の準備
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PUNCH I/O

A B

DATA CURSOR
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EJECT
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■ ブランクエリアを検索する
新しいソングはブランクエリアにのみ録音でき
ます。録音済みのディスクに新しいソングを録音
するときは、まずブランクエリアを検索すること
から始めます。

ソング1 ソング2 ブランクエリア�

無録音部分�

1 SONG SEARCH［ ］ボタンを何回か押し
て、ブランクエリアを検索します。

ブランクエリアが検索されると、ディスプレイに
“BLANK X”（Xの位置にはブランクエリア番号が
入ります）と表示されます。

注意：新品のディスク（または消去済みのディス
ク）はすべてがブランクエリアなので、この
操作は必要はありません。

注意：通常の録音操作ではブランクエリアは1つし
かできませんが、ソングの移動や消去の操作
を行なうと複数のブランクエリアができる
こともあります（詳しくは、70ページ「さまざ
まな編集機能」をご参照ください）。また、複
数のブランクエリアがある場合、ブランクエ
リアによっては連続して録音できる時間が
異なる場合があります（詳しくは、8ページ

「ソングとブランクエリアについて」をご参
照ください）。

ヒント：DISPLAYボタンを押して、ディスプレイ
のタイムカウンターモードをREMAIN
TIMEに設定しておけば、ブランクエリア
を検索したときに、そのブランクエリア
に録音できる時間を確認できます。

■ 録音するトラックを選ぶ

2 音源をMIC/LINE INPUT端子1に接続します。

通常は、リズムマシン、ドラム、リズムギターなど
リズムの基準となる楽器を最初に録音します。

3 インプットチャンネル1のFLIPスイッチを
“MIC/LINE（ ）”に設定します。

FLIPスイッチを“MIC/LINE（ ）”に設定すると、
MIC/LINE INPUT端子の入力信号が該当するイン
プットチャンネルに送られます。

4 REC SELECTボタン1を押します。

REC SELECTボタンは、トラックごとの録音ソー
スを選択するスイッチです。REC SELECTボタン
1を押すと、トラック1が録音可能な状態となり、
インプットチャンネル1の信号が直接トラック1
に送られます。また、トラック1のトラック録音イ
ンジケーター（DIR）が点滅します。

■ 録音レベルをチェックする
よりよい音質で録音するには、適切な録音レベル
を設定することが不可欠です。録音を行なう前
に、必ず録音レベルを調節しておきましょう。

5 RECボタンを押します。

RECインジケーターが点滅して録音ポーズの状
態になります。ディスプレイには録音するソング
番号（001）を表示し、最初の録音のときは、その隣
りに“NEW REC”と表示されます。

6 インプットチャンネル1のGAINコントロー
ルをLINE側に回しきります。

7 インプットチャンネル1のフェーダーを7と8
の間に合わせます。

8 音源を鳴らし、トラックレベルメーターを確
認しながら再度GAINコントロールを回して
録音レベルを調節します。

レベルが最大のとき、トラックレベルメーターの
－3が点灯するくらいが最適です。GAINコント
ロールをLINE側に回しきった状態でも録音レベ
ルが高いようなら、音源側の出力レベルを下げて
ください。

ヒント：PEAK HOLDボタンを押して、ピークホー
ルド機能をオンにすればレベルメーター
で最大レベル時のセグメントが点灯した
ままになります。PEAK HOLDボタンにつ
いては、14ページをご参照ください。
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■ トラックに録音する信号をモニターする

9 MONITOR SELECT CUEスイッチを押して
オンにします。

MONITOR SELECTスイッチでモニターする信号
ソースを選択します。CUEスイッチをオンにする
と、CUEバスの信号がPHONES端子やMONITOR
OUT端子へ送られ、これらの端子に接続したヘッ
ドフォンやモニタースピーカーでモニターでき
ます。

0 インプットチャンネル1のCUE LEVELコン
トロールを7と8の間まで上げてください。

インプットチャンネル1～4のCUE LEVELコント
ロールは、それぞれトラック1～4からCUEバスへ

送られる信号（録音／録音ポーズ状態のトラック
は録音ソース、再生中のトラックはトラックの再
生音）のレベルを調節します。

A モニター用のヘッドフォンやモニタース
ピーカーを聞きながら、MONITOR LEVELコ
ントロールで好みの音量に調節します。

B 必要に応じて、EQコントロールで音質を調節
します。

EQコントロールを調節すると録音レベルも変化
します。EQコントロールを設定し終わったら、必
要に応じてGAINコントロールで録音レベルを再
調節してください。

録音の本番

L R L R

5 / 6 7 / 8

STEREO

MONITOR LEVEL

CUE

STEREO

2TR IN

CUE MIX TO STEREO

MONITOR SELECT

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

REHE

PAUSE

OUT

SONG SEARCH

MARK SEARCHREPEAT

AUTO
PUNCH I/O

A B

DATA CURSOR

PHONES PUNCH I/O

PITCH

EJECT

ADJUST EDIT UTILITY

BUS

CH2
REC SELECT

CH3 CH4

PEAK HOLD DISPLAY

0 10 0 10

MIN MAX

MULTITRACK MD RECORDER

IN THRUOUT
MIDI

MIC/LINE INPUT

3

21

4 5 6 7 8
LINE INPUT

AUX SEND

INSERT
I/O

INSERT
I/O

TRACK
DIRECT OUT

STEREO
OUT

2TR IN MONITOR
OUT

1 2

EXIT

ENTER

SET

MARK

1

1

4

4

GAIN

CUE

HIGH

LINE

FLIP

MIC/
LINE

MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15

PAN

L R

AUX

1 2

PB

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

P
A
N

L
E
V
E
L

3

3

GAIN

CUE

HIGH

LINE

FLIP

MIC/
LINE

MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15

PAN

L R

AUX

1 2

PB

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

P
A
N

L
E
V
E
L

2

2

GAIN

CUE

HIGH

LINE

FLIP

MIC/
LINE

MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15

PAN

L R

AUX

1 2

PB

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

P
A
N

L
E
V
E
L

GAIN

CUE

HIGH

LINE

FLIP

MIC/
LINE

MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15

PAN

L R

AUX

1 2

PB

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

P
A
N

L
E
V
E
L

42 3

TOC WRITE

REC PLAY STOP

IN

LAST REC SEARCH

CH1

1

1 5
2
3

6

4

■ 録音を開始する

1 RECインジケーターが点滅していることを
確認してください。

点滅していないときは、RECボタンを押してくだ
さい。

2 PLAYボタンを押します。

録音が開始され、トラック1のトラック録音イン
ジケーターとRECインジケーターが点滅から点
灯に変わります。最初に録音する音源を演奏して
ください。



－取扱説明書 25

は
じ
め
る
前
に
�

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ウ
ン
�

そ
の
他
の
機
能
�

ピ
ン
ポ
ン
録
音
�

最
初
の
パ
ー
ト
�

の
録
音
�

オ
ー
バ
ー
�

ダ
ビ
ン
グ
�

基
本
操
作
�

を
終
え
て
�

上
級
テ
ク
ニ
ッ
ク
�

の
い
ろ
い
ろ
�

M
D
4S

の
�

M
ID
I機

能
�

複
数
の
チ
ャ
ン
�

ネ
ル
を
ミ
ッ
ク
ス
�

し
て
録
音
す
る
�

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ウ
ン
�

時
に
音
を
加
え
る
�

エ
フ
ェ
ク
ト
�

を
か
け
る
�

パ
ン
チ
イ
ン
�

／
ア
ウ
ト
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

ロ
ケ
ー
ト
機
能
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

再
生
機
能
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

編
集
機
能
�

付
録
�

M
D
4
S
の
基
本
操
作
�

録
音
の
上
級
テ
ク
ニ
ッ
ク
�

M
D
4
S
�

の
ご
紹
介
�

3 録音が終わったらSTOPボタンを押します。

トランスポートが停止し、トラック1のトラック
録音インジケーターが点滅に変わります。
また、ディスプレイにしばらく“Writing TOC”と表
示した後、TOC EDITインジケーターが消灯して
TOCは自動的に更新されます。

■ 録音内容を確認する

4 LAST REC SEARCH［IN］ボタンを押します。

直前に録音した開始位置にロケートします
（LAST REC SEARCHボタンについては、13ページ
をご参照ください）。初めての録音の場合は、常に

“00:00.00”の位置に戻ります。

5 PLAYボタンを押してください。

インプットチャンネル1のFLIPスイッチが“MIC/
LINE（ ）”に設定されていれば、トラック1の再生
音をそのまま（CUEバス経由で）PHONES端子や
MONITOR OUT端子からモニターできます。

録音をやり直したい場合は、LAST REC SEARCH
［IN］ボタンを押してから手順1～4を行なってく
ださい。トラックの一部のみを録音し直したい場
合は、パンチイン／アウトを利用するといいで
しょう。パンチイン／アウトについては、48ペー
ジをご参照ください。

6 トラック1 の録音に満足したら、R E C
SELECTスイッチを押します。

トラック1のトラック録音インジケーター（DIR）
が消灯します。

注意：REC SELECTスイッチを押し忘れると、次の
トラックを録音するときにトラック1が消去
されてしまいますのでご注意ください。
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「トラック録音時の信号の流れ」
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オーバーダビング

トラック1の録音が終わったところで、このトラックを再生しながら他のトラックに別の音
源をオーバーダビングしてみましょう。基本操作は、「最初のパートの録音」と同じです。
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■ 録音するトラックを選ぶ

1 音源をMIC/LINE INPUT端子2に接続します。

2 インプットチャンネル2のFLIPスイッチを
MIC/LINE（ ）に設定します。

このとき、インプットチャンネル1のFLIPスイッ
チはMIC/LINE（ ）のままにしておきます。

3 REC SELECTボタン2を押します。

トラック2のトラック録音インジケーター（DIR）
が点滅し、トラック2が録音可能な状態になりま
す。

注意：トラック1の録音インジケーター（DIR）が消
灯していることを必ず確認してください。点
滅していたらREC SELECTボタン1を押して
ください。

4 RECボタンを押して、録音ポーズの状態にし
ます。

5 トラックレベルメーターを確認しながら、イ
ンプットチャンネル2のGAINコントロール
とフェーダーを操作して録音レベルを設定
します。
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■ 録音ソースとトラックの再生音を同時に
モニターする

6 録音する音源を演奏しながら、インプット
チャンネル2のCUE LEVELコントロールを
上げます。

インプットチャンネル2のCUE LEVELコントロー
ルを使って、トラック2に録音される信号のモニ
ターレベルを調節します。ヘッドフォンやモニ
タースピーカーで確認しながら、好みのモニター
レベルに設定してください。この状態で録音を
開始すれば、トラック1の再生音と、トラック2の
録音ソースがミックスされ、CUEバス経由でモニ
ターできます。

■ 録音を開始する

7 PLAYボタンを押して録音を始めます。

録音が終わったら、STOPボタンを押してくださ
い。

■ 録音内容を確認する

8 LAST REC SEARCH［IN］ボタンを押して、ト
ラック2を録音した開始位置にロケートしま
す。

ソングの先頭から聞きたいときは、S O N G
SEARCH［ ］ボタンを押してください。

9 PLAYボタンを押して再生し、録音内容を確
認します。

0 録音内容に満足したら、REC SELECTボタン
2を押します。

トラック2のトラック録音インジケーター（DIR）
が消灯します。

同じ要領で、残りのトラック3、4もオーバーダビ
ングしてみましょう。
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ミックスダウン

4つのトラックが録音できたら、録音したトラックをステレオにミックスして、マスターレ
コーダーにミックスダウンしましょう。
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■ マスターレコーダーと接続する

1 MD4SのSTEREO OUT端子をマスターレ
コーダーの入力端子に接続します。また、マス
ターレコーダーの出力端子を2TR IN端子に
接続します。

■ 各トラックのミックスバランスを調節する

2 インプットチャンネル1～4のFLIPスイッチ
を“PB（ ）”に設定します。

FLIPスイッチを“PB（ ）”に設定すると、該当す
るトラックの再生音がインプットチャンネルに
送られ、EQコントロールで音質を補正したり、
PANコントロールで定位（左右の再生位置）を調

節できるようになります。インプットチャンネル
1～4の信号（トラックの再生音）はステレオに
ミックスされ、最終的にS T バスを経由して
STEREO OUT端子から出力します。

3 MONITOR SELECT STEREOスイッチをオ
ンにします。

モニターの信号ソースとしてSTバスが選択され
ます。これで、PHONES端子やMONITOR OUT端子
に接続したヘッドフォンやモニタースピーカー
で、STEREO OUT端子から出力されるものと同じ
信号をモニターできます。

4 STEREOフェーダーを7と8の目盛りの間に
設定します。
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5 SONG SEARCH［ ］ボタンを押してソング
の先頭位置（スタートポイント）にロケート
し、PLAYボタンを押して再生を始めます。

6 ヘッドフォンやモニタースピーカーで確認
しながら、インプットチャンネル1～4の
フェーダー、PANコントロール、EQコント
ロールを操作してミックスバランスを調節
します。

まず、PANコントロールを使って左右の定位を設
定します。次に、フェーダーを操作して各トラッ
クの音量バランスを調節します。ステレオレベル
メーターの＋12の目盛りがときどき点灯するく
らいのレベルが最適です。必要に応じてSTEREO
フェーダーを微調節してください。最後に、お好
みに応じてEQコントロールで音色を整え、必要に
応じて音量レベルを調節し直します。

■ マスターレコーダーに録音する
ミックスバランスが調節できたら、マスターレ
コーダーに録音しましょう。

7 マスターレコーダーを録音状態にして、
MD4Sをソングの先頭から再生します。

8 ミックスダウンが終わったら、MD4Sとマス
ターレコーダーを停止します。

■ マスターレコーダーの録音内容を確認する

9 MONITOR SELECT 2TR INスイッチを押し
ます。

これで、2TR IN端子に送られるマスターレコー
ダーの再生音が、PHONES端子とMONITOR OUT
端子に送られます。

0 マスターレコーダーを最初から再生して、録
音内容を確認します。

モニターレベルは、MONITOR LEVELコントロー
ルで調節します。
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「ミックスダウン時の信号の流れ」
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基本操作を終えて

ここまでの説明で、4つのパートを録音しステレオにミックスしてマスターレコーダーに
ミックスダウンする基本操作を覚えました。しかしMD4Sの機能を活用すれば、より高度な
録音方法や編集テクニックなどが利用できます。次ページ「上級テクニックのいろいろ」に
MD4Sの持つ多彩な機能を紹介していますので、自分に見あったMD4Sの使い方をリストさ
れている項目の中から見つけ、その参照ページから読み進めてもいいでしょう。
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録音の上級テクニック

この章では、MD4Sの上級テクニックとして、より高度な録音方法や編集テクニックを紹介
します。

上級テクニックのいろいろ

MD4Sには、前の章で説明した機能のほかに次にリストした機能が搭載されています。じつ
はこれら多彩な機能がMD4Sの本領で、これらをフルに活用するとMD4Sの表現力は飛躍的
に向上します。これらの上級テクニックを自分のものにして、MD4Sの世界を大きく広げて
ください。

・より多くのパートを録音したい

→ 「複数のチャンネルをミックスして録音する」......... 32ページ
→ 「ピンポン録音」.............................................................. 35ページ
→ 「ミックスダウン時に音を加える」............................. 38ページ

・エフェクトをかけて録音／ミックスダウンしたい

→ 「エフェクトをかける」.................................................. 40ページ

・ミスした部分のみ録音し直したい

→ 「パンチイン／アウト」.................................................. 48ページ

・ソングの特定の位置へ瞬時に移動したい

→ 「さまざまなロケート機能」......................................... 57ページ

・再生早送りや再生巻き戻しをしたい

・ソングを繰り返し再生したい

・ソングの再生順番をプログラムしたい

→ 「さまざまな再生機能」.................................................. 63ページ

・録音したソングを編集したい

→ 「さまざまな編集機能」.................................................. 70ページ

・ピッチを変えて録音／再生したい

→ 「その他の機能」.............................................................. 81ページ

・MIDIシーケンサーを使って録音したい

・MIDIシーケンサーからMD4Sをコントロールしたい

→ 「MD4SのMIDI機能」...................................................... 87ページ
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32 －取扱説明書

複数のチャンネルをミックスして録音する

多くのパートをまとめてひとつ、またはふたつのトラックに録音すると、トータルで4パー
ト以上のパートをMD4Sに録音することができます。例えば、ドラム・ベース・リズムギター
の3パートをふたつのトラックにステレオで録音すると、残りふたつのトラックにふたつの
パートを録音したとして全部で5パートを録音できます。

このような場合は、インプットチャンネルの信号をミックスし、STバス経由で例えば1トラッ
ク、または2トラックに録音します。

ステレオミックス�

 ドラム�

ギター�

ベース�

MD4S

ドラム＋ギター＋�
ベース�

トラック 1�

トラック 2�

トラック 3�

トラック 4

ここでは、例としてMIC/LINE INPUT端子1～4に接続した4つの音源をステレオにミックス
して、トラック1、2に録音する方法を説明します。
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1 音源をMIC/LINE INPUT端子1～4に接続しま
す。

必要ならLINE INPUT端子5、6、または7、8に接続し
たシンセサイザーなどのラインレベル機器も
ミックスできます。

2 インプットチャンネル1～4のFLIPスイッチ
を“MIC/LINE（ ）”に設定します。

3 BUSボタンを押しながら、REC SELECTボタ
ン1と2を押します。

トラック1と2のトラック録音インジケーター
（BUS/L、R）が点滅します。

FLIPスイッチを“MIC/LINE（ ）”に設定したイン
プットチャンネルの信号は、STバスに送られま
す。また、BUSボタンを押しながらREC SELECTボ
タンを押して選択したトラックは、STバスの信号
が録音ソースとして選ばれます。この場合、ト
ラック1にSTバスのLチャンネル、トラック2にST
バスのRチャンネルの信号が割り当てられます。

4 RECボタンを押します。

RECインジケーターが点滅し録音ポーズの状態
になります。

5 インプットチャンネル1～4のフェーダーと
STEREOフェーダーを7と8の目盛りの間に
設定します。

6 トラックレベルメーターを確認しながら、イ
ンプットチャンネル1～4のGAINコントロー
ル、フェーダー、STEREOフェーダーを操作
して録音レベルを設定します。また、インプッ
トチャンネル1～4のPANコントロールで各
音源の定位を調節します。

ヒント：最初に各音源を個別に鳴らしながら
GAINコントロールを調節し、次にイン
プットチャンネルのフェーダーで音量バ
ランスを調節し、最後に全体の録音レベ
ルのSTEREOフェーダーで調節するとい
いでしょう。

7 MONITOR SELECT CUEスイッチをオンに
します。

CUEバスの信号がPHONES端子とMONITOR
OUT端子に送られます。MONITOR SELECT
STEREOスイッチはオフにします。

8 インプットチャンネル1と2のCUE LEVELコ
ントロールを7と8の目盛りの間に設定しま
す。

これで、トラック1、2の録音ソース（この場合はイ
ンプットチャンネル1～4の信号）をCUEバスでモ
ニターできます。

9 インプットチャンネル1と2のCUE PANコン
トロールをそれぞれ左右に回しきります。

これで、CUEバスの信号がステレオになり、録音
ソースと同じ音像でモニターできます。

注意：この状態ではCUEバスとSTバスの信号内容
は同じです。MONITOR SELECT CUEスイッ
チとSTEREOスイッチの両方がオンになっ
ていると、PHONES端子やMONITOR OUT端
子でモニターする音の響きが不自然になり
ますのでご注意ください。

0 モニター用のヘッドフォンやモニタース
ピーカーを聞きながら、各インプットチャン
ネルの音量や定位を調節します。また、必要に
応じてEQコントロールで音質を調節します。

A PLAYボタンを押して録音を始めます。

トラック1、2のトラック録音インジケーター
（BUS）が点灯に変わります。

B 録音が終わったらSTOPボタンを押します。

TOCが自動的に更新され、トラック1、2のトラッ
ク録音インジケーター（BUS）が点滅に変わりま
す。

C LAST REC SEARCH［IN］ボタンを押して録
音の開始位置にロケートし、PLAYボタンを
押して録音内容を確認します。

録音内容に満足したらREC SELECTボタン1、2を
押してください。トラック録音インジケーター

（BUS/L、R）が消灯します。
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「複数チャンネルをミックスする場合の信号の流れ」
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ピンポン録音

すでに録音された複数のトラックをミックスし、1つまたは2つのトラックに録音すること
を“ピンポン録音”と呼びます。一度ピンポン録音した後は、元のトラックに別のパートを録
音できるので、多くのパートを録音したいときに便利なテクニックです。MD4Sは、信号をデ
ジタル処理しているため、トラックを再生しながら同じトラックに録音が行なえます。この
ため、通常のカセットMTRでは空きトラックがなければピンポン録音が行なえませんが、
MD4Sでは空きトラックがなくてもピンポン録音が行なえます。

ステレオミックス�

MD4S

ドラム＋ギター＋�
ベース＋ボーカル�

トラック 1�

トラック 2�

トラック 3�

トラック 4

ドラム�

ギター�

ベース�

ボーカル�

トラック 1�

トラック 2�

トラック 3�

トラック 4

次の図は、録音した4つのトラックをステレオにミックスし、2つのトラックへピンポン録音
しながらオーバーダビングを重ねる手順を示したものです。

A

B

C

D

トラック1�

トラック2�

トラック3�

トラック4

A（空）

B（空）

A+B+C+D
(STEREO)

E

F

A+B+C+D
(STEREO)

ピンポン録音�

L

R

オーバーダビング�
（パートE、F）� ピンポン録音�

オーバーダビング�
（パートG、H）�

ミックスダウン�
（パートA～H）�

E（空）

F（空）

A+B+C+D
+E+F

(STEREO)

G

H

A+B+C+D
+E+F

(STEREO)

L

R

注意：MD4Sはデジタル録音のため、上の図の要領でピンポン録音を繰り返してもクリ
アな音質が保たれます。ただし、MD4Sのミキサー部はアナログなので、ピンポン
録音のたびにわずかな音質劣化が生じることにご注意ください（それでもテープ
式のMTRに比べればほとんど気にならない程度です）。

ヒント：上の図のように、トラック1～4をトラック3、4へピンポン録音した場合、トラッ
ク3と4に以前録音されていた内容は消去されます。ピンポン録音を行なう前に、
ソングをコピーしてオリジナルをバックアップしておくことをお薦めします

（ソングのコピーについては、74ページをご参照ください）。
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ここでは、録音済みのトラック1～4をステレオにミックスして、トラック3、4にピンポン録
音する場合を例に挙げて説明します。

L R

5 / 6 7 / 8

MONITOR LEVEL

CUE

2TR IN

CUE MIX TO STEREO

MONITOR SELECT

REHE

PAUSE

OUT

MARK SEARCHREPEAT

AUTO
PUNCH I/O

A B

DATA CURSOR

PHONES PUNCH I/O

PITCH

EJECT

ADJUST EDIT UTILITY

CH1 CH2
REC SELECT

PEAK HOLD DISPLAY

0 10 0 10

MIN MAX

MULTITRACK MD RECORDER

IN THRUOUT
MIDI

MIC/LINE INPUT

3

21

4 5 6 7 8
LINE INPUT

AUX SEND

INSERT
I/O

INSERT
I/O

TRACK
DIRECT OUT

STEREO
OUT

2TR IN MONITOR
OUT

1 2

EXIT

ENTER

SET

MARK

1

1

4

4

GAIN

CUE

HIGH

LINE MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15
AUX

1 2

P
A
N

L
E
V
E
L

3

3

GAIN

CUE

HIGH

LINE MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15
AUX

1 2

P
A
N

L
E
V
E
L

2

2

GAIN

CUE

HIGH

LINE MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15
AUX

1 2

P
A
N

L
E
V
E
L

GAIN

CUE

HIGH

LINE MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15
AUX

1 2

P
A
N

L
E
V
E
L

1 2

STEREO

SONG SEARCH

L R

STEREO

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

TOC WRITE

REHE REC PLAY STOP

IN

LAST REC SEARCH

BUS

REC SELECT
CH3 CH4

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

FLIP

MIC/
LINE

PAN

L R

PB

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

FLIP

MIC/
LINE

PAN

L R

PB

FLIP

MIC/
LINE

PAN

L R

PB

FLIP

MIC/
LINE

PAN

L R

PB

43

A

94
7
5
8

0 6 8

1

7

3

2

9

1 インプットチャンネル1～4のFLIPスイッチ
を“PB（ ）”に設定します。

トラック1～4の再生音がインプットチャンネル
を経由してSTバスに送られます。

ヒント：LINE INPUT端子5～8を利用すれば、ト
ラック1～4にLINE INPUT端子5～8に接続
した音源を加えてピンポン録音できます。
LINE INPUT端子5～8の入力レベルは、
LEVELコントロール5/6、7/8で調節します。

2 BUSボタンを押しながら、REC SELECTボタ
ン3、4を押します。

トラック3と4の録音ソースとしてSTバスが選択
され、トラック録音インジケーター（BUS/L、R）が
点滅します。

トラック1、2のトラック録音インジケータは消灯
していることをご確認ください。

3 MONITOR SELECT STEREOスイッチをオ
ンにします。

モニターの信号ソースとしてSTバスが選ばれ、ト
ラック1～4の再生音をモニターできます。

MONITOR SELECT CUEスイッチがオフになって
いることを確認してください。

4 STEREOフェーダーを7と8の目盛りの間に
設定します。

5 SONG SEARCH［ ］ボタンを押してソング
の先頭位置にロケートします。

6 REHEボタンを押し、続いてPLAYボタンを押
してリハーサルを開始します。
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7 モニター用のヘッドフォンやモニタース
ピーカーを聞きながら、インプットチャンネ
ル1～4のフェーダーとPANコントロールを
使ってトラック1～4のミックスバランスを
調節します。必要に応じてEQコントロールで
音色を調節します。

ミックスバランスが調節し終わったら、トラック
3、4のトラックレベルメーターを確認しながら
STEREOフェーダーを微調節して録音レベルを設
定します（ピーク時に－3が点灯するくらいが最
適です）。

8 ミックスバランスと録音レベルが調節し終
わったら、SONG SEARCH［ ］ボタンを押
してソングの先頭位置にロケートし、RECボ
タンとPLAYボタンを押してピンポン録音を
開始します。

9 ピンポン録音が終わったらSTOPボタンを押
し、REC SELECTボタン3、4を押します。

0 インプットチャンネル3、4のフェーダーを7
と8の目盛りの間に設定し、PANコントロー
ルをそれぞれ左右に回しきります。また、EQ
コントロールをすべて12時の位置（フラッ
ト）に設定します。

このとき、インプットチャンネル1と2のフェー
ダーは0まで下げます。

A LAST REC SEARCH［IN］ボタンを押してピ
ンポン録音の開始位置にロケートし、
MONITOR LEVELコントロールでモニター
レベルを調節しながらトラック3、4の録音内
容を確認します。
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「ピンポン録音時の信号の流れ」
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ミックスダウン時に音を加える

MD4Sのミキサー部は、MIC/LINE INPUT端子からの入力信号とディスクの再生音を同時に
操作できるインライン構成になっています。例えば、ミックスダウン時にさらに外部からの
入力信号をミックスできます。MD4Sで完成した楽曲のイントロ部分に効果音を重ねたいと
きなどに便利です。
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マスターレコーダー�

ここでは、MIC/LINE INPUT端子1、2に接続した音源を加えてミックスダウンを行なう方法
を例に挙げて説明します。
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1 ミックスダウンの準備をします。

28ページ「ミックスダウン」を参考に各トラック
のミックスバランスを調節し、ミックスダウン直
前の状態（手順1～6まで）にします。

2 MIC/LINE INPUT端子1、2に音源を接続します。

インプットチャンネルのFLIPスイッチが“PB
（ ）”のときは、テープの再生音がSTバスへ、MIC/
LINE INPUT端子の入力信号がCUE PAN/LEVELコ
ントロールを経由してCUEバスへ送られます。こ

の場合、MIC/LINE INPUT端子1と2の入力信号は、
インプットチャンネル1と2のCUE PAN/LEVELコ
ントロールを経由してCUEバスへ送られます。

3 CUE MIX TO STEREOスイッチをオンにし
ます。

キューミックス機能がオンになりディスプレイ
のCUE MIXインジケーターが点灯します。これ
で、CUEバスの信号（MIC/LINE INPUT端子の入力
信号）がSTバスにミックスされます。
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4 インプットチャンネル1と2のCUE LEVELコ
ントロールを7と8の目盛りの間に設定して
ください。

5 PLAYボタンを押して再生します。

MONITOR SELECT STEREOスイッチがオンに
なっていれば、ヘッドフォンやモニタースピー
カーでトラックの再生音を確認できます。

6 MIC/LINE INPUT端子1、2に接続した音源を
鳴らしながら、インプットチャンネル1、2の
GAINコントロールで入力レベルを調節しま
す。

入力レベルはトラックの再生音と一緒にステレ
オレベルメーターで確認できます。GAINコント
ロールをLINE側に回しきってもレベルが大きい
ときは、CUE LEVELコントロールを下げてくださ
い。また、必要に応じてCUE PANコントロールで
定位を調節してください（ステレオソースを加え

る場合は、インプットチャンネル1、2のCUE PAN
コントロールをそれぞれ左右に回しきってくだ
さい）。

7 MIC/LINE INPUT端子1、2からの入力信号レ
ベルが調節できたらマスターレコーダーを
録音状態にし、MD4Sをソングの先頭から再
生します。

録音が終わったら、マスターレコーダーを再生し
て録音内容を確認しましょう。

ヒント：LINE INPUT端子5～8からの入力信号を
ミックスダウン時にミックスできます。
ただし、LINE INPUT端子は5/6、7/8のステ
レオペアなので、LINE INPUT端子5と7は
STバスのLチャンネル、LINE INPUT端子6
と8はSTバスのRチャンネルへ直接ミック
スされます。マイクを使いたい場合、ある
いは定位を調節したい場合は、MIC/LINE
INPUT端子をご利用ください。
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「ミックスダウン時に外部信号を加える場合の信号の流れ」
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エフェクトをかける

ここでは、トラック録音時やミックスダウン時に外部エフェクトをかける方法について説
明します。インプットチャンネルの入力信号やトラックの再生音にエフェクトをかけるに
は、INSERT I/O端子を使用する方法とAUX SEND端子を使用する方法があります。

INSERT I/O端子を使う

MD4Sのインプットチャンネル1、2には、外部エフェクトを挿入するためのINSERT I/O端子
が用意されています。この端子を利用すれば、特定のチャンネル／トラックのみにエフェク
トをかけてトラック録音やミックスダウンが行なえます。INSERT I/O端子経由でエフェク
トをかける場合、一般的には原音のダイナミクスや音色を加工するエフェクター（コンプ
レッサー、リミッター、ノイズゲート、イコライザーなど）を使用します。

特定のトラックにエフェクトをかけて録音する�

外部エフェクター�

INSERT I/O端子�

ベース�

MD4S

ベース�

トラック 1�

トラック 2�

トラック 3�

トラック 4

INSERT I/O端子はTRS（チップ、リング、スリーブ）型のフォン端子を利用しています。
INSERT I/O端子のチップ部分からインプットチャンネルの信号を外部エフェクターに送り、
外部エフェクターで加工した信号がINSERT I/O端子のリング部分を経由して、再度インプッ
トチャンネルに送り返されます。
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「INSERT I/O端子とインサートケーブルの信号の流れ」

INSERT I/O端子を使って外部エフェクトをかける場合、上の図のような特殊なインサート
ケーブルが必要になります。別売のヤマハ インサートケーブルYIC025/050/070をご用命く
ださい。インサートケーブルを使って、図のように外部エフェクターを接続してください。
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「インサートケーブルを使った外部エフェクターの接続図」

接続が済めば、後は通常のトラック録音やミックスダウンと同じように操作できます。FLIP
スイッチが“MIC/LINE（ ）”のときはMIC/LINE INPUT端子1、または2の入力信号に、FLIPス
イッチが“PB（ ）”のときはトラック1、または2の再生音にエフェクトがかかります。
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AUX SEND端子を使う

MD4SのAUX SEND端子を使えば、複数のインプットチャンネルで同じ外部エフェクターを
共有できます。例えば、複数のチャンネルをミックスして2トラックに録音するときやミッ
クスダウンを行なうときに、チャンネル（トラック）ごとに効果の深さを変えてディレイや
リバーブなどのエフェクトをかけることができます。

ステレオミックス�

トラックごとに効果の深さの異なるエフェクトをかけてミックスダウンする�

MD4S

ドラム�

ギター�

ベース�

ボーカル�

トラック 1�

トラック 2�

トラック 3�

トラック 4

マスターレコーダー�

AUX SEND端子�

外部エフェクター�

AUX SEND端子を使って外部エフェクターを使用する場合は、AUX SEND端子1、2を外部エ
フェクターの入力端子に、外部エフェクターの出力端子をLINE INPUT端子5、6、または7、8
に接続します。
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「AUX SEND端子を使った外部エフェクターの接続図」

この状態からインプットチャンネルのAUXコントロールを1側、または2側へ回せば、各イン
プットチャンネルの信号がモノラルにミックスされ、AUX SEND端子1、2端子を経由して外
部エフェクターに入力されます。また、外部エフェクターの出力信号は、LINE INPUT端子5、
6、または7、8を経由してSTバスにミックスされます。AUX SEND端子を使ってエフェクトを
かける場合、一般的には原音とエフェクト音をミックスして利用するエフェクター（ディレ
イ、リバーブ、コーラスなど）を使用します。エフェクター側ではエフェクト音のみが出力さ
れるように設定し、MD4Sのミキサー側で原音（インプットチャンネルからSTバスに送られ
る信号）とエフェクト音（LINE INPUT端子5～8を経由してSTバスに送られる信号）をミック
スして使用するのが一般的です。
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ミックスダウン時にエフェクトをかける

AUX SEND端子経由で外部エフェクターを使用する代表例として、ミックスダウン時にリ
バーブなどのエフェクターを各トラックにかける方法が挙げられます。この場合、インプッ
トチャンネルのAUXコントロールを使ってトラックごとにエフェクトの深さを調節できま
す。

L R L R

7 / 8

STEREO

MONITOR LEVEL

CUE

STEREO

2TR IN

CUE MIX TO STEREO

MONITOR SELECT

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

TOC WRITE

REHE REC STOP

PAUSE

IN OUT

LAST REC SEARCH

MARK SEARCHREPEAT

AUTO
PUNCH I/O

A B

DATA CURSOR

PHONES PUNCH I/O

PITCH

EJECT

ADJUST EDIT UTILITY

CH1

BUS

CH2
REC SELECT

CH3 CH4

PEAK HOLD DISPLAY

0 10

MIN MAX

MULTITRACK MD RECORDER

IN THRUOUT
MIDI

MIC/LINE INPUT

3

21

4 7 8
LINE INPUT

INSERT
I/O

INSERT
I/O

TRACK
DIRECT OUT

STEREO
OUT

2TR IN MONITOR
OUT

2

EXIT

ENTER

SET

MARK

1

1

4

4

GAIN

CUE

HIGH

LINE

FLIP

MIC/
LINE

MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15

PAN

L R

PB

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

P
A
N

L
E
V
E
L

3

3

GAIN

CUE

HIGH

LINE

FLIP

MIC/
LINE

MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15

PAN

L R

PB

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

P
A
N

L
E
V
E
L

2

2

GAIN

CUE

HIGH

LINE

FLIP

MIC/
LINE

MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15

PAN

L R

PB

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

P
A
N

L
E
V
E
L

GAIN

CUE

HIGH

LINE

FLIP

MIC/
LINE

MIC

L R

0 10

–15 +15
MID

–15 +15
LOW

–15 +15

PAN

L R

PB

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

P
A
N

L
E
V
E
L

1 42 3

5 / 6

PLAY

SONG SEARCH
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1 AUX SEND端子1と外部エフェクターの入力
端子を接続し、外部エフェクターの出力端子
とLINE INPUT端子5、6に接続します。また、
外部エフェクターの出力端子からはエフェ
クト音のみが出力されるように設定します。

2 ミックスダウンの準備をします。

28ページ「ミックスダウン」を参考に各トラック
のミックスバランスを調節し、ミックスダウン直
前の状態（手順1～6まで）にします。

3 PLAYボタンを押してソングを再生しなが
ら、エフェクトをかけたいインプットチャン
ネルのAUXコントロールを1側に回します。

AUX SEND端子1に接続された外部エフェクター
に、インプットチャンネル1～4の信号（トラック1
～4の再生音）が送られます。必要に応じて外部エ
フェクターの入力レベルを調節してください。

4 レベルコントロール5/6を上げます。

外部エフェクターで加工されたエフェクト音が
STバスにミックスされます。レベルコントロール
を上げるほど全体の効果が深くなります。

5 エフェクト量の調節が終わったら、SONG
SEARCH［ ］ボタンを押してソングの開始
位置にロケートしミックスダウンを開始し
ます。
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ピンポン録音時にエフェクトをかける

AUX SEND端子を使えば、ピンポン録音時にもリバーブやコーラスなどの空間系エフェク
トがかけられます。特に、2トラックにステレオでピンポン録音するときに有効なテクニッ
クです。トラック1～4の再生音にエフェクトをかけて、トラック3、4にステレオでピンポン
録音する場合を例に挙げて説明します。
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1 AUX SEND端子1を外部エフェクターの入力
端子に接続し、外部エフェクターの出力端子
をLINE INPUT端子5、6に接続します。また、
外部エフェクター側でエフェクト音のみが
出力されるように設定します。

2 BUSボタンを押しながら、REC SELECTボタ
ン3、4を押します。

トラック録音インジケーター（BUS/L、R）が点滅
します。トラック1、2のトラック録音インジケー
タが消灯していることをご確認ください。

3 MONITOR SELECT STEREOスイッチをオ
ンにします。

MONITOR SELECT CUEスイッチはオフになって
いることを確認してください。

4 STEREOフェーダーを7と8の目盛りの間に
設定します。

5 REHEボタンを押します。
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6 SONG SEARCH［ ］ボタンを押してソング
の開始位置にロケートし、PLAYボタンを押
してリハーサルを開始します。

7 モニター用のヘッドフォンやモニタース
ピーカーを聞きながら、インプットチャンネ
ル1～4のフェーダーとPANコントロールを
使ってトラック1～4のミックスバランスを
調節します。必要に応じてEQコントロールで
音色を調節します。

ミックスバランスの調節が終わったら、トラック
3、4のトラックレベルメーターを確認しながら
STEREOフェーダーを微調節して録音レベルを設
定します（ピーク時に－3が点灯するくらいが最
適です）。

8 エフェクトをかけたいインプットチャンネ
ルのAUXコントロールを1側に回します。

AUXコントロールの調節量に応じてインプット
チャンネルの信号がモノラルにミックスされ、
AUX SEND端子1を経由して外部エフェクターに
送られます。

9 レベルコントロール5/6を上げます。

外部エフェクターからのエフェクト音が、LINE
INPUT端子5、6を経由してSTバスにミックスされ
ます。

0 ミックスバランス、録音レベル、エフェクト量
の調節が終わったら、SONG SEARCH［ ］
ボタンを押してソングの開始位置にロケー
トし、RECボタンとPLAYボタンを押してピ
ンポン録音を開始します。
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モニター信号のみエフェクトをかける

MD4Sでは、ダイレクト録音とMONITOR SELECTスイッチをうまく使うことで、モニター信
号だけにエフェクトをかけて原音のみトラックに録音できます。例えば、ボーカルを録音す
るときに、リバーブをかけた歌声をボーカリストにモニターさせ、トラックにはエフェクト
なしの声を録音できます。ここでは、トラック1～3をモニターしながらトラック4にボーカ
ルを録音する場合を例に挙げて説明します。
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1 AUX SEND端子1を外部エフェクターの入力
端子に接続し、外部エフェクターの出力端子
をLINE INPUT端子5、6に接続します。また、
外部エフェクター側でエフェクト音のみ出
力されるように設定します。

2 ボーカル用マイクをMIC/LINE INPUT端子4
に接続します。

3 インプットチャンネル1～4のFLIPスイッチ
を“MIC/LINE（ ）”に設定します。

4 REC SELECTボタン4を押します。

トラック録音インジケーター（DIR 4）が点滅し、
ボーカルがトラック4へダイレクト録音されま
す。他のトラック録音インジケーターは消灯して
いることを確認してください。

5 インプットチャンネル1～4のCUE LEVELコ
ントロールを上げます。

トラック1～3の再生音とトラック4の録音ソース
（エフェクトなしのボーカル）はCUEバスでモニ
ターします。



－取扱説明書 47

は
じ
め
る
前
に
�

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ウ
ン
�

そ
の
他
の
機
能
�

ピ
ン
ポ
ン
録
音
�

最
初
の
パ
ー
ト
�

の
録
音
�

オ
ー
バ
ー
�

ダ
ビ
ン
グ
�

基
本
操
作
�

を
終
え
て
�

上
級
テ
ク
ニ
ッ
ク
�

の
い
ろ
い
ろ
�

M
D
4S

の
�

M
ID
I機

能
�

複
数
の
チ
ャ
ン
�

ネ
ル
を
ミ
ッ
ク
ス
�

し
て
録
音
す
る
�

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ウ
ン
�

時
に
音
を
加
え
る
�

エ
フ
ェ
ク
ト
�

を
か
け
る
�

パ
ン
チ
イ
ン
�

／
ア
ウ
ト
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

ロ
ケ
ー
ト
機
能
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

再
生
機
能
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

編
集
機
能
�

付
録
�

M
D
4
S
の
基
本
操
作
�

録
音
の
上
級
テ
ク
ニ
ッ
ク
�

M
D
4
S
�

の
ご
紹
介
�

6 インプットチャンネル4のAUXコントロール
を1側に回します。

ボーカルの信号が、AUX SEND端子1に接続され
たエフェクターに送られます。

7 レベルコントロール5/6を上げます。

ボーカルのエフェクト音のみがSTバスに送られ
ます。
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OUT

PHONES

CUEバス� STバス�

外部エフェクターから�

トラック1�

トラック2�

トラック3�

トラック4

外部�
エフェクターへ�

「モニター信号のみにエフェクトをかける場合の信号の流れ」

8 MONITOR SELECT CUEスイッチと
MONITOR SELECT STEREOスイッチをオ
ンにします。

これで、CUEバスの信号（トラック1～3の再生音
＋ボーカルの原音）とSTバスの信号（ボーカルの
エフェクト音）をミックスした状態でモニターで
きます。
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パンチイン／アウト

ここでは、パンチイン／アウトのテクニックについて説明します。パンチイン／アウトとは、
すでに録音したトラックの特定の部分のみを再録音する機能です。トラックの再生音を聞
きながら任意の位置で録音を開始（パンチイン）し、録り直したい部分のみを演奏してから
録音を終了（パンチアウト）することで、ミスした箇所だけ録音をやり直すことができます。

MD4Sのパンチイン／アウト機能は、RECボタンやREC SELECTボタン、オプションのフッ
トスイッチFC5を使う“マニュアルパンチイン／アウト”と、パンチイン／アウトを自動で行
なう“オートパンチイン／アウト”が利用できます。また、リハーサル機能を使うことで、ど
のパンチイン／アウトでも予行練習（リハーサル）が行なえます。

�  �  �  �  �  
�    �  �
�  �  �  �  � �

�  �  �  �  �
�    �  �
�  �  �

パンチイン� パンチアウト�ミスした箇所�

再録音�

�  �  �  �  �
�    �  �
�  �  �  � �  �

マニュアルパンチイン／アウト

ここでは、MD4SのRECボタンやREC SELECTボタン、またはオプションのフットスイッチ
FC5を使うマニュアルパンチイン／アウトにつてい説明します。

■ RECボタンを使ったパンチイン／アウト

1. 音源をMD4Sに接続します。

2. インプットチャンネル1～4のFLIPスイッチを“MIC/LINE（ ）”に設定します。

3. MONITOR SELECT CUEスイッチをオンにします。

パンチイン／アウトを行なうときは、パンチイン直前まではトラックの再生音、パンチイン
後はトラックの録音ソースをモニターする必要があります。このため、パンチイン／アウト
の時は、必ずMONITOR SELECT CUEスイッチをオンにしてCUEバスをモニターするよう
にしてください。また、MONITOR SELECT STEREOスイッチはオフにしてください。

4. パンチインしたい位置の少し手前までロケートします。

再生中にシャトルダイアルを操作することで、さまざまな速さの再生早送り（キュー）や再
生巻き戻し（レビュー）が行なえます（シャトル再生機能：63ページ）。その他のロケート方法
については、57ページ「さまざまなロケート機能」をご参照ください。

5. REC SELECTボタン、またはBUSボタン＋REC SELECTボタンを押して録音する
トラックを選択します。

該当するトラック録音インジケーターが点滅します。
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6. RECボタンを押して録音レベルを調節します。

RECインジケーターが点滅し録音ポーズの状態になります。

7. 録音レベルの調節が終わったら、STOPボタンを押して録音ポーズ状態を一旦解除
します。

8. PLAYボタンを押して再生を開始します。

9. パンチインしたい位置でRECボタンを押します。

RECインジケーターが点灯し、この直後からREC SELECTボタンで選択したトラックが録音
を開始します。このとき、録音用に選択したトラックのモニター信号が、トラックの再生音
から録音ソースに切り替わります。

ヒント：RECボタンの代わりにREHEボタンを押すと、パンチイン／アウトのリハーサル
が行なえます。この場合、録音用に選択したトラックのモニター信号は、トラッ
クの再生音から録音ソースの信号に切り替わりますが、実際には録音ソースの
信号はトラックに録音されません。パンチイン／アウトを行なうタイミングを
練習したいときや、トラックの再生音と録音ソースの音量差を確認したいとき
に便利です。

10.パンチアウトしたいポイントでPLAYボタンを押します。

RECインジケーターが消灯した直後に、録音が解除されて通常の再生状態になります。録音
用に選択したトラックのモニター信号は、トラックの再生音に戻ります。

パンチインポイント�

3
4

2
1

再生�

REC
SELECT

再生�録音�

パンチアウトポイント�

REC

TOC WRITE

STOPPLAYPLAY PLAYPLAY

■ REC SELECTボタンを使ったパンチイン／アウト

1. マニュアルパンチイン／アウトの準備をします。

48ページ「RECボタンを使ったパンチイン／アウト」の手順1.～6.を参考にマニュアルパンチ
イン／アウトの準備をします。

2. 手順1.の段階で選択した録音トラックに該当するREC SELECTボタンをもう一度
押し、トラック録音インジケーターがすべて消灯した状態にします。

3. PLAYボタンを押します。

RECインジケーターが点滅したままトラックが再生されます。この場合、録音トラックが選
ばれていないため録音は行なわれません。
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4. パンチインしたい位置で録音したいトラックのREC SELECTボタン（またはBUS
ボタンを押しながらREC SELECTボタン）を押します。

RECインジケーターが点灯に変わり、この直後からREC SELECTボタンで選択したトラック
が録音を開始します。

5. パンチアウトしたい位置でもう一度REC SELECTボタンを押します。

トラック録音インジケーターが消灯した直後に、録音が解除されて再生状態になります。

パンチインポイント�

3
4

2
1

再生�
（録音待機）�録音ポーズ�

REC
SELECT

再生�録音�

パンチアウトポイント�

REC SELECTREC

TOC WRITE

STOPPLAYPLAY PLAYPLAY
CH3

L

3

■ フットスイッチを使ったパンチイン／アウト

MD4SのフロントパネルにあるPUNCH I/O端子に別売のフットスイッチFC5を接続するこ
とで、パンチイン／アウトを足元で操作できます。プレーヤー自身がMD4Sを操作してパン
チイン／アウトを行なうときはこの方法が便利です。

フットスイッチ�

「フットスイッチの接続」

1. マニュアルパンチイン／アウトの準備をします。

48ページ「RECボタンを使ったパンチイン／アウト」の手順1.～6.を参考にマニュアルパンチ
イン／アウトの準備をします。

2. フットスイッチを押します。

RECインジケーターが点滅したままトラックの再生を開始します。

3. パンチインしたい位置でフットスイッチを押します。

RECインジケーターとトラック録音インジケーターが点灯に変わり、この直後からREC
SELECTボタンで選択したトラックが録音を開始します。

4. パンチアウトしたい位置でフットスイッチを押します。

RECインジケーターが消灯し、その直後に録音が解除されて通常の再生状態になります。
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5. もう一度フットスイッチを押すとポーズ状態になります。

STOPボタンを押すと停止状態になります。

注意：フットスイッチを使ったパンチイン／アウトではPLAYボタンは使いません。録
音ポーズ状態から誤ってPLAYボタンを押すと、その直後から録音が開始されて
しまいますのでご注意ください。

パンチインポイント�

3
4

2
1

再生�

REC
SELECT

再生�録音�

パンチアウトポイント�

ポーズ�録音ポーズ�

REC

TOC WRITE

STOP

オートパンチイン／アウト

ここでは、パンチイン／アウトを自動的に行なうオートパンチイン／アウトについて説明
します。この機能を利用すれば、フレーム単位（11.6ms）の正確さで繰り返しパンチイン／ア
ウトが行なえます。

■ オートパンチイン／アウトのポイントを設定する

オートパンチイン／アウトを始める前に、パンチインを開始する“オートパンチインポイン
ト”とパンチアウトする“オートパンチアウトポイント”を設定します。オートパンチイン／
アウトポイントは、直前に録音／リハーサルした開始位置（ラストレコードインポイント）
と終了位置（ラストレコードアウトポイント）の設定がそのまま使われます。

オートパンチイン／アウトポイントの設定は、再生／停止／ポーズのいずれの状態でも行
なえます。

1. オートパンチインしたい位置で、SETボタンを押しながらLAST REC SEARCH［IN］
ボタンを押します。

ディスプレイに“MARK IN”と表示され、その位置がオートパンチインポイントとして設定
されます。

2. オートパンチアウトしたい位置でSETボタンを押しながら、LAST REC SEARCH
［OUT］ボタンを押します。

ディスプレイに“MARK OUT”と表示され、その位置がオートパンチアウトポイントとして
設定されます。

注意：オートパンチアウトポイントをオートパンチインポイントの手前に設定すると、
オートパンチイン／アウトが行なえません。
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注意：MD4Sの電源を切ると、設定したオートパンチイン／アウトポイントは消去され
ます。

ヒント：設定したオートパンチイン／アウトのポイントは、フレーム（11.6ms）単位で微
調節できます（詳しくは、60ページ「マーク、オートパンチイン／アウトポイント
を微調節する」をご参照ください）。

■ プリロール／ポストロールタイムを設定する

プリロールタイムはパンチインポイント直前の再生時間、ポストロールタイムはパンチア
ウトポイント直後の再生時間です。MD4Sでは、工場出荷時にそれぞれ5秒に設定されていま
すが、必要に応じて変更できます。また、オートパンチインポイントからプリロール分手前
の位置を「プリロールポイント」、オートパンチアウトからポストロール分後の位置を「ポス
トロールポイント」と呼びます。

プリロールポイント�

パンチイン�
ポイント�

パンチアウト�
ポイント�

プリロールタイム� ポストロールタイム�

ポストロールポイント�

OUTIN

1. UTILITYボタンを押します。

2. ディスプレイに“PrePostRoll”と表示されるまでジョグダイアルを回し、ENTERボ
タンを押します。

3. ディスプレイに“Pre   Xsec”（Xの位置には0～9の数値が入ります）と表示している
状態で、ジョグダイアルを回し0～9秒までのプリロールの長さを設定します。

4. プリロールの設定ができたらENTERボタンを押します。

5. ディスプレイに“Post  Xsec”（Xの位置には0～9の数値が入ります）と表示している
状態で、ジョグダイアルを回し0～9秒までのポストロールの長さを設定します。

6. ポストロールの設定ができたらENTERボタンを押します。

7. もう一度UTILITYボタンを押すと通常の状態に戻ります。

注意：プリロール／ポストロールタイムの設定は、MD4Sの電源を切っても消去されま
せん。
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■ シングルテイクのオートパンチイン／アウト

オートパンチイン／アウトには、オートパンチイン／アウトを一回行なって終了する「シン
グルテイク」と、オートパンチイン／アウトを複数回行なってからベストテイクを選べる「マ
ルチテイク」の2種類があります。ここでは、シングルテイクのオートパンチイン／アウトを
説明します。

1. 音源をMD4Sに接続し、REC SELECTボタン、またはBUSボタン＋REC SELECTボ
タンを押して録音するトラックを選択します。

2. オートパンチイン／アウトポイントを設定します。

オートパンチイン／アウトポイントの設定方法については51ページをご参照ください。

3. AUTO PUNCH I/Oボタンを押します。

ディスプレイに“SINGLE TAKE”と表示されます。

4. ENTERボタンを押します。

ディスプレイのAUTO PUNCH SINGLEインジケーターが点灯し、シングルテイクオートパ
ンチイン／アウトが選択されたことを示します。
また、ディスプレイに“A.Punch Rehe”と表示され、オートパンチイン／アウトのリハーサル
ポーズ状態になります。

オートパンチイン／アウト（シングルテイク）のリハーサル

5. PLAYボタンを押し、オートパンチイン／アウトのリハーサルを開始します。

PLAYボタンを押すと、自動的にプリロールポイントにロケートして再生を開始します。オー
トパンチインポイントに到達すると、ディスプレイのINインジケーターが消灯し、モニター
信号がトラックの再生音から録音ソースに切り替わります。オートパンチアウトポイント
に到達すると、ディスプレイのOUTインジケーターが消灯し、モニター信号がトラックの再
生音に戻ります（リハーサルモードではこの間の録音は行なわれません）。オートパンチア
ウトポイントを過ぎてポストロールポイントに到達すると、自動的にプリロールポイント
にロケートし、再度オートパンチイン／アウトのリハーサルポーズ状態になります。

ヒント：ディスプレイに“A.Punch Rehe”と表示しているときは、PLAYボタンを押すだけ
でオートパンチイン／アウトのリハーサルを開始します（REHEボタンを押す必
要はありません）。

ヒント：オートパンチイン／アウトのリハーサル中にREPEATボタンを押すと、オート
パンチイン／アウトのリハーサルが自動的に繰り返されます。

オートパンチイン／アウト（シングルテイク）の本番

6. 停止、またはポーズした状態でRECボタンを押します。

RECインジケーターが点滅し、ディスプレイに“A.Pnch”と表示され、オートパンチイン／ア
ウトの録音ポーズ状態になります。

7. PLAYボタンを押しオートパンチイン／アウトの本番を開始します。

PLAYボタンを押すと、自動的にプリロールポイントにロケートして再生を開始します。オー
トパンチインポイントに到達するとディスプレイのINインジケーターが消灯し、REC
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SELECTボタンで選択したトラックの録音を開始します（パンチイン）。オートパンチアウト
ポイントに到達するとディスプレイのOUTインジケーターが消灯し、録音が解除されて再
生状態になります（パンチアウト）。ポストロールポイントに到達すると自動的にオートパ
ンチイン／アウトが解除され、プリロールポイントにロケートして再生ポーズ状態になり
ます。

8. PLAYボタンを押して録音内容を確認してください。

注意：シングルテイクのオートパンチイン／アウトでは、本番を終了すると自動的に
オートパンチイン／アウトが解除されます。もう一度オートパンチイン／アウト
を行ないたいときは、手順1.から行なってください。

ヒント：PUNCH I/O端子にオプションのフットスイッチFC5が接続されているときは、
手順4.と6.の操作をフットスイッチで行なえます。

プリロールポイント�

パンチインポイント� パンチアウトポイント�

ポストロールポイント�

再生�
（リハーサル待機）� リハーサル� 再生�

OUTIN OUT

AUTO
PUNCH I/O

ENTER

PLAYPLAY

再生�
（録音待機）� 録音� 再生�

PLAYPLAYREC

SINGLE TAKE

3
4

2
1

REC
SELECT

■ マルチテイクのオートパンチイン／アウト

マルチテイクのオートパンチイン／アウトでは、オートパンチイン／アウトの録音を複数
回行ない、後でオリジナルを含めた各テイクをまとめて試聴してからベストテイクを選択
できます。マルチテイクのオートパンチイン／アウトは、ブランクエリアに余裕がある限り、
最高99回までテイクを重ねられます。

1. 音源をMD4Sに接続し、REC SELECTボタン（またはBUSボタン＋REC SELECTボ
タン）を押して録音するトラックを選択します。

2. オートパンチイン／アウトポイントを設定します。

オートパンチイン／アウトポイントの設定方法については51ページをご参照ください。

3. AUTO PUNCH I/Oボタンを押します。

ディスプレイに“SINGLE TAKE”と表示されます。
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4. ジョグダイアルを回してディスプレイを“MULTI TAKE”に切り替えます。

5. ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“TAKE 1 Load”としばらく表示された後、AUTO PUNCH MULTIインジケー
ターが点灯して、マルチテイクのオートパンチイン／アウトが選択されたことを示します。
また、ディスプレイに“TAKE 1 Rehe”と表示され、オートパンチイン／アウトのリハーサル
ポーズ状態になります。

オートパンチイン／アウト（マルチテイク）のリハーサル

6. PLAYボタンを押しオートパンチイン／アウトのリハーサルを開始します。

シングルテイクのオートパンチイン／アウトと同じように、オートパンチイン／アウト間
で、録音用に選択したトラックのモニター信号がトラックの再生音から録音ソースに切り
替わります。実際に録音は行なわれません。

ヒント：オートパンチイン／アウトのリハーサル中にREPEATボタンを押すと、オート
パンチイン／アウトのリハーサルが自動的に繰り返されます。

オートパンチイン／アウト（マルチテイク）の本番

7. 停止、またはポーズ状態でRECボタンを押します。

RECインジケーターが点滅し、ディスプレイに“TAKE 1”と表示され最初のテイク（テイク
1）のオートパンチイン／アウトが録音ポーズ状態になります。

8. PLAYボタンを押してオートパンチイン／アウトの本番を開始します。

ポストロールポイントに到達すると自動的に停止状態になり、ディスプレイに“NEXT
TAKE”と表示されます。

次のテイクを録音する

9. ディスプレイに“NEXT TAKE”と表示した状態でENTERボタンを押します。

ディスプレイに“TAKE 2 Load”としばらく表示された後“TAKE 2”の表示に変わり、テイク
2のオートパンチイン／アウトが録音ポーズ状態になります。

注意：テイク2以降は、常にオートパンチイン／アウトの本番の状態から始まります。リ
ハーサルを行ないたいときはREHEボタンを押してください。

10.PLAYボタンを押しオートパンチイン／アウトを開始します。

ポストロールポイントに到達すると自動的に停止状態になり、ディスプレイに“NEXT
TAKE”と表示されます。テイクをさらに重ねたいときは、ENTERボタンを押せば次のテイク
の録音ポーズ状態になります。録音した各テイクを聞きたいときは、“NEXT TAKE”と表示
した状態から次の操作に移ります。
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各テイクを試聴する

11.オートパンチイン／アウトが終わってディスプレイに“NEXT TAKE”と表示された
状態から、ジョグダイアルを回し“MONI TAKE”と表示させます。

12.ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“TAKE X:MONI”（Xの位置にはテイク番号が入ります）と表示されます。

13.ジョグダイアルを回して試聴したいテイク番号を選択し、ENTERボタンを押して選
択したテイクを再生します。

ポストロールポイントに到達すると（またはSTOPボタンを押すと）停止状態になり、再度テ
イクを選択できる状態に戻ります。

また、ディスプレイに“TAKE X:MONI”と表示している状態でEXITボタンを押すと、“NEXT
TAKE”の表示に戻ります。

ヒント：ジョグを回してディスプレイに“ORIGIN:MONI”と表示させると、オリジナルを
試聴できます。

ベストテイクを決定する

14.ディスプレイに“TAKE X:MONI”と表示された状態で、ジョグダイアルを回しベス
トテイクを選択します。

このとき、“TAKE X”の表示が点滅します。

15.シャトルダイアルを右に回し“MONI”の表示を点滅させます。

16.ジョグダイアルを右に回し“TAKE X:FIX”と表示させます。

17.ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“FIX TAKE X?”と表示されます。このときEXITボタンを押すと、再度テイ
クを選択する状態に戻ります。

18.もう一度ENTERボタンを押してテイクを決定します。

テイクを決定するとディスプレイに“TAKE X FIX”としばらく表示された後、オートパンチ
イン／アウトが解除されて通常の状態に戻ります。
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さまざまなロケート機能

ここでは、さまざまなロケート機能について説明します。オートパンチイン／アウトポイン
トを微調節する方法や、マークの設定方法などもここで説明します。

ソングを検索する

ディスク上に複数のソングがある場合は、SONG SEARCH［ ］/［ ］ボタンでソングを検
索します。SONG SEARCH［ ］で現在位置より手前のソング、SONG SEARCH［ ］で次の
ソングを検索します。選択されたソングは先頭位置でポーズ状態になります。

ソングの途中で停止しているときにSONG SEARCH［ ］ボタンを押すと、ソングの先頭位
置にロケートしポーズ状態になります。ソングの再生中にSONG SEARCH［ ］ボタンを押
すと、ソングの先頭位置にロケートしてからすぐに再生を開始します。

現在位置�

ソング1 ソング2 ソング3 ソング4

注意：最後のソングを選択した状態でSONG SEARCH［ ］ボタンを押すと、ブランク
エリアを検索する状態になります（詳しくは、8ページをご参照ください）。

注意：SONG SEARCHボタンは録音中には利用できません。

時間を指定してロケートする

ジョグ／シャトルダイアルで分／秒／フレームを入力することで、ソング、またはディスク
上の任意の位置にロケートできます。また、テンポマップ（89ページ）をプログラムした場合
は、小節／拍子／クロックを入力してロケートできます。

1. STOP、またはPAUSEボタンを押してMD4Sを停止、または再生ポーズ状態にしてく
ださい。

再生中や録音中には時間を指定したロケートは行なえません。

2. DISPLAYボタンを押してタイムカウンターモードを切り替えます。

現在のソング内でロケートしたいときは、ELAPSE TIME（またはREMAIN TIME）を選択し
ます。ディスク全体でロケートしたいときは、TOTAL TIMEを選択します。また、現在のソン
グにテンポマップがプログラムされていれば、タイムカウンターを小節／拍子／クロック
の表示に切り替えられます。

3. シャトルダイアルとジョグダイアルでロケートしたい位置を設定します。

シャトルダイアルは、左右に回す角度に応じてさまざまな速さの巻き戻し／早送りが行な
えるので、ロケートしたい大まかな位置を設定するのに便利です。ジョグダイアルは、左右
に回すときのクリックごとに1フレームずつ前後するので、ロケートしたい位置を細かく設
定できます。
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4. ロケートしたい位置が設定できたらENTERボタンを押します。

指定した位置にロケートし再生ポーズ状態になります。ENTERボタンの代わりにPLAYボタ
ンを押すと、ロケート直後に再生を開始します。

ラストレコードイン／アウトポイントにロケートする

録音やリハーサルを行なうと、その開始位置と終了位置が自動的にラストレコードインポ
イントとラストレコードアウトポイントとして記憶されます。ラストレコードイン／アウ
トポイントが設定されると、ディスプレイのIN/OUTインジケーターが点灯します。

ラストレコードイン／アウトポイントが設定されていれば、LAST REC SEARCH［IN］ボタ
ンでラストレコードポイント、LAST REC SEARCH［OUT］ボタンでラストレコードアウト
ポイントにロケートして再生ポーズ状態になります。また、ラストレコードイン／アウトポ
イントにロケートすると、それぞれIN/OUTインジケーターが点滅に変わります。LAST REC
SEARCH［IN］ボタンは、直前の録音内容を確認したいときに便利です。

ラストレコードイン／アウトポイントは、オートパンチイン／アウトポイントや編集機能
の範囲を設定するポイントとしても使われます。また、これらのポイントはフレーム

（11.6ms）単位で微調節できます（詳しくは、60ページをご参照ください）。

注意：ラストレコードイン／アウトポイントはMD4Sの電源を切ると消去されます。

マークを使ってロケートする

MD4Sには、ソングの任意の位置に最大10個のマークを挿入できます。挿入したマークの位
置は、MARK SEARCH［ ］/［ ］ボタンで簡単にロケートできます。マークは、ソング内の特
定のポイントを何度もロケートしたい場合に便利です。挿入したマークの位置は、後でフ
レーム単位の微調節も行なえます。

ソングの任意の位置にマークを挿入する

1. マークを挿入したい位置でMARKボタンを押します。

マークの挿入は、MD4Sが再生／録音／ポーズ／停止のいずれの状態でも行なえます。
MARKボタンを押すと、ディスプレイに“MARK X”（Xの位置には設定したマーク番号が入
ります）としばらく表示し、その位置にマークが挿入されたことを示します。マークはソン
グの先頭から順番に番号が付けられます。また、挿入済みの2つのマークの間に新たにマー
クを挿入すると、マーク番号が入れ替わります。
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スタートマーク� マーク1 マーク2 マーク3 エンドマーク�

マークを挿入�

スタートマーク� マーク1 マーク2 マーク3 マーク4 エンドマーク�

2. TOC WRITEボタンを押してTOCを更新します。

注意：TOCを更新せずにMD4Sの電源を切ると、マークの設定が消去されるのでご注意
ください。

挿入したマークの位置にロケートする

3. MARK SEARCH［ ］/［ ］ボタンで、挿入したマークを検索してロケートします。

MARK SEARCH［ ］ボタンを押すと現在位置から手前のマークに、MARK SEARCH［ ］ボ
タンを押すと現在位置から先のマークにロケートし、再生ポーズ状態になります。マークが
挿入されていない場合は、MARK SEARCH［ ］ボタンでスタートマーク（ソングの先頭位
置）、MARK SEARCH［ ］ボタンでエンドマーク（ソングの終了位置）にロケートします。

スタートマーク� マーク1 マーク2 マーク3 エンドマーク�
現在位置�

ヒント：ディスプレイのマークインジケーターで、現在位置がどのマークの位置にある
かを表示します。挿入したマークに該当するマークインジケーターが点滅して
いるときは、現在位置がそのマークと次のマークの間にあることを示します。

スタートマーク�

マークインジケーター�

マーク1 マーク2 マーク3 エンドマーク�
現在位置�

1 2 3 ES
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マーク、オートパンチイン／アウトポイントを微調節する

ここでは、マークやオートパンチイン／アウトポイントの位置をフレーム単位で微調節す
る方法を説明します。この操作は、MD4Sが停止、または再生ポーズの状態で行えます。

1. MARK SEARCHボタン、またはLAST REC SEARCHボタンを押して、位置を調節
したいマーク、またはオートパンチイン／アウトポイントにロケートします。

2. ADJUSTボタンを押します。

手順1.でMARK SEARCHボタンを押した場合は、ディスプレイに“MARK X:ADJST”（Xの位
置には選択したマーク番号が入ります）と表示され、“MARK X”の文字が点滅します。LAST
REC SEARCHボタンを押した場合は、“IN:ADJST”（オートパンチインポイント）、または

“OUT:ADJST”（オートパンチアウトポイント）と表示します。このときジョグダイアルを回
すと、他のマークを選んだりオートパンチイン／アウトポイントに切り替えることもでき
ます。

3. ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“AdjstLoad..”としばらく表示されたあと“ADJST    0 ”の表示に変わり、操
作1.で選択したポイントの前後約1.5秒を再生します。このとき、前半の1.5秒と後半の1.5秒
の再生音に音量差がつきます。

4. PLAYボタンを押し、前後1.5秒の再生音を聞きながらジョグダイアルを回して、フ
レーム（11.6ms）単位でポイントを微調節します。

ジョグダイアルでポイントを前後に移動すると、ディスプレイに“ADJST  XXX ”（XXXの
位置には移動したフレーム量が入ります）と表示されます。

5. 必要に応じてシャトルダイアルを回し音量差の大小を反転します。

シャトルダイアルを左右に回すことで、前半1.5秒と後半1.5秒の音量差の大小が反転します。
ディスプレイに“ ”が表示されているときは、前半の1.5秒を小さい音量で、ディスプレイの
表示が“ ”が表示されているときは、後半1.5秒が小さい音量で再生します。

マーク、オートパンチイン／アウトポイント�

1.5秒�

シャトルダイアル�

ディスプレイ�

再生音量�

1.5秒� 1.5秒�1.5秒�

マーク、オートパンチイン／アウトポイント�

ヒント：シャトルダイアルを回した直後も前後1.5秒が再生されます。音量差の大小を反
転しながら交互に聞き比べることで、より正確な位置に調節できます。
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6. 調節が済んだらENTERボタンを押します。

新しいポイントが決定され、その位置にロケートします。ディスプレイは、手順2.でADJUST
ボタンを押した直後の状態に戻ります。

7. もう一度ADJUSTボタンを押すと通常の状態に戻ります。

8. TOC WRITEボタンを押してTOCを更新します。

注意：ここで扱うフレームは11.6msの精度です。MTCのフレームと混同しないようにご
注意ください。タイムディスプレイでにMTCのフレームを表示させているとき
は、調節した位置がタイムカウンターに反映されない場合もあります。

注意：この方法で微調節できる範囲は、選択したマーク（またはオートパンチイン／ア
ウトポイント）の前後約10秒間です。この範囲を越えて調節したい場合は、手順2.
～6.を繰り返えすか、微調節したいポイントを設定し直してください。また、微調
節するマーク（オートパンチイン／アウトポイント）の前後に他のマークが挿入
されている場合は、それらのマークを越えて移動させることはできません。

マーク、オートパンチイン／アウトポイントを消去する

ここでは、挿入したマークの位置やオートパンチイン／アウトポイントを消去する方法を
説明します。この操作はMD4Sが停止、または再生ポーズの状態で行えます。

1. MARK SEARCHボタン、またはLAST REC SEARCHボタンを押して、消去したい
マーク、またはオートパンチイン／アウトポイントにロケートします。

2. ADJUSTボタンを押します。

ディスプレイに“MARK X:ADJST”、または“IN:ADJST”、“OUT:ADJST”と表示し、左側の文
字（MARK X/IN/OUT）が点滅します。このときジョグダイアルを回すと、他のマークを選ん
だりオートパンチイン／アウトポイントに切り替えることもできます。

3. シャトルダイアルを右に回します。

ディスプレイの“ADJST”の文字が点滅します。

4. ジョグダイアルを右に回します。

ディスプレイの“ADJST”の文字が“CLEAR”に変わります。

5. ENTERボタンを押します。

マークを消去する場合は、ディスプレイに“CLR MARKX?”（Xの位置にはマーク番号が入り
ます）と表示します。このときEXITボタンを押すと、消去をキャンセルします。

6. もう一度ENTERボタンまたはEXITボタンを押して消去を実行します。

消去したマーク（またはオートパンチイン／アウトポイント）に対応するマークインジケー
ター（またはIN/OUTインジケーター）が消灯します。また、消去したマークに応じて、マーク
番号が入れ替わります。
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スタートマーク� マーク1 マーク2 マーク4マーク3 エンドマーク�

マーク3を消去�

スタートマーク� マーク1 マーク2 マーク3 エンドマーク�

7. ADJUSTボタンまたはEXITボタンを押して通常の状態に戻り、TOC WRITEボタン
を押してTOCを更新します。
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さまざまな再生機能

ここでは、さまざまな再生機能について説明します。

さまざまな速さの再生早送り／巻き戻し（シャトル再生機能）

再生中にシャトルダイアルを操作することで、速度を変えながら再生早送り（キュー）、また
は再生巻き戻し（レビュー）が行なえます。ソングの特定の位置を頭出ししたいときに便利
です。

1. PLAYボタンを押して再生を開始します。

2. シャトルダイアルを左右に回しキュー／レビューを行ないます。

シャトルダイアルを回す角度に応じて、キュー／レビューの速度が変化します。

シャトルダイアル�

速度�

キュー（再生早送り）�

標準の再生速度� 1/2倍速� 2倍速� 4倍速� 8倍速� 16倍速� 32倍速�

CueHALF Cue ×2 Cue ×4 Cue ×8 Cue ×16 Cue ×32ディスプレイ�

シャトルダイアル�

速度�

レビュー（再生巻き戻し）�

標準の再生速度� 2倍速� 4倍速� 8倍速� 16倍速� 32倍速�

Rev ×2 Rev ×4 Rev ×8 Rev ×16 Rev ×32ディスプレイ�

注意：標準の再生速度から即座に1/2倍速キューへと移行することはできません。シャト
ルダイアルを右に回して一旦2倍速キュー以上の設定にしてから、1/2倍速キュー
の位置までシャトルダイアルを戻してください。

3. キュー／レビューを行なっているときにENTERボタンを押すと、キュー／レビュー
がロック（固定）されます。

シャトルダイアルを離してもキュー／レビューが持続されます。PLAYボタンを押すと
キュー／レビューが解除され、その位置から通常の再生を開始します。また、キュー／レ
ビューがソングの先頭／終了位置に到達すると停止状態になります。

注意：1/2倍速キューを行なうと、1オクターブ低いピッチで再生されます（次で説明する
1/2倍速再生と同じ効果です）。ただし、それ以外の速度のキュー／レビューでは
ピッチは変化しません。
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1/2の速さで再生する（×1/2プレイ）

×1/2プレイは、ピッチを通常の半分に落としてソングを再生する機能です。
×1/2プレイを行なうと、通常より1オクターブ低いピッチで再生されます（キューハーフと
同じ効果です）。CDから録音した楽曲のフレーズをコピーするときに便利です。

注意：×1/2プレイでは、録音／リハーサルは行なえません。また、MTCやMIDIクロック
を使ったMIDIシーケンサーとの同期も利用できません。

1. UTILITYボタンを押します。

2. ディスプレイに“×1/2 Play”と表示されるまでジョグダイアルを回し、ENTERボタ
ンを押します。

ディスプレイの表示が“×1/2 OFF”に変わります。HALFインジケーターが点灯します。

3. ジョグダイアルを回して“×1/2 ON”と表示させ、ENTERボタンを押します。

×1/2プレイが有効となります。

4. ×1/2プレイ機能をオフにするときは、ジョグダイアルを回して“×1/2 OFF”と表示
させ、ENTERボタンを押します。

ソングを繰り返し再生する（ワンソングリピート／オールソング
リピート）

ワンソングリピートは1つのソング、オールソングリピートはディスク上のすべてのソング
を繰り返し再生する機能です。この機能は、MD4Sが再生／停止／ポーズのいずれの状態で
も選択できます。ただし、MIDI同期運転をすると、基本的にワンソングリピート／オールソ
ングリピートはできません。MTCマスターに設定されたMD4Sのワンソングリピートだけが
できます。

1. REPEATボタンを押してリピート機能を選択します。

ボタンを押すごとに、ワンソングリピート、オールソングリピート、リピート機能オフを順
番に切り替えます。ディスプレイのリピートインジケーターに選択したリピート機能が表
示されます。

REPEAT 1 ........... ワンソングリピート機能がオンの状態です。このとき、現在選択されてい
るソングが繰り返し再生されます。

ワンソングリピート�

繰り返し再生�

ソング1 ソング2 ソング3
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REPEAT ALL ...... オールソングリピート機能がオンの状態です。ディスク上のすべてのソ
ングが繰り返し再生されます。

オールソングリピート�

繰り返し再生�

ソング1 ソング2 ソング3

2. リピート機能をオフにするときは、リピートインジケーターが消灯するまで
REPEATボタンを繰り返し押してください。

特定の間を繰り返し再生する（A-Bリピート）

A-Bリピートは、ソングの任意の位置に設定したAポイントとBポイントを繰り返し（リピー
ト）再生する機能です。A/Bポイントは、異なるソングをまたいで設定することも可能です。
A/Bポイントの設定は、MD4Sが再生／停止／再生ポーズのいずれの状態でも行なえます。

1. リピートの開始点でA Bボタンを押します。

ディスプレイのリピートインジケーターに“REPEAT A”と表示され、リピートの開始点（A
ポイント）として設定されたことを示します。

2. リピートの終了点でもう一度A Bボタンを押します。

ディスプレイのリピートインジケーターに“REPEAT A  B”と表示され、リピートの終了点
（Bポイント）として設定されたことを示します。Bポイントを設定すると、Aポイントに自動
的にロケートし、A、B間の繰り返し再生を開始します。

3. A-Bリピート中にREPEATボタンを押すと、A-Bリピート機能がオフになります。

STOPボタンを押して停止した場合でも、A-Bリピート機能はオフになります。

注意：A-Bリピート機能をオフにすると、設定したAポイントとBポイントがリセットさ
れます。A-Bリピート再生を一時的に停止したい場合は、PAUSEボタンを使ってく
ださい。

キューリストを使って再生する

キューリストは、MARKボタンで設定したマークとマークの間を、あらかじめ設定した順番
で再生させる機能です。再生するマークの開始／終了位置、およびリピート回数を最高26ス
テップ（A～Z）まで設定できます。
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キューリストをプログラムする

1. UTILITYボタンを押します。

2. ジョグダイアルを回してディスプレイに“Cue List”と表示させ、ENTERボタンを押
します。

ディスプレイに“EDIT List”と表示されます。

3. ジョグダイアルを回して“EDIT List”、または“NEW List”の表示に切り替えます。

新しくキューリストを作成する場合は、“NEW List”を選択します。すでに設定したキューリ
ストを呼び出したいときは、“EDIT List”を選択します。

4. ENTERボタンを押してプログラムを開始します。

ディスプレイに最初のステップ（A）が表示されます。点滅している文字が現在選ばれている
パラメーターです。

リピート回数�ステップ�

開始マーク� 終了マーク�

STEP NO.

5. シャトルダイアルを使ってパラメーターを選択し、ジョグダイアルを回して設定値
を変更します。

各パラメーターの選択範囲は次の通りです。

ステップ ................ A～Z（プログラム中はa～zの小文字で表示します）
開始／終了位置 .... s、1～10、e（数字はマーク番号、sとeはそれぞれスタートマークとエンド

マークを示します）
リピート回数 ........ 0～99

ヒント：リピート回数のパラメーターが選ばれているときにシャトルダイアルを右に回
すと、次のステップに進みます。また、ステップのパラメーターが選ばれている
ときにシャトルダイアルを左に回すと、手前のステップに戻ります。

次の図のようにプログラムした場合は、スタートマーク～マーク1を2回リピート、マーク2
～3を2回リピート、マーク3～4を4回リピートという順番で再生されます。

キューリスト�

a:s—>1 n= 2
b:2—>3 n= 2
c:3—>4 n= 4
d:2—>3 n= 1
e:3—>4 n= 4
f:5—>7 n= 2
g:s—>1 n= 0
h:s—>1 n= 0
i:s—>1 n= 0
 "    "
 "    "
 "
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キューリストを再生する

6. 必要なステップをすべて設定したらENTERボタンを押します。

ディスプレイに“List PLAY?”と表示します。

7. もう一度ENTERボタンを押します。

ディスプレイに最初のステップ（A）が表示され、キューリストの再生ポーズ状態になります
（キューリスト再生ではステップをA～Zの大文字で表示します）。このときジョグダイアル
を回すと、キューリスト再生を開始するステップを変更できます。

8. PLAYボタンを押してキューリスト再生を開始します。

すべてのステップの再生が終わると、キューリスト再生を解除して停止状態になります。
キューリスト再生を途中で終了したいときは、STOPボタンを押してください。PAUSEボタ
ンを押してキューリスト再生を一時停止したときは、ジョグダイアルで他のステップを選
んでからキューリスト再生を再開することもできます。

注意：キューリスト再生では、ごくまれに、ステップとステップの間で再生がスキップ
される場合があります。

注意：キューリストのプログラム内容は、MD4Sの電源を切っても消去されません。

■ キューリストから新しいソングを作る（キューリストのコピー）

キューリストでプログラムした再生順番を、そのまま新規のソングに書き換えることがで
きます。次の図のように、1つのソングを元にして曲の長さや展開の異なるさまざまなバー
ジョンのソングが作成できます。

キューリスト�

元のソングの配列�

キューリストコピー後の新規ソング�

a: s—>1 n=2 （イントロを2度繰り返してソングをスタート）
b: 1—>2 n=2 （序奏Aを2度）
c: 2—>3 n=1 （序奏B）
d: 6—>7 n=1 （ブリッジ2）
e: 4—>5 n=1 （コーラスA）
f: 8—>9 n=1 （中間の8小節を前へ）�
g: 3—>4 n=1 （ブリッジ1）�
h: 7—>8 n=2 （コーラスBを2度繰り返し後へ）
i: 10—>e n=2 （エンディングを2度繰り返しフェードアウト）�

イントロ� 序奏A

a b c d e f g h i

序奏B 序奏BコーラスA コーラスB 中間の8小節�コーラスC エンド�

イントロ�イントロ� 序奏A 序奏A 序奏B コーラスA 中間の8小節� コーラスB コーラスB エンド�エンド�

ブリッジ�
2

ブリッジ�
1

ブリッジ�
2

ブリッジ�
1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 E10S
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1. 65ページ「キューリストをプログラムする」の手順1.～5.を参考にキューリストをプ
ログラムします。

2. ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“List PLAY?”と表示されます。

3. ジョグダイアルを回してディスプレイを“List COPY?”に切り替えます。

4. ENTERボタンを押してキューリストのコピーを実行します。

ディスプレイに“CopyTo   X”（Xの位置にはコピー先のソング番号が入ります）としばらく
表示した後で、新しいソングが作成されます。“CopyTo   X”と表示されているときにSTOP
ボタンを押すと、キューリストのコピーをキャンセルします。

キューリストのコピーが完了すると、TOCが自動的に更新され新しいソングの先頭で停止
状態になります。

ソングの再生順をプログラムする（プログラムプレイ）

プログラムプレイは、ディスク上のソングの再生順をプログラムする機能です。再生するソ
ング番号を最高36ステップまで設定できます。

1. UTILITYボタンを押します。

2. ジョグダイアルを回してディスプレイに“Prog Play”と表示させ、ENTERボタンを
押します。

ディスプレイに“EDIT Prog”と表示されます。

3. ジョグダイアルを回して“EDIT Prog”、または“NEW Prog”の表示に切り替えます。

新しくプログラムを作成する場合は、“NEW Prog”を選択します。すでに設定したプログラ
ムを呼び出したいときは、“EDIT Prog”を選択します。

4. ENTERボタンを押してプログラムを開始します。

ディスプレイにステップのパラメーターが表示されます。点滅している文字が現在選ばれ
ているパラメーターです。

ソング番号�ステップ番号�

直前のステップで�
設定したソング番号�

5. シャトルダイアルを回してパラメーターを選択し、ジョグダイアルを回して設定値
を変更します。
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各パラメーターの選択範囲は次の通りです。

ステップ番号 ........ S1～S36（プログラム中はSは小文字で表示します）
ソング番号 ............ *、ソング番号（*の文字はそのステップでソング番号が設定されていない

ことを示します）

注意：ステップ2以降には、直前のステップで設定したソング番号も表示されます。ただ
し、確認用なので変更できません。

ヒント：ソング番号のパラメーターが選択されいるときにシャトルダイアルを右に回す
と、次のステップに進みます。また、ステップのパラメーターが選択されている
ときにシャトルダイアルを左に回すと、手前のステップに戻ります。

次の図のようにプログラムした場合は、ソング1→ソング3→ソング2→ソング2という順番
で再生されます。

プログラムプレイ�

S 1: 1
S 2: 1→ 3
S 3: 3→ 2
S 4: 2→ 2
S 5: 2→ 9
S 6: 9→ 5
S 7: 5→ 1
S 8: 1→ *
S 9: *→ *
S10: *→ *
S11: *→ *
 •      •
 •      •
 •
 •

6. 必要なステップをすべて設定したらENTERボタンを押します。

ディスプレイに最初のステップ（S1）が表示され、プログラムプレイの再生ポーズ状態にな
ります（プログラムプレイではステップのSが大文字で表示されます）。このとき、SONG
SEARCHボタンを押してプログラムプレイを開始するステップを変更することもできます。

7. PLAYボタンを押してプログラムプレイを開始します。

すべてのステップの再生が終わると、停止状態になります。プログラムプレイ中にSTOPボタ
ンを押した場合でも、プログラムプレイを解除して停止します。

ヒント：プログラムプレイ中にPAUSEボタンを押した場合は一時停止になり、PLAYボ
タンでプログラムプレイが再開できます。また、一時停止中にSONG SEARCHボ
タンを押して再開するステップを変更することもできます。

注意：プログラムプレイの設定は、MD4Sの電源を切っても消去されません。
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さまざまな編集機能

ここでは、トラックとソングのさまざまな編集機能について説明します。

トラックの一部分をコピーする（パートコピー）

パートコピーは、トラックの一部分を同じトラックの別の位置、または他のトラックの任意
の位置へコピーする機能です。ソングをまたいでコピーすることも可能です。特定のフレー
ズを別の場所で流用したいときに便利です。

1. ラストレコードイン／アウトポイントを指定しコピー元の範囲を設定します。

コピー元の範囲の先頭位置にロケートし、SETボタンを押しながらLAST REC SEARCH IN
ボタンを押してラストレコードインポイント設定します。また、コピー元の範囲の終了位置
にロケートし、SETボタンを押しながらLAST REC SEARCH OUTボタンを押してラストレ
コードアウトポイント設定します。各ポイントを設定すると、ディスプレイのIN/OUTインジ
ケーターが点灯します。

ヒント：ラストレコードイン／アウトポイント（オートパンチイン／アウトポイント）
は、フレーム単位（1/86秒）で微調節できます（詳しくは、60ページ「マーク、オー
トパンチイン／アウトポイントを微調節する」をご参照ください）。

2. コピー先の位置にロケートし停止、またはポーズ状態にします。

現在停止／ポーズしている位置がコピー先の先頭位置になります。

ヒント：SONG SEARCHボタンを押して他のソングを選択した場合、選択したソングの
トラックがコピー先のトラックになります。

注意：コピー先の範囲がソングの終了位置を越えないようにしてください。また、同じ
トラックにコピーする場合は、コピー先の範囲がコピー元の範囲に重ならないよ
うにしてください。

3. EDITボタンを押します。

4. ジョグダイアルを回してディスプレイに“Part Copy”と表示させ、ENTERボタンを
押します。

ディスプレイに、コピー元のトラックとコピー先のトラックを指定するパラメーターが表
示されます。

現在選択されているパラメーターは点滅します。

コピー先のトラック番号�コピー元のトラック番号�

5. シャトルダイアルとジョグダイアルで、コピー元のトラック番号とコピー先のト
ラック番号を指定します。

トラック番号のパラメーターに“*”と表示しているときは、パートコピーが実行されません。
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6. コピー元とコピー先のトラックが設定できたらENTERボタンを押します。

ディスプレイに“COPY EXE?”と表示されます。このときEXITボタンを押すと、パートコピー
をキャンセルできます。

7. もう一度ENTERボタンを押してパートコピーを実行します。

パートコピーを実行している間はディスプレイに“COPY EXE..”と表示され、コピー先のト
ラックに該当するトラック録音インジケーター（DIR）が点灯します。このときSTOPボタン
を押せば、コピーを途中でキャンセルできます。コピーが完了すると停止状態になります。

注意：コピーを実行すると、コピー先のトラックに録音されている内容は消去されます
のでご注意ください。

コピー元トラック�

コピー先トラック�

コピー�

現在停止／ポーズしている位置�

OUTIN

トラックの一部分を消去する（パートイレース）

パートイレースは、トラックの一部分を消去する機能です。消去するトラックは複数選択で
きます。消去した範囲は無音になります。

1. 消去する範囲の先頭位置でSETボタン＋LAST REC SEARCH［IN］ボタンを押し、
終了位置でSETボタン＋LAST REC SEARCH［OUT］ボタンを押します。

ラストレコードイン／アウトポイントが設定され、その範囲が消去する範囲となります。各
ポイントを設定すると、ディスプレイのIN/OUTインジケーターが点灯します。

2. EDITボタンを押します。

3. ジョグダイアルを回してディスプレイに“Part Erase”と表示させ、ENTERボタンを
押します。

ディスプレイに、消去するトラックを指定するパラメーターが表示されます。

現在選択されているパラメーターは点滅します。

消去するトラック�

4. シャトルダイアルを回してトラックを選択し、ジョグダイアルを回してそのトラッ
クを消去するかしないかを決定します。

番号を表示しているトラック番号が消去されます（“*”で示しているトラックは消去されま
せん）。例えば、“1**4T”と設定した場合は、トラック1と4の指定された範囲が消去されます。
すべてのトラックが“*”の状態では、パートイレースは実行されません。
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5. ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Erase EXE?”と表示します。このときEXITボタンを押すと、消去をキャンセ
ルできます。

6. ENTERボタンを押してパートイレースを実行します。

消去を実行している間はディスプレイに“Erase EXE..”と表示され、消去するトラックに該
当するトラック録音インジケーター（DIR）が点灯します。パートイレースは、1分間の選択範
囲を消去するには1分間かかります。パートイレース中は消去しないトラックが再生されま
す。

注意：パートイレース中にSTOPボタンを押せば、パートイレースを中止できます。この
場合でも、パートイレースを実行してからSTOPボタンが押されるまでの間は消去
されますのでご注意ください。

パートイレース前�

パートイレース後�

パートイレース�
OUTIN

トラック全体を他のトラックへコピーする（トラックコピー）

トラックコピーは、トラック全体を他のトラックへコピーする機能です。

1. EDITボタンを押し、ジョグダイアルでディスプレイに“Track Copy”と表示させ、
ENTERボタンを押します。

ディスプレイに、コピー元のトラックとコピー先のトラックを指定するパラメーターが表
示されます。

現在選択されているパラメーターは点滅します。

コピー先のトラック番号�コピー元のトラック番号�

2. シャトルダイアルとジョグダイアルを使って、コピー元のトラック番号とコピー先
のトラック番号を指定します。

トラック番号のパラメーターに“*”が表示されているときは、トラックコピーは実行されま
せん。

3. コピー元とコピー先のトラックが設定できたらENTERボタンを押します。

ディスプレイに“COPY EXE?”と表示されます。このときEXITボタンを押すと、コピーをキャ
ンセルできます。
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4. もう一度ENTERボタンを押してトラックコピーを実行します。

トラックコピーを実行している間はディスプレイに“COPY EXE..”と表示され、コピー先の
トラックに該当するトラック録音インジケーター（DIR）が点灯します。このときSTOPボタ
ンを押せば、コピーを途中でキャンセルできます。トラックコピーが完了すると停止状態に
なります。

注意：コピーを実行すると、コピー先のトラックに録音されている内容は消去されます
のでご注意ください。

トラック全体を消去する（トラックイレース）

トラックイレースは、トラック全体を消去する機能です。消去するトラックは複数選択でき
ます。消去したトラックは無音になります。

1. EDITボタンを押し、ジョグダイアルでディスプレイに“Track Erase”と表示させ、
ENTERボタンを押します。

ディスプレイに、消去したいトラックを指定するパラメーターが表示されます。

現在選択されているパラメーターは点滅します。

消去するトラック�

2. シャトルダイアルとジョグダイアルを使って、消去するトラックを選択します。

番号を表示しているトラック番号が消去されます（“*”で示しているトラックは消去されま
せん）。例えば、“12**T”と設定した場合は、トラック1と2が消去されます。すべてのトラック
が“*”の状態ではトラックイレースは実行されません。

3. ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Erase EXE?”と表示されます。このときEXITボタンを押すと、トラックイ
レースをキャンセルできます。

4. もう一度ENTERボタンを押してトラックイレースを実行します。

トラックイレースを実行している間はディスプレイに“Erase EXE..”と表示され、消去する
トラックに該当するトラック録音インジケーター（DIR）が点灯します。トラックイレースは、
4分間のソングなら消去に4分間かかります。トラックイレース中は、消去しないトラックが
再生されます。

注意：トラックイレース中にSTOPボタンを押せば、トラックイレースを途中で中止でき
ます。この場合でも、トラックイレースを実行してからSTOPボタンが押されるま
での間は消去されますのでご注意ください。
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ソングをコピー／変換する（ソングコピー）

ソングコピーは、1つのソングをタイトル、マーク、テンポマップの情報も含めて複製する機
能です。ピンポン録音やパンチイン／アウトを行なう前に、オリジナルをバックアップして
おきたいときに便利です。また、ソングをコピーすると同時に、コピー先のソングの録音モー
ド（4TR/2TR/MONOモード）を変更したり、トラックの順番を入れ替えることもできます（録
音モードについては、7ページをご参照ください）。

1. SONG SEARCHボタンでコピー元のソングを選び、EDITボタンを押します。

2. ジョグダイアルを回してディスプレイに“Song Copy”と表示させ、ENTERボタン
を押します。

ディスプレイに“Copy   X?”（Xの位置にはコピー元のソング番号が入ります）と表示されま
す。このときジョグダイアルを回せば、他のソング番号が選べます。

3. もう一度ENTERボタンを押します。

ディスプレイに、コピー元のソングの録音モードとトラックの順番の状態が表示されます。

コピーするトラック�録音モード�

REC MODE

録音モードやトラックの順番を変更せずにソングの完全な複製を作成したい場合は、手順
7.に進んでください。

録音モードを変換する

4. ジョグダイアルを回してコピー先のソングの録音モードを選択します。

変換できる録音モードは次の通りです。

•  4T（4TRモード）
•  2T（2TRモード）
•  MO（MONOモード）

例えば、“2T:12”と設定した場合、コピー先のソングは次のようになります。

4T:1234 2T:12

コピー元のソング�

ボーカル�

ギター�

ベース�

ドラム�

4�

3�

2�

1

コピー先のソング�

ベース�

ドラム�

2�

1
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トラック順を入れ替える

5. シャトルダイアルを右に回します。

トラック順を表示する文字が点滅します。

6. シャトルダイアルを使って順番を入れ替えたいトラックを選択し、ジョグダイアル
を回してコピー元のトラック番号を指定します。

現在選択されているトラックは点滅します。ジョグダイアルで、コピー元のトラック番号（1
～4）、または“-”を選びます。“-”に設定した場合、コピー先の該当するトラックが無音となり
ます。

例えば、“4T:3421”と設定した場合、コピー先のトラックの順番は次のようになります。

4T:1234 4T:3421

コピー元のソング�

ボーカル�

ギター�

ベース�

ドラム�

4�

3�

2�

1

コピー先のソング�

ドラム�

ベース�

ボーカル�

ギター�

4�

3�

2�

1

ヒント：複数のトラックで同じトラック番号を設定することもできます。例えば、“4T:
3422”と設定した場合、コピー元のトラック2の内容がコピー先のトラック3と4
にそれぞれコピーされます。

ソングのコピーを実行する

7. 設定が済んだらENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Copy to  BX”（Xの位置にはブランクエリア番号が入ります）と表示されま
す。

8. ジョグダイアルを回してコピー先のブランクエリア番号を指定します。

9. ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Copy EXE?”と表示されます。このときEXITボタンを押すと、ソングコピー
をキャンセルできます。

10.ENTERボタンを押してソングコピーを実行します。

ディスプレイに“CopyTo   X”（Xの位置にはコピー先のソング番号が入ります）としばらく
表示され、コピーが完了するとTOCが自動的に更新されコピー先のソングが選ばれた状態
で停止します。
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ソングを消去する（ソングイレース）

ソングイレースは、1つのソング全体を消去する機能です。消去されたソングの部分はブラ
ンクエリアになります。新しくソングを録音するためにディスクスペースを増やしたい場
合などに利用します。

1. SONG SEARCHボタンで消去したいソングを選びます。

2. EDITボタンを押し、ジョグダイアルでディスプレイに“Song Erase”と表示させ、
ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Song No.  X”（Xの位置には消去するソング番号が入ります）と表示されま
す。このときジョグダイアルを回すと、他のソングを選択できます。

3. ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Erase EXE?”と表示されます。このときEXITボタンを押すと、ソングイレー
スをキャンセルできます。

4. もう一度ENTERボタンを押してソングイレースを実行します。

ディスプレイに“Erase EXE..”と表示されたあとにソングの消去を完了し、自動的にTOCが
更新されます。

ヒント：次の図のように、3つの連続したソングのうち中央のソングを消去すると、他の
ブランクエリアとは独立した新しいブランクエリアができます。この場合、新し
いブランクエリアには新規のソングが録音できるほか、手前のソングを延長録
音できます。

ソング1 ソング2 ソング3 ブランクエリア1

ソング1 ブランクエリア2 ソング2 ブランクエリア1

ソング2を消去�

注意：ソングを消去すると、後続のソングはすべてソング番号が更新されます。

ソングを2つに分割する（ソング分割）

ソング分割は、1つのソングを2つに分割する機能です。分割されたソングは、それぞれプロ
グラムプレイ（68ページ）を使って再生順を並べ替えることもできます。

1. 分割したい位置にロケートします。

2. EDITボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“Song Divide”と表示
させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Divide EXE?”と表示されます。このときEXITボタンを押すと、ソング分割
をキャンセルできます。
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3. もう一度ENTERボタンを押してソング分割を実行します。

ソング分割を完了すると、TOCが自動的に更新されます。

分割する前のソングにマークが設定されている場合、分割する位置より手前にあるマーク
はそのまま元のソングに残り、分割する位置より後のマークは番号が更新されて新しいソ
ングのマークとなります。

分割前のソング1

分割後のソング1

分割ポイント�

ソング2

1 2 3 4 ES

1 ES

1 2 3 ES

注意：ソングを分割すると、後続のソングはすべてソング番号が更新されます。例えば、
ソング1を分割すると、分割する位置の前半がソング1、後半がソング2となり、以
前のソング2はソング3へと番号が変わります。

分割したソング同士を結合する（ソング結合）

ソング結合は、ソング分割機能で分割した隣どうしのソングを1つのソングに結合する機能
です。

注意：新規に録音したソングどうしは結合できませんのでご注意ください。

1. EDITボタンを押し、ジョグダイアルを回して“Song Combn”と表示させ、ENTERボ
タンを押します。

ディスプレイに、結合する2つのソング番号が表示されます。

結合するソング番号�

2. ジョグダイアルを回して結合するソングを選びます。

ソング3とソング4を結合させるときは、“Cmbn  3+  4”を選択します。“Cmbn  *+  *”と表示
されているときは、ソング結合は実行できません。
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3. ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Cmbn EXE?”と表示されます。このときEXITボタンを押すと、ソング結合
をキャンセルできます。

4. もう一度ENTERボタンを押してソング結合を実行します。

ソング結合を完了するとTOCが自動的に更新されます。

結合する2つのソングにマークが設定されている場合、結合後のソングにもマークの位置が
そのまま反映されます（マーク番号は自動的に更新されます）。ただし、結合ポイントが新し
いマークとして挿入されるので、結合後のマークの数は2つのソングに含まれるマークの合
計数＋1になります。

結合後のソング1

結合前のソング1

結合ポイント�

結合前のソング2

1 ES

1 2 3 ES

1 2 4 53 ES

注意：結合される位置に挿入されるマークを含め、すべてのマーク数が合計11個以上あ
る場合、10個目以降のマークは呼び出せなくなります。ただし、10個目以降のマー
クの位置は記憶されていますので、最初の10個のマークのうちいずれかを消去す
れば、呼び出せなくなったマークが復帰します。マークを消去する方法について
は、61ページをご参照ください。

注意：ソングを結合すると、後続のソング番号が自動更新されます。ソング1とソング2
を結合するとソング1になり、以前のソング3はソング2へと番号が変わります。

ソングを移動する（ソングムーブ）

ソングムーブは、1つのソングをブランクエリアに移動する機能です。録音済みのソングを
延長録音したり、ブランクエリアを整理する場合などに利用します。

1. SONG SEARCHボタンを押して移動したいソングを選びます。

2. EDITボタンを押し、ジョグダイアルを回して“Song Move”と表示させ、ENTERボタ
ンを押します。

ディスプレイに“Move    X?”（Xの位置には移動するソング番号が入ります）と表示されま
す。このときジョグダイアルを回すと、他のソングを選択できます。
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3. ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Move to  BX”（Xの位置には移動先のブランクエリア番号が入ります）と表
示されます。

4. ジョグダイアルを回して移動先のブランクエリアを選択します。

注意：移動するソングの長さより短いブランクエリアは選択できません。

5. ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Move EXE?”と表示されます。このときEXITボタンを押すと、ソングムーブ
をキャンセルできます。

6. もう一度ENTERボタンを押してソングムーブを実行します。

ディスプレイに“MoveTo   BX”（Xの位置には移動先のブランクエリア番号が入ります）と
しばらく表示されたあとソングムーブが完了し、TOCが自動的に更新されます。

ヒント：既存のソングを延長して録音したい場合、そのソングの後方にブランクエリア
がなければなりません。下の図のように、通常の録音方法でソング1を録音した
後にソング2を録音すると、ソング1の後方はブランクエリアがなくなるため、ソ
ング1の延長録音はできません。このような場合、ソング1をブランクエリア1に
移動することでソング1を延長録音できます。

ヒント：ソングムーブを行う前に、ソングやブランクエリアの配置を知るためにディス
ク情報を確認しておくとよいでしょう。詳しくは、83ページをご参照ください。

ソング1 ソング2 ブランクエリア1

ソング1をブランクエリア1に移動�

ソング1の録音を延長できる�

ブランクエリア2 ソング1ソング2 ブランクエリア1

ブランクエリア2 ソング1ソング2 ブランクエリア1

ソングを移動した場合、ディスク上の配置が変化するだけでソング番号は入れ替わりません。

ソングの順番を入れ替える（ソングリナンバー）

ソングリナンバーは、ソング番号をディスク上のソングの並び順につけ直す機能です。ソン
グムーブを利用した後に、ソングの番号をソングの並び順に合わせたいときに利用します。

ヒント：混乱を避けるため、ソングリナンバーを実行する前にソングに名前を付けるこ
とをお薦めします。詳しくは、82ページ「ディスクとソングにタイトルをつける」
をご参照ください。
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1. EDITボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“Song Renum”と表示
させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Renum EXE?”と表示されます。このときEXITボタンを押すと、ソングリナ
ンバーをキャンセルできます。

2. ENTERボタンを押してソングリナンバーを実行します。

ソングリナンバーを完了するとTOCが自動的に更新されます。

注意：MD4SやヤマハMD4、MD8以外のMDレコーダーでは、ソングのデータをディスク
上の複数のエリアに分割して記録するものがあります。そのようなソングでは、
ソングリナンバーが利用できません。

ソング1 ソング5ソング3 ソング4

ソング1 ソング3ソング2

ソングの�
リナンバー前�

ソングの�
リナンバー後�

ソング2

ソング4 ソング5

は
じ
め
る
前
に
�

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ウ
ン
�

そ
の
他
の
機
能
�

ピ
ン
ポ
ン
録
音
�

最
初
の
パ
ー
ト
�

の
録
音
�

オ
ー
バ
ー
�

ダ
ビ
ン
グ
�

基
本
操
作
�

を
終
え
て
�

上
級
テ
ク
ニ
ッ
ク
�

の
い
ろ
い
ろ
�

M
D
4S

の
�

M
ID
I機

能
�

複
数
の
チ
ャ
ン
�

ネ
ル
を
ミ
ッ
ク
ス
�

し
て
録
音
す
る
�

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ウ
ン
�

時
に
音
を
加
え
る
�

エ
フ
ェ
ク
ト
�

を
か
け
る
�

パ
ン
チ
イ
ン
�

／
ア
ウ
ト
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

ロ
ケ
ー
ト
機
能
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

再
生
機
能
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

編
集
機
能
�

付
録
�

M
D
4
S
の
基
本
操
作
�

録
音
の
上
級
テ
ク
ニ
ッ
ク
�

M
D
4
S
�

の
ご
紹
介
�



－取扱説明書 81

その他の機能

ここでは、その他の機能について説明します。

録音／再生ピッチを調節する（ピッチ機能）

ピッチ機能は、録音／再生時のピッチを調節する機能です。チューニングの困難なアコース
ティックピアノを、録音済みの楽器とチューニングを合わせて録音したい場合などに便利
です。

ピッチ機能は、MD4Sが録音／再生／停止／ポーズのいずれの状態でも利用できます。

ピッチ機能のオン／オフを切り替える

1. PITCHボタンを押します。

ディスプレイにピッチ機能の設定が表示されます。工場出荷時では、ディスプレイに“FIX
+00.00%”と表示されます。

VARI（可変）ピッチの変化量�FIX（固定）�

2. シャトルダイアルを回してピッチ機能のオン（VARI）／オフ（FIX）を選択します。

FIX（固定）............. ディスプレイの“FIX”の文字が点滅し、ピッチインジケーターのFIXが点
灯します。このとき、ピッチ機能はオフの状態で通常のピッチに固定され
ます。

VARI（可変）.......... ディスプレイの“+00.00%”の文字が点滅し、ピッチインジケーターの
VARIが点灯します。このとき、ピッチ機能がオンになります。

ピッチを調節する

3. VARI（可変）を選択した状態でジョグダイアルを回し、ピッチの変化量を調節します。

“－10.10%”～“+10.11%”の幅でピッチを調節できます。ピッチを下げるほど録音／再生速度
が遅くなり、ピッチを上げるほど録音／再生速度が速くなります。

注意：“+00.00%”の設定では、FIXを選択したときと同じ動作になります。

4. ピッチ機能の設定が済んだら、ENTERボタンを押して通常の状態に戻ります。

注意：VARI（可変）で調節したピッチの変化量は、MD4Sの電源を切ってもリセットされ
ません。ただし、一旦電源を切って再投入すると、自動的にFIX（固定）の設定にな
ります。

注意：ピッチ機能を使って録音したら、次の録音を行なう前に必ずFIX（固定）に戻して
おきましょう。特に、新しいソングを録音するときは、まずピッチインジケーター
の状態を確認しましょう。
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ディスクとソングにタイトルをつける

ディスクと、それに含まれるすべてのソングに最高127文字までのタイトルがつけられます。
ディスクやソングを識別するのに便利です。

ディスクにタイトルをつける

1. EDITボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“Disc Name”と表示さ
せ、ENTERボタンを押します。

ディスクにタイトルがついていない場合は、ディスプレイに“No Title”と点滅表示されます。

2. シャトルダイアルで文字の入力位置を決め、ジョグダイアルで文字を選択します。

点滅している文字（または“■”のキャラクター）が入力位置を示します。利用できる文字は
次の通りです。

（　はスペース）�

文字間にスペースを入れることも可能です。

3. 設定が済んだらもう一度EDITボタンを押して通常の状態に戻ります。

4. TOC WRITEボタンを押してTOCを更新します。

注意：タイトルのついたディスクをMD4Sに挿入すると、ディスプレイにしばらくタイ
トルを表示されます。

ソングにタイトルをつける

1. SONG SEARCHボタンでタイトルをつけるソングを選択します。

2. EDITボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“Song Name”と表示
させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに、選択したソング番号とソングタイトルが表示されます。タイトルがついて
いない場合は、“No Name”と点滅表示されます。このときジョグダイアルを回すと、他のソ
ング番号を選択できます。

3. シャトルダイアルを右に回します。

ソングタイトルを入力できる状態になります。

4. シャトルダイアルで文字の入力位置を決め、ジョグダイアルで文字を選択します。

点滅している文字（または“■”のキャラクター）が入力位置を示します。利用できる文字は
上の表と同じです。

5. 設定が済んだらもう一度EDITボタンを押して通常の状態に戻ります。
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6. TOC WRITEボタンを押してTOCを更新します。

注意：SONG SEARCHボタンでタイトルのついたソングを選ぶと、ディスプレイのソン
グ番号の隣りにソングタイトルが表示されます。ただし、表示するソングタイト
ルは最初の7文字までです。

ディスクを消去する（ディスクイレース）

ディスクイレースは、ディスク上のすべてのソングを消去する機能です。ディスクイレース
を実行すると、すべてがブランクエリアになります。コンピューターのデータ記録用に使用
したMD DATAをMD4Sで利用したいときは、必ず最初にディスクイレースを行なってくだ
さい。

1. EDITボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“Disc Erase”と表示さ
せ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Erase EXE?”と表示されます。このときEXITボタンを押すと、ディスクイ
レースをキャンセルできます。

2. もう一度ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Really?”と確認用のメッセージが表示されます。このときEXITボタンを押
すと、ディスクイレースをキャンセルできます。

3. もう一度ENTERボタンを押してディスクイレースを実行します。

ディスクイレースを完了すると、TOCが自動的に更新されます。ディスプレイには、“Blank
Disc”と表示されます。

ディスク情報を確認する

ディスク情報を確認することで、ディスク上のソングとブランクエリアの位置関係を知る
ことができます。例えば、ソングの延長録音を行なうためにソングとブランクエリアの並び
順を確認したい場合に便利です。

1. UTILITYボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“Disc Info”と表示
させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに、ソングとブランクエリアの並び順が表示されます。数字はソング番号、頭
に“B”の文字がついた数字はブランクエリア番号を示します。

ソング1 ブランクエリア2 ソング3 ソング2 ブランクエリア1

例えば、ソングの移動を実行して、ディスク上のソングとブランクエリアの配置が上の図の
ようになっている場合、ディスプレイには最初の2ブロックを“1→B2→”のように表示しま
す。
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2. ジョグダイアルを回して並び順の全体を確認します。

ジョグダイアルを右に回していくと、ディスプレイが“1→B2→”、“→B2→3”、“→3→2”、“→
2→B1”のように切り替わります。

3. もう一度UTILITYボタンを押すと通常の状態に戻ります。

注意：MD4SやヤマハMD4、MD8以外のMDレコーダーでは、ソングのデータをディスク
上の複数のエリアに分割して記録するものがあります。MD4Sでこのようなソン
グを含むディスクのディスク情報を確認すると、分割されたソングに“#”の文字
が表示されます。“#”の表示されたソングは、MD4Sでは直接編集できません。ただ
し、ソングコピー機能（74ページ）を使ってそのソングをコピーすれば、コピー先
のソングがMD4Sで編集できるようになります。

録音モードを変更する

MD4Sは、用途に応じて4TRモード／2TRモード／MONOモードの3種類の録音モードが選択
できます。2TRモードやMONOモードを選択すると、録音できるトラック数が減る代わりに
録音時間が長くなるため、ディスクスペースを効率よく利用できます。どのモードを利用し
ても、音質に変化はありません。

録音モード 使用トラック  録音可能時間（分） MD DATA MiniDisc

4TR（4トラック録音） 1、2、3、4 37 ○ ×

2TR（2トラック録音） 1、2 74 ○ ○

MONO（モノラル録音） 1 148 ○ ○

注意：録音モードは新しい録音を行なう前に設定してください。録音済みのソングの録
音モードは後で変更できません。ソングごとに録音モードを変えて録音すること
も可能です。

1. SONG SEARCHボタン［ ］を押してブランクエリアを選択します。

ディスプレイに“BLANK X”（Xの位置にはブランクエリア番号が入ります）と表示します。

2. UTILITYボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“REC MODE”と表
示させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに現在の録音モードが表示されます。

3. ディスプレイで確認しながら、ジョグダイアルを使って録音モードを選びます。

4TR MODE .......... 4TRモード
2TR MODE .......... 2TRモード
MONO MODE .... MONOモード

注意：2TRモードを選択した場合、トラック1、2にのみ録音できます。MONOモードを選
択した場合は、トラック1にのみ録音できます。

4. ENTERボタンを押して録音モードを決定します。
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5. もう一度UTILITYボタンを押すと通常の状態に戻ります。

注意：ヤマハMD8で録音した8TRモードのソングは、MD4Sで再生できません。ただし、
MD8側で4TR/2TR/MONOモードに変換したソングならMD4Sで再生できます。

注意：録音モードの設定は、電源を切ってもリセットされません。録音できるタイプの
MiniDiscをMD4Sに挿入すると自動的に2TRモードに切り替わりますので、その後
MD DATAを挿入して4トラック録音するときは、録音モードを4TRに設定し直し
てください。

ディスプレイの明るさを調節する

ディスプレイの明るさを5段階で調節します。

1. UTILITYボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“Disp Dimmer”と
表示させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Dimmer X”（Xの位置には1～5の数値が入ります）と表示します。工場出荷
時では、5に設定されています。

2. ジョグダイアルを回して明るさを調節します。

設定範囲は1～5で、数値が大きいほど明るくなります。

3. ENTERボタンを押してディスプレイの明るさを決定します。

4. UTILITYボタンまたはEXITボタンを押すと通常の状態に戻ります。

ヒント：この設定内容はMD4Sの電源を切っても保存されます。

フレーム表示の種類を選択する

ディスプレイカウンターのフレーム表示を86フレーム／秒（MiniDisc/MD DATAのオーディ
オフレーム）か、30フレーム／秒（MTCフレーム）のいずれかに選択できます。

1. UTILITYボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“Frame Disp”と表
示させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“XX Frame”（Xの位置には86、または30が入ります）と表示します。

2. ジョグダイアルを回して“86”、または“30”を選択します。

“86”に設定した場合、タイムカウンターのフレームの位置に“FRAMES”のインジケーター
が点灯します。“30”に設定した場合は、“MTC FRAMES”のインジケーターが点灯します。

3. ENTERボタンを押してフレームの種類を決定します。

4. UTILITYボタンまたはEXITボタンを押して通常の状態に戻ります。

ヒント：この設定内容はMD4Sの電源を切っても保存されます。
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フットスイッチの機能

PUNCH I/O端子にオプションのフットスイッチFC5を接続している場合、パンチイン／アウ
トの操作だけでなく、さまざまなトランスポートをフットスイッチで操作できます。フット
スイッチを押したときのMD4Sの動作は次の通りです。

●点灯　✹ 点滅　―消灯

踏む前のモード

インジケーター

REHE REC PLAY

停止 ― ― ―

再生 ― ― ●

再生ポーズ ― ― ✹

キュー／レビュー ― ― ●

録音ポーズ ― ✹ ―

リハーサルポーズ ✹ ― ―

再生（録音待機） ― ✹ ●

再生（リハーサル待機） ✹ ― ●

録音 ― ● ●

リハーサル ● ― ●

新規録音ポーズ ― ✹ ―

新規録音 ― ● ●

オートパンチ録音
― ✹ ―

スタンバイ

オートパンチリハーサル
✹ ― ―

スタンバイ

踏んだ後のモード

インジケーター

REHE REC PLAY

再生 ― ― ●

再生ポーズ1 ― ― ✹

再生 ― ― ●

再生 ― ― ●

再生（録音待機） ― ✹ ●

再生（リハーサル待機） ✹ ― ●

録音2 ― ● ●

リハーサル2 ● ― ●

再生 ― ― ●

再生 ― ― ●

新規録音 ― ● ●

停止3 ― ― ―

オートパンチ録音
― ✹ ●

待機4

オートパンチリハーサル
✹ ― ●

待機4

1. PAUSEボタンの動作
2. REC SELECTボタンを押した場合のみ有効
3. STOPボタンの動作
4. プリロールポイントまでロケートしてから、オートパンチイン／アウトを開始します。

注意：ヤマハFC5では、フットスイッチのペダルを押した直後に動作が始まります。その
他のフットスイッチでは、動作が異なる場合がありますので注意してください。
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MD4SのMIDI機能

MD4Sは、ボーカル、ギター、その他のアコースティック楽器を録音するのに最適ですが、
MIDI機能を利用することでMIDIシーケンサーやもう一台のMD4Sと同期させたり、外部
MIDI機器からMD4Sのトランスポートをコントロールすることができます。ここでは、MD4S
のMIDI機能について説明します。

MD4SとMIDIシーケンサーを同期させる

MD4Sでは、“MTC”、または“MIDIクロック”のいずれかの同期信号を選択してMIDI OUT端
子から出力できます。これらの同期信号をMIDIシーケンサーに送信すれば、MD4SにMIDI
シーケンサーが追従しお互いが同期走行します。この場合、MD4SがMIDI同期システムのマ
スター、MIDIシーケンサーがスレーブになります。

■ MD4SとMIDIシステムの接続例

MD4SとMIDIシーケンサーの同期システムにはさまざまな使用方法が考えられますが、ボー
カルやギターなどのアコースティックサウンドをMD4Sに録音し、それ以外のパートはMIDI
シーケンサーからMIDI音源を演奏するのが一般的です。この場合、MIDI音源の音をモニター
しながらMD4Sにボーカルやギターを録音し、ミックスダウン時にMD4Sの再生音とMIDI音
源の音をミックスします（38ページをご参照ください）。
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注意：MD4Sから送信されたMIDIタイムコードをMIDIシーケンサーに入力するときは、
なるべくMTC専用入力端子、または独立したMIDI入力端子をご使用ください。演
奏用のMIDIデータとMTCをミックスしてMIDIシーケンサーのMIDI入力端子に
入力すると、同期が乱れる場合があります。

ヒント：MMC（MIDIマシンコントロール）に対応しているMIDIシーケンサーを使えば、
MMCをMD4Sに受信させることで、MD4Sの主要なトランスポートをMIDIシー
ケンサー側からコントロールできます。この場合でも、MIDI同期システムのマ
スターはMD4Sであることに変わりはありませんが、MIDIシーケンサー側から
録音（パンチイン／アウトを含む）や再生、小節を指定したロケート操作が行な
えるので便利です。MD4SにMMCを受信させる方法については、95ページ

「MD4SをMMCでコントロールする」をご参照ください。

MTCとMIDIクロックについて

MTCおよびMIDIクロックとは、いずれもMIDI機器同士を同期させるためのMIDI情報です。

MTCは、フレーム（1/30秒）ごとに絶対時刻を表わす位置情報を送信します。MD4Sのソング
を“5分10秒”の位置から走行させれば、MIDIシーケンサーも同じ“5分10秒”の位置から同期
して走行します。MIDIシーケンサー側は受信した時間軸に合わせて走行するだけなので、
シーケンスソングのテンポが変化しても同期に影響はありません。コンピューターベース
の高機能MIDIシーケンサーならほとんどがMTCに対応しています。

MIDIクロックは、テンポに応じたクロック信号を送信します。つまり、MD4Sで設定したテン
ポ情報（テンポマップ）に従ってMIDIシーケンサーが同期走行することになります。MD4Sに
テンポマップを設定すると、タイムディスプレイがMIDIシーケンサーと同じように小節／
拍子／クロックと表示させることができます。この場合、MD4Sのソングを“10小節目”から
走行させれば、MIDIシーケンサーも同じ“10小節目”から同期して走行します。MTCに対応し
ていないMIDIシーケンサーやMIDIリズムマシンと同期する場合は、MIDIクロックを利用し
てください。

注意：MIDIクロックを使う場合、スレーブ側がMIDIソングポジションポインターに対
応していなければ、ソングの途中から同期させることはできません。この場合、常
にソングの先頭位置から同期を開始する必要があります。

MTCを使った同期

■ MD4SのMIDI OUT端子からMTCを送信させる

MIDIシンク機能で、MIDI OUT端子からMTCを送信するように設定します。

1. UTILITYボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“MIDI Sync”と表
示させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに、現在のMIDIシンク機能の状態が表示されます。MIDIシンク機能がオフな
ら、ディスプレイに“Sync OFF”と表示されます。
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2. ジョグダイアルを回して、ディスプレイに“MTC MASTER”と表示させます。

ディスプレイのMIDIインジケーターに“MTC SYNC MASTER”と点灯します。これで、MD4S
の走行時にMIDI OUT端子からMTCが送信されます。

3. もう一度UTILITYボタンを押すと通常の状態に戻ります。

■ MIDIシーケンサーの設定

MTCを使う場合は、MIDIシーケンサー側で受信したMTCに対して同期するように設定しま
す。この場合、フレームレイトは30フレーム／秒に設定してください。設定方法については、
MIDIシーケンサーの取り扱い説明書をご参照ください。

MIDIクロックを使った同期

■ MD4SのMIDI OUT端子からMIDIクロックを送信させる

MIDIシンク機能で、MIDI OUT端子からMIDIクロックを送信するように設定します。

1. UTILITYボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“MIDI Sync”を表
示させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに、現在のMIDIシンク機能の状態が表示されます。MIDIシンク機能がオフな
らディスプレイに“Sync OFF”と表示されます。

2. ジョグダイアルを回して、ディスプレイに“MIDI CLOCK”と表示させます。

ディスプレイのMIDIインジケーターにMIDICLKと点灯します。

3. もう一度UTILITYボタンを押すと通常の状態に戻ります。

■ テンポマップをプログラムする

MD4Sのソングに、テンポや拍子情報をプログラムします。ソングごとにテンポ情報と拍子
情報をそれぞれ26ステップ（A～Z）プログラムできるので、ソングの途中でテンポや拍子を
変更することができます。

テンポマップのプログラムを始める前に、108ページのテンポマップ表にテンポや拍子が変
わる小節をメモしておくと便利です。

1. EDITボタンを押し、ジョグダイアルを回して“Song Tempo”と表示させ、ENTERボ
タンを押します。

ディスプレイに“Meter Setup”、または“Tempo Setup”と表示されます。

2. ジョグダイアルを回して拍子情報を設定するときは“Meter”、テンポ情報を設定す
るときは“Tempo”とディスプレイに表示させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに“Edit Meter”、または“Edit Tempo”と表示されます。

3. ジョグダイアルを回して、既存のテンポマップをエディットするときは“Edit”、新規に
テンポマップをプログラムするときは“New”と表示させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに、1小節目のステップAを表示されます。このとき、ステップを示す“A”の文字
が点滅しています。
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拍子�ステップ� 小節�

拍子（Meter）情報を設定する場合�

小節／拍�ステップ� テンポ�

テンポ（Tempo）情報を設定する場合� STEP NO.

STEP NO.

4. シャトルダイアルを右に回して拍子／テンポのパラメーターを選び、ジョグダイア
ルを回して拍子、またはテンポを設定します。

ステップAでは小節位置は指定できません。設定範囲は次の通りです。

拍子 ........................ 1～99/2、4、8、16
テンポ .................... �＝20～300

5. ENTERボタンを押します。

ステップを表示する文字（A）が点滅します。

6. ジョグダイアルを右に回して、次のステップ（B）を選びます。

7. シャトルダイアルでテンポマップを挿入する小節と拍子／テンポのパラメーター
を選択し、ジョグダイアルで数値を設定します。

ステップA以外では、小節位置を“000”と設定すると、そのステップに設定されていたテンポ
マップが削除されます。

• 5小節目から3/4拍子に設定する場合は、“B 005  3/4”と設定します。

• 10小節／3拍目から“�＝90”に設定する場合は、“B010-3 � 090”と設定します。

• 既存のステップ“B012-3 � 110”を削除する場合は、“B000-0 � 110”と設定します。

8. ENTERボタンを押します。

これで、ステップBの拍子情報が挿入（小節位置で“000”を設定したときは削除）されます。

9. 手順6.～8.を繰り返してテンポマップの設定を続けます。

10.もう一度EDITボタンを押すと通常の状態に戻ります。

11.TOC WRITEボタンを押してTOCを更新します。

既存のテンポマップをエディットするときは、TOCを更新する必要はありません。

注意：テンポマップはソングごとに保存されます。ソングを選択すると、そのソングで
設定したテンポマップを自動的に読み込みます。ただしテンポマップにプログラ
ムしたステップ数に応じて、ディスクに保存できるテンポマップの数が限られて
いますのでご注意ください。テンポマップを更新するときにディスプレイに“Save
Warn!”と表示された場合は、テンポマップ用に用意されているディスクのメモ
リーを使い切ったことを示します。
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注意：テンポマップはMD DATAディスクにのみ保存できます。MiniDiscには保存でき
ませんのでご注意ください。

ヒント：新しいステップの小節位置を既存のステップで設定した小節位置より手前に設
定すると、後続のステップが自動的に並び替えられます。また、既存のステップ
の小節位置を000に設定して削除した場合も、後続のステップが自動的に並び替
えられます。

ソング�

削除（　　　　　　 ）�

挿入�

C 008 3/4

A 001 4/4 B 016 5/4

ソング�

A 001 4/4 B 016 5/4

ソング�

A 001 4/4 B 008 3/4 C 016 5/4

ソング�

A 001 4/4 B 008 3/4

B 008 3/4

C 016 5/4

■ MIDIシーケンサーの設定

MIDIクロックを使う場合は、MIDIシーケンサー側で受信したMIDIクロックに対して同期する
ように設定します。設定方法については、MIDIシーケンサーの取扱説明書をご参照ください。

2台のMD4Sを同期させる

MD4Sは、外部からのMTCを受信して同期させることもできます。例えば、MD4Sが2台あれ
ば一方のMD4SからMTCを送信し、もう一方のMD4SでそのMTCを受信させることで、2台の
MD4Sをあたかも1台の8トラックMTRのように利用できます。この場合、MTCを送信する側
がMTCマスター、MTCを受信する側がMTCスレーブとなり、MTCマスターのMD4Sを走行さ
せると、MTCスレーブのMD4SがMTCマスターに追従して同期走行します。この場合、MTC
スレーブのMD4SのSTEREO OUT端子をMTCマスターのMD4SのLINE INPUT端子5、6に接
続すれば、お互いのSTバスの信号をMTCマスターのMD4S側でミックスできます。
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2台のMD4Sの接続方法は次の通りです。
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MTCマスター�

MIDI �
OUT MIDI IN STEREO OUT

MTC

MTCスレーブ�

MTC SYNC
MASTER

MTC SYNC
 SLAVE

ヒント：MTCのマスター機は、MD4SだけでなくヤマハMD8やMD4も利用できます。

■ MTCスレーブのMD4Sを設定する

1. UTILITYボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“MIDI Sync”と表
示させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに現在のMIDIシンク機能の状態を表示します。

2. ジョグダイアルを回してディスプレイに“MTC SLAVE”と表示させます。

マスター側のMD4Sは“MTC MASTER”と表示させます。

3. もう一度UTILITYボタンを押すと通常の状態に戻ります。

注意：MTCスレーブとして利用するMD4Sは、次に挙げるボタンや機能が利用できませ
んのでご注意ください。

・ MARK SERCHボタン ・ LAST REC SERCHボタン ・ PITCHボタン
・ ADJUSTボタン ・ PAUSEボタン ・ 時間を指定したロケート
・ シャトル再生機能 ・ リピート機能 ・ オートパンチイン／アウト
・ フットスイッチを使ったパンチイン／アウト ・ MMCの受信 ・ ×1/2プレイ機能

■ スレーブのMD4Sを同期録音させる

MTCスレーブのMD4S側をあらかじめ録音ポーズ状態にしておけば、録音開始やポーズ操作
をMTCマスター側のMD4Sから行なえます。

1. スレーブのMD4Sで、REC SELECTボタンまたはBUSボタン＋REC SELECTボタ
ンを押して録音トラックを選択します。

2. スレーブのMD4SでRECボタンを押します。

スレーブのMD4Sが録音ポーズ状態になります。RECボタンの代わりにREHEボタンを押す
と、リハーサルポーズ状態になります。

注意：スレーブのMD4Sが録音／リハーサルポーズ状態のとき、EDIT、UTILITY、SONG
SEARCHボタンが利用できません。
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3. マスターのMD4Sの走行（再生／録音／リハーサル）を開始します。

スレーブのMD4SがMTCを受信し、マスターの走行位置に合わせて同期録音／リハーサルを
開始します。

4. マスターのMD4SでSTOPボタンを押すと、スレーブのMD4Sも停止します。

ヒント：スレーブのMD4Sでマニュアルパンチイン／アウトを行なうことも可能です。こ
の場合は、手順2でRECボタンの代わりにPLAYボタンを押し、MTCマスターの
MD4Sを走行させます。後はパンチインしたい位置でスレーブ側のRECボタン、
パンチアウトしたい位置で同じくスレーブ側のPLAYボタンを押してください。

注意：MTCスレーブのMD4Sは、MTCを受信してから同期走行が安定するまで若干時間
がかかります。MTCスレーブのMD4Sで録音を行なう場合は、録音を開始する10秒
程度手前の位置からマスター側の走行（再生／録音／リハーサル）を開始してく
ださい。

注意：MTCマスターのMD4Sでピッチ機能をオンにするとMTCスレーブのMD4Sが正確
に同期できない場合があります。MTCマスターはできるだけピッチ機能をオフに
してください。

注意：MTCスレーブのMD4Sで新規ソングを初めて録音する場合、MTCマスターの
MD4Sは必ずソングの先頭（“000:00:00”の位置）から走行を開始させてください。

注意：MTCスレーブのMD4Sが受信できるMTCのフレームレイトは30フレーム／秒で
す。MD4S以外の機器をMTCマスターとして利用する場合は、フレームレイトを30
フレーム／秒に設定してください。

注意：MIDIシーケンサーなどMD4S以外のMTCマスターに同期させる場合は、MTCマス
ター側では必ずMTC専用出力端子、または独立したMIDI出力端子からMTCを出
力させてください。MTCに演奏用のMIDI情報が混在していると、MTCスレーブの
MD4Sが正確に同期しない場合があります。

■ スレーブのMD4Sを同期再生させる

MTCスレーブのMD4Sをあらかじめ再生ポーズ状態にしておけば、再生開始やポーズ操作を
MTCマスター側のMD4Sから行なえます。

1. スレーブのMD4SでPLAYボタンを押します。

スレーブのMD4Sが再生ポーズ状態になります。

2. マスターのMD4Sの走行（再生／録音／リハーサル）を開始します。

スレーブのMD4SがMTCを受信し、マスターのMD4Sに同期して再生を開始します。

3. マスターのMD4SでSTOPボタンを押すと、スレーブのMD4Sは再生ポーズ状態に戻
ります。

この状態でマスターのMD4Sを走行させると、スレーブのMD4Sはマスターの走行位置に追
従して同期再生を再開します。
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受信したMTCにオフセット（時間差）をつけて同期させる

MD4SをMTCスレーブとして利用する場合、外部から受信したMTCの時間軸に対して任意
の時間だけオフセット（時間差）をつけて同期させることができます。

注意：このオフセットはMTCスレーブのMD4Sに対してのみ有効です。MTCマスターの
MD4Sにオフセットを設定しても、MTCマスターから送信されるMTCには影響し
ません。

1. MTCスレーブのMD4Sが録音／再生／リハーサルポーズ状態になっている場合は、
STOPボタンを押して解除します。

2. スレーブ側のUTILITYボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“MTC
Offset”と表示させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに現在のオフセット値が時間／分／秒／フレーム単位で表示されます。工場
出荷時では“00:00:00.00”と表示されます。

フレーム�秒�分�時間�

3. シャトルダイアルで時間／分／秒／フレームのパラメーターを選択し、ジョグダイ
アルで数値を設定します。

“00:00:00.00”～“23:59:59.29”の範囲でオフセット値を設定できます。

例えばオフセット値を“00:01:00.00”と設定した場合、MTCマスターの“00:01:00.00”の位置
を、MTCスレーブのMD4Sは“00:00:00.00”（ディスプレイでは“000:00.00”）と見なして同期し
ます。

オフセット値を“23:59:00.00”に設定した場合、MTCマスターの“23:59:00.00”の位置を、MTC
スレーブのMD4Sは“00:00:00.00”（ディスプレイでは“000:00.00”）と見なし、さらにMTCマス
ターの“00:00:00.00”の位置を、MTCスレーブのMD4Sは“00:01:00.00”（ディスプレイでは

“001:00.00”）と見なして同期します。

MTCマスター�

MTCスレーブ�

00:01:00.00 （MTC）�

00:00:00.00 （MD4Sディスプレイ）�

オフセットを“　　　　　　　”に設定した場合�

MTCマスター�

MTCスレーブ�

00:00:00.00 （MTC）�

001:00.00（MD4Sディスプレイ）�

23:59:00.00 （MTC）�

000:00.00（MD4Sディスプレイ）�

00:01:00.00

オフセットを“　　　　　　　”に設定した場合�23:59:00.00

4. もう一度UTILITYボタンを押すと通常の状態に戻ります。
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MD4SをMMCでコントロールする

MMC（MIDIマシンコントロール）は、オーディオ／ビデオレコーダーなどのトランスポート
操作を外部のMIDI機器からコントロールするためのMIDI情報です。MD4SはMMCを受信す
ることができるため、MMCに対応したMIDIシーケンサーなどからMD4Sのトランスポート
を操作できます。この場合、MMCを送信する機器がMMCマスター、MMCを受信する機器が
MMCスレーブとなります。

MD4Sが対応しているMMCメッセージは次の通りです。

機能 MMC # MD4Sの動作

停止 コマンド01
録音、リハーサル、再生中などにこのコマンド
を受信すると、その操作が停止します。

再生 コマンド02、03
このメッセージを受信すると再生が始まります。録
音やリハーサル中に受信すると操作を停止しま
す。

早送り コマンド04
次のソングにスキップします。録音やリハーサル中
に受信すると操作を停止します。

巻戻し コマンド05
前のソングにスキップします。録音やリハーサル中
に受信すると操作を停止します。

録音ストローブ コマンド06
停止状態で受信すると録音が始まります。再生中
に受信するとパンチイン操作を行ないます。ポー
ズ状態の時は無視されます。

録音終了 コマンド07 録音モードをオフにします。

ポーズ コマンド09
ポーズ状態になります。録音、リハーサル中は停
止します。

MMCリセット コマンド0D
MMC情報を初期設定（電源をオンにした時の
状態）にリセットします。

書き込み コマンド40
指定した情報フィールドへデータの書き込み
をします。

ロケート コマンド44
指定したタイムコードの位置をロケートしま
す。

録音モード 情報フィールド4C REHEとRECとの間で切り替わります。

トラック録音待機 情報フィールド4F
「録音ストローブ」で録音するトラックを選択
します。

■ MMC受信のオン／オフを切り替える

MD4SがMMCを受信するかどうかを設定します。

1. UTILITYボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“MMC Receive”と
表示させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに現在のMMC受信の状態を表示します。工場出荷時はオフで“MMC Rx OFF”
と表示されます。

2. ジョグダイアルを回して“ON”と“OFF”を切り替えます。

“ON”に設定するとMMCを受信できる状態になります。
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3. ENTERボタンを押して、設定内容を確定します。

4. UTILITYボタンまたはEXITボタンを押すと通常の状態に戻ります。

これでMD4SがMMCスレーブとなり、外部のMMCに対して動作するようになります。

ヒント：この設定内容はMD4Sの電源を切っても保存されます。

■ MMCデバイスIDを設定する

MMCはすべてに共通化したコマンドなので、MMCスレーブ機器が複数あっても1つのコマ
ンドですべてのMMCスレーブ機器が動作します。しかし、録音トラックを設定するときな
ど、場合によっては特定のMMCスレーブ機器に対してのみコントロールしたいこともあり
ます。このような場合は、MMCのデバイスIDを切り替えることで、MMCマスターが特定の
MMCスレーブ機器のみコントロールできます。

1. UTILITYボタンを押し、ジョグダイアルを回してディスプレイに“MMC Dev ID”と
表示させ、ENTERボタンを押します。

ディスプレイに現在設定されているデバイスIDを表示します。工場出荷時はデバイスID＝
1に設定されており、ディスプレイに“DEV ID   1”と表示されます。

2. ジョグダイアルでデバイスID（1～127）を選択します。

3. ENTERボタンを押して、設定内容を確定します。

4. UTILITYボタンまたはEXITボタンを押すと通常の状態に戻ります。

注意：MMCマスターの機器は、ここで設定したIDに対してMMCを送るように設定して
ください。

ヒント：この設定内容はMD4Sの電源を切っても保存されます。
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付録

Q&A

ここでは、MD4SとMD DATAに関して予想されるご質問にお答えします。

Q1： MiniDiscとMD DATAはどこが違うの？
A： MiniDiscは、音楽などの音声信号を録音するために開発されたものです。これに対しMD DATAは、コ

ンピューターのデータを記録する用途に開発されました。MD DATAは、デジタルカメラなどの画像
データを含むさまざまなデータを記録しますが、さらにモノ、ステレオ、4、8チャンネルのサウンドデー
タの記録にも利用できます。これが、MD4SでMD DATAを採用した理由です。なお、MiniDiscとMD
DATAとではカートリッジの形状が異なります。

Q2： MD4Sで普通のMiniDiscは使えるの？
A： はい、モノラルと2トラックまでの録音／再生が可能です。MiniDiscに録音した曲は、MDプレーヤーで

再生できます。

Q3： ヤマハMD8やMD4とのディスクの互換性は？
A： ヤマハMD4で録音したディスクは、すべてMD4Sで利用できます。

ヤマハMD8で録音したディスクは、MD8側で4TRモードに変換すればMD4Sで利用できます。

Q4： MD DATAを普通のMDプレーヤーにいれたら、どうなるの？
A： ディスクが認識されません。MDプレーヤーではMD DATAを再生できないからです。

Q5： MD DATAはどのくらいの期間使えるの？
A： ディスクが物理的な損傷を受けない限り、半永久的に使用できます。100万回録音再生を繰り返しても

信号が劣化することはありません。

Q6： MD4SでMD DATAを使う前にフォーマットしなくていいの？
A： フォーマット操作は不要です。MD4Sは、新品のMD DATAをそのまま使用できます。ただし、コン

ピューターの記録メディアとして一度使用したものは、ディスクイレース機能を使ってデータを消去
する必要があります。

Q7： どのくらいの時間録音できるの？
A： 録音モードによって変わります。4トラック（4TR）モードでは37分、ステレオ（2TR）モードでは74分、モ

ノ（MONO）モードでは148分の録音が可能です。

Q8： カウンターに表示されるフレームって何なの？
A： フレームは、MD DATAのフォーマットの一部で11.6msが単位になります。86フレームが1秒間に相当

します（数フレームに1度87が出ることがあります）。フレームディスプレイ機能を使って、86フレーム
／秒（MiniDisc）と30フレーム／秒（MTC）のどちらかを選びます。

Q9： ピンポン録音は音質に影響するの？
A： いいえ。デジタル録音技術のおかげで、原理的にはピンポンしても音質には影響ありません。ただし、

ミキサー部はアナログですから、ピンポン録音時にごくわずかの劣化が生じることにご注意ください。
それでも、テープ式のアナログレコーダーに比べればほとんど気にならない程度です。

Q10： MIDIタイムコード（MTC）を記録するのに1トラックをつぶさなければいけないの？
A： いいえ。MD4Sは、ディスクの内部同期信号を基準にしてMTC（MIDIタイムコード）やMIDIクロックを

生成できます。このため、MIDIシステムと同期走行させる場合でも、4トラックすべてに録音できます。

Q11： 1枚のMD DATAに何曲のソングが入れられるの？
A： 最高254曲です。

Q12： ヘッドのクリーニングは必要ないの？
A： 必要ありません。
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故障かな？と思ったときは

MD4Sがうまく操作できない場合、思った通りに動作しない場合は、次の表から該当する症
状を探して、該当する対処方法を試してみてください。

症　状 対処方法

電源ケーブルが適切なコンセントに
しっかりと接続され、MD4Sのリアパネ
ルにあるAC IN端子に差し込まれている
かを確認してください。

MD4SのPOWERスイッチがオンの位置
になっているかを確認してください。

上記の操作を行なってもMD4Sの電源が
入らない場合は、お買上げ販売店にご相
談ください。

MONITOR LEVELコントロールが上
がっていて、FLIPスイッチとMONITOR
SELECTスイッチが適切に設定されて
いるかを確認してください。FLIPスイッ
チが“MIC/LINE（ ）”のときは、該当す
るインプットチャンネルのフェーダー
とS T E R E O フェーダーを上げ、
MONITOR SELECT STEREOスイッチ
をオンにしてください。FLIPスイッチが
“PB（ ）”のときは、該当するインプッ
トチャンネルのCUE LEVELコントロー
ルとS T E R E O フェーダーを上げ、
MONITOR SELECT CUEスイッチをオ
ンにしてください。

Min iD i s cを使っていませんか？MD
DATAをご使用ください。

録音モードが4TRモードに設定されて
いるかを確認してください。

ディスクの誤消去防止スイッチが録音
可の位置になっているかを確認してく
ださい。

×1/2プレイ機能がオンになっていない
かを確認してください。

REC SELECTボタン、またはBUSボタン
＋REC SELECTボタンを押して、トラッ
クが録音可能になっていることを確認
してください。

録音したい信号が該当するトラックの録
音ソースとして選択されているかどうか
を確認してください。信号が実際にト
ラックに送られているかどうかは、CUE
LEVELコントロールで確認できます。

空きディスクに最初に録音するとき、ま
たはブランクエリアに録音するには、リ
ハーサル機能は使えません。まず何か録
音してからリハーサル機能を使用して
ください。

症　状 対処方法

REC SELECTボタン、またはBUSボタン
＋REC SELECTボタンを押して、録音し
たいトラックが録音可能になっている
ことを確認してください。次に、RECボ
タン、またはREHEボタンを押して、録音
ポーズ、またはリハーサルポーズ状態に
なっていることを確認してください。

録音するトラックが選択されているか
を確認してください。

オートパンチイン／アウトポイントが
設定されていることを確認してくださ
い。設定されていればIN、OUTポイント
インジケーターがそれぞれ点灯します。

オートパンチアウトポイントがオート
パンチインポイントとより手前に設定
されていないか確認してください。

MD4SやヤマハMD8/MD4以外のMDレ
コーダーでエディットされたソングは、
MD4Sでパンチインやピンポン録音でき
ない場合があります。ソングコピー機能
でソングをコピーし、コピー先のソング
でパンチイン／アウトやピンポン録音
を行なってください。

MD4SやヤマハMD8/MD4以外のMDレ
コーダーで録音されたソングの場合、ソ
ングにコピープロテクト（SCMS）がか
かっている場合があります。この場合、
パンチインやピンポン録音が行なえま
せん。

ピッチ機能がVARIに設定されていない
かを確認してください。

1/2プレイ機能がオンになっていないか
を確認してください。

ラストレコードイン／アウトポイントが
設定されていることを確認してくださ
い。設定されていればIN、OUTポイントイ
ンジケーターがそれぞれ点灯します。

ラストレコードアウトポイントがラスト
レコードインポイントとより手前に設定
されていないかを確認してください。

AUXコントロールを1、または2に回し、
チャンネルフェーダーを上げてくださ
い。AUX SEND端子へ送られる信号はポ
ストフェーダーなので、チャンネル
フェーダーを上げないとAUX SEND端
子にも信号が送られません。

MD4Sの電源が入ら
ない。

接続した音源が聞こ
えない。

4トラック録音がで
きない。

録音できない。

リハーサルができな
い。

レベルメーターに信
号のレベルが表示さ
れない。

オートパンチイン／
アウトが使えない。

パンチイン／アウト
やピンポン録音が使
えない。

再生時のピッチがお
かしい。

パートコピーやパー
トイレースが使えな
い。

インプットチャンネ
ルの信号がA U X
SEND端子から出力
しない。
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症　状 対処方法

キューリスト内のすべてのステップで
リピート回数が0（n=0）になっていない
かを確認してください。

キューリスト内の範囲設定の順序が正
しいかどうかを確認してください。

キューリストで存在しないマークを選
んでいないかを確認してください。

お使いのMIDIシーケンサーがMTCや
MIDIクロックに対応しているかを確認
してください。

MIDIシーケンサーが外部のMTCやMIDI
クロックに同期するように設定されて
いるかを確認してください。

MIDIクロックを利用するときはMD4S
にテンポマップが設定されていること
を確認してください。
（DISPLAYボタンを押して小節／拍子表
示されない場合はテンポマップが設定
されていません）

MD4SのMIDI OUT端子からMTCやMIDI
クロックを送信するように設定されて
いるかを確認してください。MTCを送信
するときはMTC SYNC MASTERのイン
ジケーター、MIDIクロックを送信すると
きはMIDICLKインジケーターが点灯し
ます。

×1/2プレイがオンになっていないかを
確認してください。×1/2プレイがオンの
ときは同期できません。

A-Bリピートなどのリピート機能を利用
している場合、MD4Sのロケート速度が
速いため、リピート時にMIDIシーケン
サーが同期するまで時間がかかる場合
があります。

キューリストを再生
できない。

MIDIシーケンサー
がMD4Sと同期しな
い。
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エラーメッセージ一覧

メッセージ 意　　味

Adjust Stop STOPボタンが押されたため、アジャス
ト機能が中止されました。

BLANK xx MD4Sは現在ブランクトップの位置に
あります。

Blank Disc このディスクは空です。

Can't Combn ソング分割機能によって分割されたソ
ングではないため、MD4Sはこの2つの
ソングを結合できません。あるいは、
MD4Sではこのタイプのソングはエ
ディットできません。

Can't Copy ソングにコピープロテクトがかかって
いるためコピーはできません。

Can't Rec MD4Sはこのタイプのソングに録音で
きないため、このソングに上書き録音す
ることはできません。

Can't Rehe MD4Sはこのモードでの録音に対応し
ていないため、ソングの上書き録音のリ
ハーサルは行なえません。

CLK OFF! プログラムプレイ機能またはキューリ
スト機能を選んだので、MIDIクロック
は自動的にオフになりました。

Copy Stop STOPボタンが押されたため、ソングコ
ピー、トラックコピー、パートコピー、
キューリストコピー機能が中止されま
した。

Disc Err xx 録音中ディスクに損傷部が見つかりま
した。ディスクを交換してください。

Disc FULL ディスクがいっぱいです。NEXT TAKE
にしてもブランクエリアがありません。
これ以上データを記録することはでき
ません。

Erase Stop STOPボタンが押されたため、トラック
イレース、パートイレース機能が中止さ
れました。

Erase Warn! このソングは他のレコーダーで書き込
み保護がオンになっています。ENTER
を押して消去するかEXITを押してキャ
ンセルしてください。

Error xx 重大なエラーが起きました。お買い上げ
店または、ヤマハサービス拠点へご相談
ください。

IN/OUT Err IN/OUTポイントが不適切なため、オー
トパンチイン／アウト機能が利用でき
ません。

InvalidSong このソングはMD4Sとは互換性がない
ため、再生できません。

List Error キューリストが無効です。

メッセージ 意　　味

MARK Failed すでにこのソングには10個のマークが
含まれているため、これ以上マークを挿
入することはできません。あるいは、既
存のマークの位置にマークを挿入しよ
うとしています。

Move Stop STOPボタンが押されたため、ソング
ムーブ機能が中止されました。

MTC OFF! プログラムプレイまたはキューリスト
機能が選択されたため、MTCが自動的
にオフになりました。

No Blank これ以上録音するための空き領域はあ
りません。

No Disc ディスクが挿入されていません。

PNCH Abort STOPボタンが押されたため、オフライ
ンパンチイン／アウト機能が中止され
ました。

Protected ディスク上のライトプロテクトタブが
書き込み禁止の位置にあるため、録音で
きません。

Reading TOC MD4SがディスクのTOCを読み取って
います。

Reload Disc ディスクを再度挿入してください。

Save Warn ! データ領域がいっぱいでテンポマップ
の一部しか保存できません。

UTOC FULL UTOCがいっぱいです。ソングコピーを
行いましたが、UTOCがいっぱいで曲名
の一部もしくはテンポマップの一部し
かコピーできませんでした。

Writing TOC MD4SはディスクにTOCを書き込んで
います。
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MD4Sのトランスポート部の各モード

●点灯　✹ 点滅　―消灯

モード
インジケーター

MD4Sの動作状態
REHE REC PLAY

停止 ― ― ― ディスク部が動作停止中。

再生 ― ― ● 通常の再生中。

再生ポーズ ― ― ✹ 再生を一時停止中。

キュー ― ― ● 1/2倍速または2、4、8、16、32倍速で高速再生中。

レビュー ― ― ● 2倍速または4、8、16、32倍速で高速巻き戻し再生中。

録音ポーズ ― ✹ ― 録音を一時停止中。

録音 ― ● ● 録音中。

リハーサルポーズ ✹ ― ― リハーサルを一時停止中。

リハーサル ● ― ● リハーサル中。

新規録音 ― ● ● 新規ソングを録音中。

新規録音ポーズ ― ✹ ― 新規ソングの録音を一時停止中。

オートパンチ録音スタンバイ ― ✹ ―
オートパンチイン／アウト機能がオンになり、オートパン
チ録音の待機中。

再生（録音待機） ― ✹ ●
オートパンチイン／アウトが開始され、プリロールポイン
トとパンチインポイントの間を再生中。

オートパンチリハーサル
✹ ― ―

オートパンチイン／アウト機能がオンになり、オートパン
スタンバイ チリハーサルの待機中。

再生（リハーサル待機） ✹ ― ●
オートパンチリハーサルが開始され、プリロールポイント
とパンチインポイントの間を再生中。
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仕様

レコーダー部
サンプリング周波数：44.1kHz 圧縮方式：ATRAC

デジタル／オーディオ
周波数特性：20Hz～20kHz, ＋1dB, －3dB
全高調波歪率：0.02%以下（1kHz）
SN比：96dB typ.

4トラック同時録音再生（録音時間：37分）

4トラック同時再生ダビング

オート＆マニュアルパンチイン／アウト（タイミングの精度：11.6ms）
録音／再生 4トラック／ステレオ／モノラル録音再生

（録音時間：4トラック37分／ステレオ74分／モノラル148分）

ポイントA-B, 1ソング, 全ソングのリピート再生

ピッチ可変（±10%）

ロケート
各ソングのスタート／エンドポイント 時間指定によるマニュアルロケート

1ソングにつき10ロケートポイント ラストレコードイン／アウトポイント

キュー＆レビュー 1/2倍速（キュー）または2倍速、4倍速、8倍速、16倍速、32倍速

ディスク編集 ディスクイレース

ソング編集 コピー、ムーブ、ディバイド、コンバイン、リナンバー、イレース

トラック編集 トラックコピー、パートコピー、トラックイレース、パートイレース

タイトル編集 ディスクタイトル、ソングタイトル

REC SELECTボタン1～4, BUSボタン

トランスポートボタン：PLAY, STOP, PAUSE, REC, REHE, SONG SEARCH, EJECT

パネルコントロール モードボタン：AUTO PUNCH I/O, EDIT, UTILITY, ADJUST, PITCH, PEAK HOLD, DISPLAY, EXIT

ジョグ（DATA）／シャトル（CURSOR）

ロケートボタン：MARK, MARK SEARCH, LAST REC （IN/OUT）, SEARCH, SET, REPEAT, A B

MIDI MIDI IN, OUT, THRU端子

ディスプレイ FLD（蛍光ディスプレイ）

ミキサー部
MIC/LINE IN（CH 1, 2） バランス型フォン端子×2（－10～－50dB）

MIC/LINE IN（CH 1, 2） バランス型XLRタイプ×2（－10～－50dB）

MIC/LINE INPUT（CH 3～4） アンバランス型フォン端子×2（－10～－50dB）
入力端子

LINE INPUT（CH 5～8） アンバランス型フォン端子×4（－10dB）

INSERT IN/OUT（CH 1, 2） TRSフォン端子×2（－10dB）

2TR IN（L, R） RCAピン端子×2（－10dB）

TRACK DIRECT OUT（1～4） RCAピン端子×4（－10dB）

STEREO OUT（L, R） RCAピン端子×2（－10dB）

出力端子 MONITOR OUT（L, R） RCAピン端子×2（－10dB）

AUX SEND（1, 2） フォン端子（－10dB）×2

PHONES OUT ステレオフォン端子（8～40Ω）

周波数特性 20Hz～20kHz＋1, －3dB

EQ
3バンド, ±15dB
（LOW：100Hzシェルビング, MID：ピーキング（2.5kHz）, HIGH：10kHzシェルビング）

マスターチャンネル
STEREOフェーダー（45mm）, MONITOR LEVELコントロール, MONITOR SELECTボタン（2TR
IN, STEREO, CUE）, CUE MIX TO STEREOボタン

0dB = 0.775 V rms.

一般仕様
電源 100V 50/60Hz

消費電力 20W

最大外形寸法 413×109.5×388mm

重量 5.2kg

使用環境条件 温度：5℃～35℃、湿度：10%～95%

付属品 電源コード、取扱説明書

オプション FC5フットスイッチ
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寸法図

W: 413 H: 109.5

D
: 3

88

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。
この製品は、電気用品取締法に定める技術基準に適合しています。

単位：mm
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ブロック図

REC

MIC/LINE INPUT端子1、2は、フォンとXLRの両タイプに対応しています。�
それぞれの端子に1つのタイプだけ使用できます。�
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ATRAC（アトラック Adaptive TRansform Acoustic
Coding）

オーディオデータの量を圧縮するシステムのひとつで、
120mm CDと同量のデータを64mmのMD DATAや
MiniDiscに収める能力があります。MD4Sでは、このシス
テムを使ってMD DATAに37分間×4トラックの録音を
実現しています。

ATRACでは、すでに確立された音響心理の原理を利用
し、実質的にほとんど音質を損なうことなくオーディオ
データを本来のサイズの約1/5に圧縮します。具体的に
は、人間の耳の感度が周波数によって異なるという性質
に基づいた「聴覚の感度」という原理を利用しています。
2つの音の周波数が異なる場合、たとえレベルが均一で
も同じ音量には聞こえないのです。もう1つの原理は「マ
スキング効果」です。これは、近い周波数で大きい音が
鳴っている場合、小さな音が聞こえなくなる現象です。

DAT（Digital Audio Tape）
DATレコーダーは、特にレコーディングスタジオに普及
しており、最終ステレオミックスの録音に使用されます。

EQ
オーディオ用イコライザーの略語。MD4Sの各インプッ
トチャンネルには、3バンドEQが搭載されています。

MD DATA
データメモリー用に開発されたディスクです。MiniDisc
と似ていますが互換性はありません。MD4Sでは、この
タイプのディスクを録音に使用します。詳しくは6ペー
ジ「利用するディスクについて」をご参照ください。

MIDI（Musical Instrument Digital Interface）
MIDIは国際的に承認された標準規格で、電子楽器間で
のデータ転送を可能にします。

MIDIクロック
MIDIデータとして送信されるクロック信号で、タイミ
ング信号、スタートコマンド、コンティニューコマンド、
ストップコマンドのことです。MD4Sは同期走行でMIDI
クロックをMIDIシーケンサーに送信します。

MIDIソングポジションポインター
MIDIクロック信号からポジション情報を供給するのに
使用するMIDIメッセージの一種です。MD4SはMIDIソ
ングポジションポインターを生成するので、ソングのど
の部分から再生しても、MIDIシーケンサーがそのポイ
ントをロケートし同期走行します。

MIDIタイムコード（MTC）
MIDIの規格に後から追加されたもので、複数のオー
ディオ機器を同期走行させるための信号です。クロック
とポジション情報が含まれています。MD4Sは、MIDI
シーケンサーを同期させるためにMTCを供給します。

MiniDisc
モノラル、またはステレオのデジタルオーディオ信号を
記録するために設計された、コンパクトなデータ保存媒
体です。MiniDiscには1商業音楽がすでに録音された
ディスク、2ステレオ録音用のブランクディスクの2種
類があります。MD4Sでは、MiniDiscのモノラル、2トラッ
クの録音／再生が可能です。用語解説のランダムアクセ
ス、ATRAC、MD DATAもご参照ください。

PB
Playbackの略語です。チャンネルのソースとしてディス
クからの信号を選択するときは、FLIPスイッチをPBの
位置に切り替えます。

RCAピン端子
フォノ端子とも呼ばれます。このタイプのコネクター
は、民生のオーディオ機器やビデオ機器によく使用され
ます。

SCMS（Serial Copy Management System）
著作権の侵害となる違法な楽曲のコピーを防ぐための
プロテクトシステムです。SCMSは、プロテクトのか
かったソースを一度だけコピーすることができます。
ソースにプロテクトがかかっていない場合、何回でもデ
ジタルコピーができますが、プロテクトがかかっている
場合は、第1世代、つまり1回目のコピーはできてもそれ
以降の孫コピーはできません。SCMSは、デジタルコ
ピーのみ有効でアナロクでの録音には関係ありません。

SN比
デジタルオーディオシステムにおいては、最大出力レベ
ル対残留ノイズレベルの比率をデシベルで表します。
オーディオシステムの性能を表すのに使用します。

TOC（トック Table Of Contents）
音楽のデータ以外のディスク情報やトラック情報等の
目次です。

用語解説

ここでは、取扱説明書で使用する用語につてい説明します。
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インプットチャンネル
ミキサーに入力された信号を個別に処理する部分を“イ
ンプットチャンネル”と呼びます。インプットチャンネ
ルに入力された信号は、EQで音色を加工し、音量レベル
を調節した後で、さまざまな出力端子へ送られます。

オーバーダビング
すでに録音したトラックをモニターしながら、別のト
ラックに新しい演奏を加える（録音）することを“オー
バーダビング”と呼びます。

キューリスト
キューリスト機能を使えば、マークを利用してキューリ
スト（キューの再生順のリスト）を作成できます。MD4S
は、キューをメモリーに読み込み、連続した切れ目のな
い再生を行ないます。詳しくは65ページ「キューリスト
を使って再生する」をご参照ください。

クリップ
信号レベルが高すぎるときに生じる歪のことです。
MD4SのGAINコントロールを設定する場合は、クリッ
プさせないように十分注意しなければなりません。詳し
くは22ページ「最初のパートの録音（ダイレクト録音）」
をご参照ください。

テンポマップ
ソングのテンポと拍子の情報が入ったマップです。

トラック
音声信号を個別に録音して再生する場所を“トラック”
と呼びます。MD4Sには4つのトラックがあり、それぞれ
個別に録音／再生できます。また、MD4Sのように複数
のトラックをもったレコーダーを“MTR（Multi-track
Recorder）”と呼びます。

バス
インプットチャンネルに入力された信号を分岐させ、そ
れぞれ独自の出力端子へ送るための信号経路を“バス”
と呼びます。MD4Sには次のようなバスがあります。

ステレオバス（STバス）
インプットチャンネルの信号をステレオでミックスし
て、STEREO OUT端子から出力するための端子です。

キューバス（CUEバス）
インプットチャンネルの入力信号やトラックの再生音
をステレオでミックスして、MONITOR OUT端子や
PHONES端子から出力するための端子です。このバスの
出力信号は、主に録音中のモニター信号として利用しま
す。

AUXバス
インプットチャンネルの入力信号をモノラルでミック
スして、AUX OUT端子から出力するためのバスです。こ
のバスからの出力信号は、外部エフェクターへ送る用途
などに利用します。

パン
ステレオミックス内で音を定位させるテクニックです。

パンチインアウト
既存のトラックの任意の区間に録音するテクニック。
MD4Sでは、マニュアルとオートの両方でパンチイン／
アウト操作が行なえます。

ピンポン録音
すでに録音した複数のトラックをミックスし、別のト
ラックへ録音することを“ピンポン”録音と呼びます。

フォン端子
楽器やマイクロフォン接続するための1/4インチ端子で
す。

フットスイッチ
MD4Sのトランスポート機能の一部とパンチイン／ア
ウト機能をオプションのフットスイッチ（FC5）でコン
トロールできます。

フレーム
MiniDiscフォーマットの最小単位。1フレームは11.6ms
なので、1秒間に86フレーム（約8秒に一回は87フレーム）
が入ります。MD4Sでは、フレームディスプレイ機能を
使って86フレーム／秒（MiniDisc）と30フレーム／秒

（MTC）のどちらかを選びます。

プリロールタイム
オートパンチイン／アウトを行なうときに、パンチイン
ポイントより前に巻き戻して再生を開始する時間です。
詳しくは52ページの「プリロール／ポストロールタイム
を設定する」をご参照ください。

ポストフェーダー
信号がフェーダーを通過した後の位置を指します。
MD4SのAUXコントロールの信号はポストフェーダー
となります。このため、AUX SEND端子に信号を送るに
は、AUXコントロールだけでなくフェーダーも上げる
必要があります。この方式には、外部エフェクターで加
工する信号のレベルを、フェーダーでコントロールする
原音と同時に制御できるというメリットがあります。

ポストロールタイム
オートパンチイン／アウトを行なうときに、パンチアウ
トポイントより後ろまで再生して、停止する時間です。
詳しくは52ページの「プリロール／ポストロールタイム
を設定する」をご参照ください。

ミックスダウン
すでに録音した複数のトラックをステレオでミックス
し、外部のマスターレコーダーへ録音する操作を“ミッ
クスダウン”、あるいは“トラックダウン”と呼びます。



－取扱説明書 107

は
じ
め
る
前
に
�

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ウ
ン
�

そ
の
他
の
機
能
�

ピ
ン
ポ
ン
録
音
�

最
初
の
パ
ー
ト
�

の
録
音
�

オ
ー
バ
ー
�

ダ
ビ
ン
グ
�

基
本
操
作
�

を
終
え
て
�

上
級
テ
ク
ニ
ッ
ク
�

の
い
ろ
い
ろ
�

M
D
4S

の
�

M
ID
I機

能
�

複
数
の
チ
ャ
ン
�

ネ
ル
を
ミ
ッ
ク
ス
�

し
て
録
音
す
る
�

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ウ
ン
�

時
に
音
を
加
え
る
�

エ
フ
ェ
ク
ト
�

を
か
け
る
�

パ
ン
チ
イ
ン
�

／
ア
ウ
ト
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

ロ
ケ
ー
ト
機
能
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

再
生
機
能
�

さ
ま
ざ
ま
な
�

編
集
機
能
�

付
録
�

M
D
4
S
の
基
本
操
作
�

録
音
の
上
級
テ
ク
ニ
ッ
ク
�

M
D
4
S
�

の
ご
紹
介
�

モニターキュー
モニター用ソースとしてキューを選べば、個々のトラッ
クに録音、または再生される内容をモニターできます。
録音ポーズモードと録音モードでは、現在録音されてい
る信号（入力信号）がキューのソースとなります。再生時
には、ディスクからの信号（すでにディスクに録音され
た信号）がキューのソースとなります。パンチイン／ア
ウトを行なうときに、モニターキューを選べば、指定さ
れたパンチインポイントまでは以前に録音された信号、
パンチインポイントからは現在録音している信号、パン
チアウトポイントからは再び以前に録音された信号が
モニターできるため便利です。

ユニティゲイン
1：1のゲイン、つまり信号が入力時と同じレベルで回路
から出力されることを表します。MIC/LINE入力部の
ヘッドアンプを信号が通過した後では、ユニティゲイン
のときにSN比と歪みが最適な状態となります。MD4Sの
フェーダーでは、目盛7～8の間がユニティゲインとなり
ます。

ランダムアクセス
データを瞬時に読み出す機能です。MD4Sでは素早いロ
ケート機能により、ソング内のどの位置にも瞬時にロ
ケートできます。テープ式のレコーダーでは、テープの
早送りや巻き戻しに時間がかかるため、ランダムアクセ
スは不可能です。

ロケート
ソングの特定の位置に移動することを“ロケート”と呼
びます。MD4Sには、簡単な操作で瞬時に任意の位置に
ロケートするさまざまなロケート機能があります。詳し
くは57ページ「さまざまなロケート機能」をご参照くだ
さい。
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テンポマップ表

拍子（Meter）

ステップ 小節 拍子

A 001 /

B /

C /

D /

E /

F /

G /

H /

I /

J /

K /

L /

M /

N /

O /

P /

Q /

R /

S /

T /

U /

V /

W /

X /

Y /

Z /

テンポ（Tempo）

ステップ 小節-拍 テンポ

A 001-1

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

P

Q

R

S

T

U

V

W

X

Y

Z



 

YAMAHA [Multitrack Recorder] Date: 11 02 1998

Model: MD4S

 

MIDI Implementation Chart

 

Version: 1.0

Function... Transmitted Recognized Remarks 

 

Basic 
Channel

Default
Changed

X
X

X
X

Mode
Default
Messages
Altered

X
X

**************

X
X
X

Note 
Number True Voice

X
**************

X
X

Velocity
Note On
Note Off

X
X

X
X

After 
Touch

Keys
Ch’s

X
X

X
X

Pitch bend X X

Control 
Change

X X

Prog
Change :True#

X
**************

X
X

System Exclusive X O *1

System
Common

:Song Pos
:Song Sel
:Tune

O
X
X

X
X
X

*2

System
Real Time

:Clock
:Commands

O
O

X
X

Aux
Messages

:Local ON/OFF
:All Notes OFF
:Active Sense
:Reset

X
X
X
X

X
X
X
X

Notes

MTC quarter frame messages are received in MTC Sync slave mode
MTC quarter frame messages are transmitted in MTC Sync master 
mode.
*1: MMC
*2: During MIDI Clock synchronization

Mode 1: OMNI ON, POLY
Mode 3: OMNI OFF, POLY

Mode 2: OMNI ON, MONO
Mode 4: OMNI OFF, MONO

O: Yes
X: No
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索引

記号

×1/2プレイ  64
2TR IN端子  19
2TRモード  7
2トラック  7
4TRモード  7
4トラック  7

A

A-Bリピート  65
A Bボタン  65
A Bリピートボタン  13
AC IN端子  19
ADJUSTボタン  14, 60, 61
ATRACK  105
AUTO PUNCH I/Oボタン  13
AUX SEND 1、2端子  19
AUX SEND端子  42
AUXコントロール  10
AUXバス  106

B

BUSボタン  13

C

CUE MIX TO STEREOスイッチ
11, 38

CUE MIXインジケーター  16
CUE PAN/CUE LEVELコントロール  10
CUEバス  106

D

DAT  105
DISPLAYボタン  14

E

EDITボタン  14
EJECTボタン  14
ENTERボタン  14
EQ  105
EQコントロール  10
EXITボタン  14

F

FIX（固定）  81
FLIPスイッチ  9

G

GAINコントロール  9

I

IN、OUTインジケーター  17
INSERT I/O端子  18, 40

L

LAST REC SEARCH [IN]/[OUT]、SET
ボタン  13

LAST REC SEARCH［IN］ボタン  58
LAST REC SEARCH［OUT］ボタン

58
LINE INPUT 5～8端子  18

M

MARK SEARCH［ ］/［ ］、MARKボ
タン  13

MARK SEARCH［ ］/［ ］ボタン  58
MARKボタン  58
MD DATA  6, 105
MIC/LINE INPUT 1、2端子  18
MIC/LINE INPUT 3、4端子  18
MIDI  105
MIDI IN、OUT、THRU端子  19
MIDI IN端子  19
MIDI OUT端子  19
MIDI THRU端子  19
MIDIインジケーター  16
MIDI機能  87
MIDIクロック  88, 89, 105
MIDIソングポジションポインター

88, 105
MIDIタイムコード（MTC）  105
MiniDisc  6, 105
MMC（MIDIマシンコントロール）

95
MMCスレーブ  95
MMCデバイスID  96
MMCマスター  95
MONITOR LEVELコントロール  11
MONITOR OUT端子  19
MONITOR SELECTスイッチ  11
MONOモード  7
MTC  88, 91
MTCスレーブ  91
MTCマスター  91

P

PANコントロール  10
PAUSEボタン  12
PB  105
PEAK HOLDボタン  14
PHONES端子  20
PITCHボタン  14
PLAYインジケーター  12
PLAYボタン  12
POWERスイッチ  19
PUNCH I/O端子  20, 86

R

RCAピン端子  105
REC SELECTボタン  13
RECインジケーター  12
RECボタン  12
REHEインジケーター  12
REHEボタン  12
REPEATボタン  13, 64

S

SCMS  105
SN比  105
SONG SEARCH［ ］/［ ］ボタン

13, 57
STEREO OUT端子  19
STEREOフェーダー  11
STOP/TOC WRITEボタン  13
STOPボタン  7
STバス  106

T

TOC  7, 105
TOC EDITインジケーター  7, 15
TOC WRITEボタン  7
TRACK DIRECT OUT 1～4端子  19

U

UTILITYボタン  14

V

VARI（可変）  81
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イ

インプットチャンネル  9, 106

エ

エフェクトをかける  40
エラーメッセージ一覧  100
エンドマーク  59

オ

オートパンチアウトポイント  51
オートパンチイン／アウト

51, 53, 54
オートパンチイン／アウトポイント

58
オートパンチインジケーター  17
オートパンチインポイント  51
オーバーダビング  26, 106
オールソングリピート  64

キ

キューミックス機能  11, 38
キューリスト  65, 66, 67, 106

ク

クリップ  106

サ

最初のパートの録音  22
再生早送り（キュー）  63
再生巻き戻し（レビュー）  63

シ

シャトル（CURSOR）ダイアル  14
シャトル再生機能  63
ジョグ／シャトルダイアル  57
ジョグ（DATA＋－）ダイアル  14
シングルテイク  53

ス

スタートマーク  59
ステータスインジケーター  15
ステレオインプット  11
ステレオレベルメーター  16

ソ

ソング  8
ソングイレース  76
ソング結合  77
ソングコピー  74
ソングの延長録音  83
ソング分割  76
ソングムーブ  78
ソングリナンバー  79
ソングを延長して録音  8
ソングを延長録音  76, 78

タ

タイトル  82
タイトル／機能ディスプレイ  15
タイムカウンター  17
タイムカウンターモード  16
ダイレクト録音  22

テ

ディスク  6
ディスクイレース  83
ディスク情報  83
ディスクトランスポートボタン  12
ディスプレイ  15, 85
テンポマップ  89, 106

ト

トラック  106
トラックイレース  73
トラックコピー  72
トラックレベルメーター  16
トラック録音インジケーター  16

ハ

パートイレース  71
パートコピー  70
バス  106
パン  106
パンチイン／アウト  48, 49, 50
パンチインアウト  106

ヒ

ピッチインジケーター  15
ピッチ機能  81
ピンポン録音  35, 106
ピンポン録音時にエフェクトをかけ

る  44

フ

ファンクションボタン  14
フェーダー  10
フォン端子  106
複数のチャンネルをミックスして録

音する  32
フットスイッチ  50, 86, 106
ブランクエリア  8, 23
ブランクエリアを検索する  23
プリロール／ポストロールタイム

52
プリロールタイム  106
プリロールポイント  52
フレーム  85, 106
プログラムプレイ  68

ヘ

編集機能  70

ホ

ポストフェーダー  10, 106
ポストロールタイム  106
ポストロールポイント  52

マ

マーク  58
マークインジケーター  17, 59
マークを挿入する  58
マニュアルパンチイン／アウト

48, 49, 50
マルチテイク  54

ミ

ミックスダウン  28, 106
ミックスダウン時にエフェクトをか

ける  43
ミックスダウン時に音を加える  38

モ

モニター／マスター  11
モニターキュー  107
モニター信号のみエフェクトをかけ

る  46
モノ  7

ユ

ユニティゲイン  10, 107
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ラ

ラストレコードアウトポイント
51, 58

ラストレコードインポイント
51, 58

ランダムアクセス  107

リ

リハーサル  53, 55
リハーサル機能  48
リピートインジケーター  17
リピート機能  64

レ

レベル（5/6、7/8）コントロール  11

ロ

録音の上級テクニック  31
録音モード  74, 84
録音レベルをチェックする  23
ロケート  107
ロケート機能  57

ワ

ワンソングリピート  64



●お客様ご相談窓口 : ヤマハプロオーディオ製品に対するお問合せ窓口

　ヤマハ・プロオーディオ・インフォメーションセンター
Tel: 03-5791-7678　Fax: 03-5488-6663（電話受付＝祝祭日を除く月～金／11:00～19:00）
E-mail: painfo@post.yamaha.co.jp

●EM営業統括部（営業窓口）

PAグループ

☎ 03-5488-5480 〒108-8568 東京都港区高輪2-17-11
☎ 011-512-6113 〒064-0810 札幌市中央区南十条西1-1-50
☎ 022-222-6214 〒980-0804 仙台市青葉区大町2-2-10
☎ 06-6252-5405 〒542-0081 大阪市中央区南船場3-12-9
☎ 052-232-5744 〒460-8588 名古屋市中区錦1-18-28
☎ 092-412-5556 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2-11-4

企画推進室（プロオーディオ) ☎ 03-5488-5472 〒108-8568 東京都港区高輪2-17-11

●PA･DMI事業部

PE営業部PA国内推進室 ☎ 053-460-2455 〒430-8650 浜松市中沢町10-1

●ヤマハ電気音響製品サービス拠点 : 修理受付および修理品お預かり窓口

北海道サービスステーション ☎ 011-512-6108 〒064-8543 札幌市中央区南十条西1-1-50　ヤマハセンター内
仙　台サービスステーション ☎ 022-236-0249 〒984-0015 仙台市若林区卸町5-7　仙台卸商共同配送センター 3F
首都圏サービスセンター ☎ 03-5762-2121 〒143-0006 東京都大田区平和島2-1-1 京浜トラックターミナル14号棟A-5F
浜　松サービスステーション ☎ 053-465-6711 〒435-0016 浜松市和田町200　ヤマハ(株)和田工場6号館2階
名古屋サービスセンター ☎ 052-652-2230 〒454-0058 名古屋市中川区玉川町2-1-2　ヤマハ(株)名古屋流通センター3F
大　阪サービスセンター ☎ 06-6877-5262 〒565-0803 吹田市新芦屋下1-16　ヤマハ(株)千里丘センター内
四　国サービスステーション ☎ 087-822-3045 〒760-0029 高松市丸亀町8-7　(株)ヤマハミュージック神戸　高松店内
広　島サービスステーション ☎ 082-874-3787 〒731-0113 広島市安佐南区西原6-14-14
九　州サービスステーション ☎ 092-472-2134 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2-11-4
本　社／CSセンター ☎ 053-465-1158 〒435-0016 浜松市和田町200　ヤマハ(株)和田工場6号館2階

※ 所在地・電話番号などは変更されることがあります。
※ 2001年10月現在

■保証書
この商品には保証書がついています。販売店でお渡ししてい

ますから、ご住所・お名前・お買上げ年月日・販売店名など所定
事項の記入および記載内容をおたしかめの上、大切に保管して
ください。

保証書は当社がお客様に保証期間内の無償サービスをお約
束するもので、この商品の保証期間はお買上げ日より1年です。

保証期間内の転居や、ご贈答用に購入された場合などで、記
載事項の変更が必要なときは、事前・事後を問わずお買上げ販
売店かお客様ご相談窓口、またはヤマハ電気音響製品サービス
拠点へご連絡ください。継続してサービスできるように手配いた
します。

■損害に対する責任
この商品（搭載プログラムを含む）の使用または使用不能に

より、お客様に生じた損害（事業利益の損失、事業の中断、事業
情報の損失、その他の特別損失や逸失利益）については、当社は
一切その責任を負わないものとします。また、如何なる場合でも、
当社が負担する損害賠償額は、お客様がお支払になったこの商
品の代価相当額をもって、その上限とします。

サービスについて
■調整・故障の修理
「故障かな?」と思われる症状のときは、この説明書をもう一度

よくお読みになり、電源・接続・操作などをおたしかめください。そ
れでもなお改善されないときには、お買上げ販売店へご連絡く
ださい。調整・修理いたします。

調整・修理に際しては保証書をご用意ください。保証規定によ
り、調整・修理サービスをいたします。また、故障した製品をお持
ちいただくか、サービスにお伺いするのかも保証書に書かれて
います。

修理サービスは保証期間が過ぎた後も引き続きおこなわれ、
そのための補修用性能部品が用意されています。性能部品とは
製品の機能を維持するために不可欠な部品のことをいい、PA製
品ではその最低保有期間は製造打切後8年です。この期間は経
済産業省の指導によるものです。

■お客様ご相談窓口
ヤマハＰＡ製品に関するご質問・ご相談は下記のお客様ご相

談窓口へ、アフターサービスについてのお問合わせはヤマハ電
気音響製品サービス拠点へおよせください。

PA東京
PA北海道
PA仙台
PA大阪
PA名古屋
PA九州
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